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五所川原市前田野目地区は、青森県唯一にして日本最北の須恵器窯跡群が存在

し、遺跡の密度も非常に高い地域であります。五所川原市教育委員会では、県営

前田野目晨免農道の建設事業に伴い、平成10．11年度の2カ年にわたり、隠川

(2)外遺跡の発掘調査を実施し、このたびその遺跡の発掘調査報告書を刊行する

ことになりました。

調査の結果、平安時代の遺構や遺物、特に隣接する隠川(4) 。 (11)遺跡で検出さ

れた土器製作の工房をもつ住居跡が当遺跡でも検出され、近隣の須恵器窯跡の工

人達との関係を探る上で貴重な資料となりました。

また、五所川原市では鞠ノ沢窯跡で出土したといわれるものに次いで2番目の

旧石器時代の遺物も出土しました。このことは当時の前田野目地域の歴史を考え

る上で非常に貴重な資料であると考えられます。

この調査成果が文化財の保護と研究に広く活用され、また学術研究のみならず、

地域社会の歴史学習や地域住民の文化財意識の高揚につながることに期するもの

であります。

最後になりますが、平素より埋蔵文化財の保護に対し御理解を賜り、また、発

掘調査の実施と報告書の作成にあたり御協力、御指導を賜りました関係各位に対

しまして、厚く御礼を申し上げます。

平成12年3月

五所川原市教育委員会

教育長岩見貞夫
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【例言】

1 本報告書は平成10．11年度に実施した県営前田野目地区農免農道整備事業予定地内に所在する隠

川(2)外遺跡の調査報告書である。

2 本遺跡の遺跡番号は、05062番である。

3 資料の鑑定及び試料の鑑定・分析・保存については次の方々と機関に依頼した(順不同、敬称略)｡

＋器の蛍光X線分析 三辻利一

炭素14年代測定 パリノ・サーヴェイ株式会社

炭化材の樹種同定 パリノ・サーヴェイ株式会社

火山灰同定 パリノ・サーヴェイ株式会社

土器の顕微鏡分析 パリノ・サーヴェイ株式会社

鉄製品保存処理 釜石鉄製品保存処理センター

4 本報告害の依頼原稿の執筆者名は目次と文頭に示した。本文の執筆、編集は藤原・山口が行った。

5 本報告書に掲載した地形図は、建設省国土地理院発行の2万5千分の1の地形図を複写、合成し

たものである。

6 出土遺物・実測図・写真等は、現在五所川原市教育委員会で保管している。

7 発掘及び本報告書の作成にあたり、次の機関及び方々から御協力・御助言を頂いた。ご芳名を記

し、感謝申し_上げる次第である(敬称略、アイウエオ順)｡

太田原潤、木村淳一、木村高、工藤清泰、笹森一朗、佐藤智雄、関根達人、

芽野嘉雄、平山明寿、藤沼邦彦
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【凡例】

1 本報告耆の依頼原稿については文頭に示した。

2 引用、参考文献については、本文末に収めた。文中に引用した文献名については、著者名(編集

機関名)と西暦年で示した。

3 土層の色調は「新版標準士色帖｣(小山・竹原1967(1998年度版))に準じた。また、基本土居の番

号にはローマ数字(I．Ⅱ。Ⅲ･･･)を使用し、遺構内埋土の居序にはアラビア数字(1．2．3…)を使用

した。

4遺構の表記には以下に示す略号を使用し、原則として遺構の検出順に付番した。

H:住居跡 HSD:住居跡に付属する外周溝、外延溝 HSDSK:住居跡外周溝に付随する

土壌 HSB:住居跡に付随する掘立柱建物跡 SP:住居跡に付随する柱穴

P:小穴 SK:士擴 SD:溝跡 SDX:方形溝状遺構

SX:その他の遺構

5 遺構名は原則的に発掘時の遺構名を使用するつもりであったが、整理作業の結果、発掘現場でつ

けた遺構名と大幅に変更した。そのため以下に掲げる新遺構名を付すことにした。なお遺物の注記

は発掘時の遺構名を記している。

SKO1 (PitO8) SKO2(PitO6) SKO3(PitO9) SKO4(Pitl3) SKO5(Pitl4)

SKO6(Pitl5) SKO7(Pitl6) SKO8(Pit35) SKO9(Pit44) SK10(Pit45)

SK11 (Pit46) SK12(Pit32) SK13(Pit34) SK14(Pit48) SK15(Pitl8)

SK16(Pit24) SK17(Pit25) SK18(Pit26) SK19(Pit27) SK20(Pit29)

SK21 (Pit30) SK22(Pit31) SK23(Pit42) SK24(Pit43)

1HSDO1 (SD15) 1HSDO2(SDO4) 1HSDO1SKO1 (Pitl7) SDO3(SDO7)

SDO4(SD11) SDO5(SD118) SDO6(SD117) SDO7(SD12･13･116) SDO8(SD14)

SD12(SD109) SD13(SD111) SD14(SD114) SD15(SD117)

SXSDO1 (SDO8,09,10) SDXO1 (SD112) SDXO2(SD107) SDXO3(SD104,105,106)

6 遺構の計測値は以下の通りである。

住居跡：四壁が残存、もしくは確認されているものに関しては対面する各辺の中線を結んだ長さを1

辺の長さとし、四壁が確認されなかった住居に関しては1辺の長さを計測した。面積はトータルス

テーションを用い測量点から計測した。主軸方位はカマドの位置する壁面の垂直方位を示した。

カマド：主軸方位はカマドの両ソデの中点と煙道部もしくは掘り込み面の中点を結んだ線の方位と

した。また煙道部が残存している場合は、火床面から煙出部ないし残存煙道部までの長さを計測

した。

土壌：長軸、短軸を計測した。なお掘削もしくは未発掘により、計測できない場合は推定値を出した。

溝跡：調査区内における長さ、幅を計測した。

＊なお各遺構の長さ、幅はともに水平距離を計測している。また深さに関しては、遺構の下場にお

いて最小値と最大値を計測した。
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7 各遺構の方位、縮尺は各図面ごとに示した(縮尺不同)｡

8遺構内出土の遺物に関してはその出土地点を平面図及び断面図に図示した。

9 出土遺物は原則として縮尺3分の1にした。

10遺物の個体数のカウントは主として口縁部、底部の破片数を各々算出し、算定数の多い部位の破

片数を個体数とする最小個体数法を使用している｡ (口縁部、底部破片が同一個体のものは1とし

た)｡

11各種遺構の平面図及び断面図等にかけたスクリーントーンの内訳は表1のとおりである。

12各種遺構で使用した出土遺物記号は表2のとおりである。

13土器実測図において使用した各種調整技法の表現方法は表3に示したとおり基本的に青森県埋蔵

文化財調査センターの表現方法を踏襄した。

表1 各種遺構･土層スクリーン一覧表 表2 遺物記号一覧表

鰯鯉囎
■炭化物範｡

〃
鯛

●：須恵器

△：ミニチュア土器

■：鉄

★：植物依存体

○：土師器

◎：縄文土器

▲： -卜製品

☆：羽口

表3 各種土器の調整技法一覧表

ケズリ 輪積痕 ナデ ロクロ痕タタキヨコナテ

≦E|二震口 圧一

り ’

ヘラ書き 火ダスキミガキ黒色処理

恵器断画
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第1章調査経緯と調査要項

第1章調査経緯と調査要項

第1節調査に至る経緯

県営前田野目地区晨免農道は、持子沢字笠野前と前田野目字村中を結ぶ全長約2kmの農免農道であ

る。平成8年度に当農免農道の整備が青森県の事業として着手され、その際、当該地域が遺跡の範囲

内に掛かるため、平成9年度には県文化課による試掘調査が実施され、工事杭NQKE-9-1からNQKE16

-1までの農道の約50％におよぶ1.0kmの範囲が平安時代の遺跡であることが確認された(隠川(2)外遺

跡)(第1図)｡

その結果、平成10年。11年度にわたる2ケ年の発掘調査を五所川原市教育委員会が実施することに

なり、平成10年5月11日から調査を開始した。

第1図隠川(2)外遺跡位置図(S=1/25,000)

1



隠川(2)外遺跡

第2節調査要項

1 調杳目的 県営前田野目地区農免農道整備事業の実施に先立ち、当該地区に所在する隠川

(2)外遺跡の発掘調査を行い、その記録保存を図り、地域社会の文化財活用に

供する。

(1次調査)平成10年5月11日(月)から同年10月30日(金)まで

(2次調杳)平成11年5月12日(月)から同年10月28日㈱まで

隠川(2)遺跡(青森県遺跡番号05-062)五所川原市持子沢字隠川622外

14,800㎡（平成10年度9,000㎡、平成11年度5,800㎡）

青森県北農村整備事務所

五所川原市教育委員会

五所川原市教育委員会生涯学習課

青森県文化課、青森県埋蔵文化財調杳センター、弘前大学

調査指導員 村越潔青森大学教授(考古学）

調査員 五所川原市教育委員会教育長 岩見貞夫

教育次長 外崎武徳

調査担当者 生涯学習課課 長 川村喜代一

課長補佐 柴谷和夫

係 長 佐藤文孝

主 杳 対馬サツエ

主 任 秋元亨(現･商工観光課）

主 任 阿部信幸

主 事 藤原弘明

主 事 小田切秀樹

非常勤事務員菊池基子

調査補助員古舘晃彰、工藤輝美、寺田 勝

奈良卓哉、山口航生、太田真太郎

小関勇紀

2 発掘調査期間

3遺跡名及び所在地

調査対象面積

調査委託者

調査受託者

調杳担当機関

調査協力機関

調査員等

4
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第2章調査の方法と調査の経過

第1節調査方法

グリッドの設定調査区域内におけるグリッドは、 1グリッドを5×5mに設定し、農道の測量杭

KE9-1を原点(AAO1)とした。また各グリッドには東西線の西から東へ向かってアルファベット2文

2



第2章調査の方法と調査の経過

字(AA･AB・AC……)、南北線の北から南に向かって算用数字(0･1．2･3･･…･)を付した(第2図

参照)。

グリッドの呼称は北東隅の交点を使用することにした。なお場合によっては1グリッド内に1×1

mの小グリッドを設定し、その場合は北西隅から1～25の番号を付した。

遺物､遺構の確認耕作士等の表層を除去した後、遺物包含層、遺構の有無を確認するために、調

査区外のセクションで、各土壌の堆積状況を把握しながら、各堆積層を上から順に掘り下げた。その

際出土した遺物に関しては、各グリッド、居位単位で遺物を取り上げ、重要であると思われるものに

関しては、写真撮影をした後、平面図を作成し、標高を測った後、番号を付して取り上げを行った。

遺構の精査遺構が検出された場合、基本的には四分法に基づきセクションベルトを設置して埋士

の堆積状況を確認しながら精杳を行った。 しかし四分法が困難な場合は二分法に切り替えて行うこと

にした。士層の名称は青森県埋蔵文化財調杳センターの例に倣い、基本的に上位から下位に、左から

右に算用数字を付すことにした。

実測図の作成遺構の形態、遺構内の堆積状況、遺構内外の出土遺物の出土状況や出士地点は、水

糸方眼地張り測量もしくは遣り方測量によって行った。図面の縮尺は原則として20分の1を使用した

が、遺構の性格等により、 10分の1， 50分の1を用いた｡ 2年目からは遣り方測量の他にトータルス

テーションを使用して、測量を行った。

遺構番号の設定遺構の番号はその遺構の種類に応じて、その確認順に付すように努めたが、かな

りの欠番が生じた。よって本報告書では新番号を付すことにした。

写真撮影土居の堆積状況(セクションベルト)、遺物の出士状況、遺構の完掘状況を中心に撮影し、

その他必要に応じて、遺構の確認面、調査状況、某本士層などについても記録撮影を行った。使用し

たカメラはニコンのFM2、AF70を使用し、フィルムはモノクロ、カラーリバーサル、ネガカラーの

3種を使用した。

第2節調査の経過

平成10年度の調査経過

5月11日発掘作業初日。午前中は道具の手入れと、発掘現場の状況を説明した。午後より作業開始。

A区(AAO1～BB13)の表士除去作業を行うと同時に、ベンチマークの設定、グリッドの杭打ちを行っ

た。

5月12日～6月2日A区の表f除去作業を継続して行う。表土直下に地山のローム層が現れたため、

遺構の確認を行った結果、A区では土壌2基が検出された。

6月3日～23日B区の表＋除去作業を行い、遺構の確認、精杳を行う。ここからは、溝状遺構が1

条、士擴1某が検出された。

6月19日～26日C区の表＋除去作業を行い、遺構の確認、精杳を行う。地形が谷地形のせいか、地

山のV層が検出されず、その下層のⅥ層が検出された。ここからは遺構が検出されず、出土遺物も

少なかった。この日までさしたる遺物、遺構が検出されず、予定以_上に作業がはかどった。

3



隠川(2)外遺跡

6月29日～7月12日D区の表士除去作業を行い、遺構の確認、精査を行う。元の地主さん曰く 「こ

こからは昔いっぱい遺物がでたんだ」とおっしゃった言葉通り、ここからは、竪穴住居跡1棟とそ

れに伴う溝跡2某、士擴4某、溝跡2条が検出され、遺物も多量に出tした。

7月13日～9月30日 E区の表t除去作業を行い、遺構の確認、精杳をおこなう。ここからは、溝跡

1条、士擴7基が検出された。

8月2日～10月26B F区の表土除去作業を行い、遺構の確認、精杳を行う。ここからは、竪穴住居

跡5棟、溝跡7条、士曠10基が検出された。

10月27日～30日精査終了後F区の一部を埋め戻す作業(農家の方に水が溜まると指摘されたため)を行

い、 1998年度の作業は終了した。

平成11年度の調査経過

5月13日発掘作業初日。午前中は作業員の班編成及び道具の整備と発掘現場の状況を説明した。午

後より、作業開始。昨年度に引き続きF区。G区の表土除去を行うと同時に、ベンチマークの設定、

グリッドの杭打ちを行った。

5月14日～7月8日引き続きF区。G区の表＋除去作業を行った後、遺構の確認、精杳を行う。雨

天時は室内において遺物の水洗いを行った。

7月9日晴天に恵まれ、計画予定通りにF区。G区の道路拡幅部分の発掘調査を終了した。その結

果竪穴住居跡4棟、溝跡6条、士擴2某が検出された。

7月12． 13日空中撮影のためクリーニングを行うが、撮影当日大雨のため、中止となる。

7月14日発掘調査前期日程終了日。大雨のため、室内で士器の水洗いを行った。

7月15日～8月15日現在の農道部分を発掘するために、既発掘部分に仮設道路を設置する。その工

事期間のため発掘作業を一時中断した。

8月16． 17日空中撮影を行うために作業員、補助員全員で発掘区のクリーニングを行う。

8月18日八州スペースコンサル株式会社による気球での空中撮影を行う。発掘区の総距離が長いた

め、 1日がかりの撮影となった。

8月19日～29日現農道部分の砕石除去を軍機を使用して行った。砕石の除去後グリッドの杭打ちを

行った。

8月30日～9月14日現農道部分の精査開始。最初にB・D区の農道部分を精杳した。その結果堅穴

住居跡1棟、溝跡4条、十擴4某が検出された。

9月15日～10月26日 G・H区の農道部分を精査した。天気が悪く思うようにはかどらなかったが、

遺構の検出数も少なく既定の作業期間内に発掘作業は終了した。ここからは堅穴住居跡2棟、溝跡

4条が検出された。

10月27．28日現場から遺物、作業道具等発掘関連機材の搬出、整理室への搬入を行った。作業時間

が思った以上に早く終わったため、翌28日は士器の水洗いを行い、発掘作業の全日程を終了した。

11月1日～26日遺物の水洗い注記を行う。昨年度の遺物は注記済みであり、今年度分の注記のみで

あったので、意外に早く終了した。

4



一m…

第2章調査の方法と調査の経過

J/
AA AC AH

1

’
一
一
一

=O
SK-01

50m0

第2－1図追i構配置図(A区）

5,6

己

＝

～

～

｜ －可

、



第2章調査の方法と調査の経過

１
－

一
一
一
一
一
一
一
一
一

50m0

第2－2図遺構配置図(B･C区）

7,8

グ

／

匡二ニーー

一一一
一



第2章調査の方法と調査の経過

CP CU CZ DE

｜
’

一
一

／こに．二一三二

重
阜
国
二
一

｜
｜
｜
｜
’

’
一
一
一
一

一

一

一

q■■■■■■

1■■■■

一
『
■

、

第2‐3図遣ホ 青配置図(D6E区）

9，10

〆

＝

、

、

、

ー ー

～
一 －

〆



第2章調査の方法と調査の経過

FCEXDY ESED EI EN
■■■■■■■■■■■■■■

一

一

一

一

■■■■■■

一

－

一

一

I■■■■■

一

■■■■■■■

一

一

-11

宜
一
一
｝

＆
岬

■■
一－‐：

｜
ク
’
’
一
一
一
一
一 凸

I

q

－

■■■■■■■■■■■

50m0

第2‐4図遺構配置図(F区）

11,12

里

、

、

、

／



第2章調査の方法と調査の経過

GLGGFWFM FR －

一

■■■■■■■■■■■■■■■■

－

■■I■■■■■■■■■■■■■

一

一

一

一

－

ﾛ■■■■■■

一

’

一

’

一

一

一

一

一

’

■I■■■■■■■■■■■■■■■■

－

－

－

■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■

i=f
一

’
一

－ 一

－

－1司司司一Q聖 一一rrl OC
－

－

’
一
一
一
一
一
一

一

一

一

一

一

■■■■■■■■■■■■■

■ﾛ■■■■■■■■■■

－

－

－

－

■■■■■■■■■■■■■■■

、

第2‐5図剥量構配置図(F･G区）

13,14

－

＝

ー

ー
■■＝＝

－

－

一



第2章調査の方法と調査の経過

V HA HF HK HP HV
■■■■■■■■■■■■■■■

’
’
’
一
一

ー一一一

一

－

GQ

SD-13

SDX-03S

－

－

－

－

■■I■■■■■■■■■■■■■■■

二三至豆竺空7H

50m0

第 図遺構配置図(G区）2‐6

15,16

/／
/／

／

／
I

、

、 一一一
一

／

／

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■



第3章遺跡周辺の環境

11月29日～2月10日遺物の実測、遺構・遺物のトレースを行う。遺物の実測は今まで経験者がいな

いものであるから、非常に時間がかかった。

2月14日～図面のレイアウト、遺物の写真撮影、報告書の本文執筆を行う。

第3章遺跡周辺の環境

第1節前田野目川流域の自然環境

青森県環境生活部県史編さん室総括主幹山口義伸

隠川(2)外遺跡は五所川原市大字持子沢字隠川622外に所在し、津軽山地西縁に分布する低位段丘上

に立地している。いずれの遺跡も前田野目川西岸の同段丘面で、標高約42～61mである。段丘面は概

ね100分の2程度の勾配で平野部側に緩傾斜している。

津軽半島中央部を南北に縦走する津軽山地は津軽平野と陸奥湾に面した青森平野とを二分する脊梁

をなしている。この半島脊梁部には、玉清水山(479m)・袴腰岳(628m)6赤倉岳(559m)・大倉岳(67

7m)・源八森(353m)・馬ノ神山(549m)・梵珠山(468m)・鐘撞堂山(313m)などの山稜が連なってい

る。特に、袴腰岳および馬ノ神山の両山稜周辺は、地形学的及び地質学的にドーム状の構造をなして

いることが明瞭に識別できる。

第3図には梵珠山系周辺の地形分類を、第4図には同地域における露頭の模式柱状図を示したもの

である。半島脊梁部南部の馬ノ神山ドームから南方には、緩やかに南傾斜する梵珠山系と大釈迦丘陵

が展開している。標高200m以高の等高線はその間隔がせまく大きく入り組んでいて開析度が大きく

起伏に富んだ山地の様相を呈している。なお、梵珠山系はグリーンタフ地域にみられる軽石質凝灰岩

及び頁岩などを主体とする基盤層からなっている。

また標高70m以高は等高線の間隔がやや広く稜線部に平坦面が認められる。これは田代平カルデラ

に起因する、約65万年前の八甲田第1期火砕流堆積物(村岡・長谷､1990)からなる火砕流台地を示すも

ので、平頂な大釈迦丘陵として梵珠山系外縁に展開している。そして概ね標高20～60mの等高線はそ

の間隔が広く100分の2～5の緩傾斜面をなし、平野部に隣接する前田野目台地として展開している。

なお平野部との境界部には比高数mの急崖あるいは急斜面が認められる。この前田野目台地は3段の

段丘群からなる。このうち、高位段丘は標高50～60mであって、前田野目川付近では標高60～100m

の狼野長根が相当する。狼野長根は開析度が進み起伏に富むが頂部に平滑な面が認められる。高位段

丘は八甲田第1期火砕流堆積物と上位に堆積する軽石質砂・シルト ・粘土などを主体とする前田野目

層からなる。中位段丘は標高40～50mであり、等高線の配置が平野部にほぼ平行するが、その間隔は

やや狭くなっている。五所川原市境山から豊成東方にかけては100分の4とやや勾配のある傾斜面と

して、また浪岡町花岡付近では100分の2の緩傾斜面として分布している。段丘構成層は五所川原付
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隠川(2)外遺跡

蕊
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＝三鰯丘陵” ゞ位段＆ 匿調中位段＆

溌雪 「司鰯低位段＆ ≦然堤” ＃積平”
第3図遺跡周辺の地形分類図

（五所川原市教育委員会・犬走須恵器窯跡発掘調査団(1998)より転載）
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第3章遺跡周辺の環境

近では成層した細粒砂・シルトを、浪岡付近では淘汰不良な砂礫層を主体としている。低位段丘は標

高20～35mと中位段丘にほぼ連続し、平野縁辺部に1～2kmの幅で分布している。五所川原市野里か

ら豐成付近にかけては標高20～25mで、勾配100分の1とやや平坦であり、また浪岡町郷山前から吉

野田付近にかけては標高25～40mとやや高く100分の2と勾配も認められる。構成層は淘汰不良な細

礫混じりの粗砂を主体とした腐植質粘土の薄い層を挟み湿地性堆積物と考えられる。

津軽山地南部の水系として大釈迦川および前田野目川があげられる。大釈迦川は梵珠山を発源とし

梵珠山系東縁をほぼ南流し、南津軽郡浪岡町で浪岡川と合流した後に、前田野目台地を大きく迂回し

て平野部で十川と合流する。前田野目川は梵珠山北方に位置する馬ノ神山を発源とし梵珠山系を大き

く開析しながらほぼ南流する。そして、平野部で北流する十川と合流する。なお、前田野目台地内に

小谷が見られ、そのほとんどが平野部への出口付近が塞き止められ、原子溜池、高野大溜池、姥溜池、

吉野田新溜池として潅概用水に利用されている。

次に、隠川(2)外遺跡の調査区域内の基本層序について述べる。第5図には隠川(2)外遺跡の調査区

域内におけるメインセクションを示した。各区とも耕作による攪乱及び削平を受けているが、基本的
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隠川(2)外遺跡

には基本層序に差異がないことからまとめて各層の概要を述べることにする。

Ia層黒色士(10YR2/1) 耕作による攪乱層あるいは盛り土である。粘性・湿性に欠け、耕作

によるかたさはあるが、締まりに欠け脆く崩れやすい。乾くと黒灰色に変色して、格子状の割れが目

立ちボソボソとした感じである。

Ib層黒色士(10YR1.7/1) 耕作土である。粘性・湿性に乏しく、 Ia層とかたさは同程度であ

るが、多少締まりがみられる。乾くとクラックが発達し、ブロック状に割れやすい。

Ⅱ層黒色士(10YRl.7/1) 粘性・湿性がややあり、またかたさや締まりも認められる。層全

体がシルト質～細粒砂質で、軽石粒および粘土粒の混入が目立つ。なおB区調査区域内では、本層下

部に白頭山起源の苫小牧火山灰(B-Tm)がブロック状に堆積する黒褐色士(Ⅱb層)が認められた。 こ

のⅡb層は谷地形及び凹地などの低地にのみ堆積し、軽石粒および粘土粒が多量に混入する。

Ⅲ層黒色腐植質士(10YR1.7/1) 腐植質で粘性・湿性が十分である。かたさおよび締まりも

44.6m
－

A

－

A′

A区セクション

50.2m
－

B
■■■■■■■■■■

B′
Ia

I二5一一＝フーーニ

B区セクション

52.0m
－

C
一

C′

C区セクション

第5図基本層序
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第3章遺跡周辺の環境

みられる。軽石粒および粘土粒が多少混入する。

Ⅳ層黒褐色士(10YR2/2～3/2) 漸移層である。粘性・湿性がややあり、またかたさ及び締

まりも多少認められる。下位層の軽石粒や軽石質粘土粒の混入が目立ち、層全体としてソフトな感じ

がする。なお本層は軽石粒や粘土粒の混入状況により2層に細分される。上部のⅣa層は粒子状の混

入物が目立ち、全体的にやや腐植質で暗い色調を呈する。下部のⅣb層はブロック状の混入物が目立

ち、全体的に色調が明るく粘土質でソフトな感じがする。ただ、B区調査区域での谷地形で確認した

ように、凹地での堆積物は陸水の影響を受けた堆積状況を示し、特に下部のⅣb層は淘汰の悪い砂礫

層、砂質土居と層相変化する。

V層黄褐色軽石層(10YR5/6) 綴密堅固なラピリ質細粒軽石層で、碇ケ関浮石(山口1993)に

相当する。調査区域全体において、局部的であるが陸水の影響を受けて黄灰褐色軽石質粘土に層相変

化する。

Ⅵ層明黄褐色凝灰質粘土層(10YR6/6～7/6) 背後の丘陵及び高位段丘を構成する八甲田第

1期火砕流堆積物の浸食再堆積層と思われる。上位のv層と同様に湿地性の環境下で堆積したものと

考えられ、低位段丘の形成過程を考える上で貴重な情報である。ところで、隠川(4)遺跡調査区域内

でのカッティング面で確認したところ、層相から2層に細分される。上部のⅥa層は塊状で細粒軽石

質砂層であり、V層との境界部には時間間隙を示す暗色帯が認められ、乾くとクラックが発達する。

下部のⅥb層は細粒軽石質砂層と黄灰色軽石質粘土層の互層で、砂層中には未淘汰の砂礫層の薄層が

認められ、底部にも厚さ50cm程の砂礫層が下位の粘土層を大きくえぐる形で堆積している。

Ⅶ層にぶい黄榿色粘土居(10YR7/4) N値が15を示す固結した粘土層である。浪岡町樽沢で

のボーリング試料でも確認しているが、固結粘土の下位には、N値が3～7の軟らかいシルト層～粘

土層が約5～6mの厚さで堆積している。

【引用・参考文献】

中川久夫（1972）青森県の第四系青森県の地質第二部青森県

藤井敬三（1981）油川地域の地質地域地質研究報告(5万分の1地質図幅） 地質調査所

村岡洋文・長谷紘和（1990）黒石地域の地質地域地質研究報告(5万分の1地質図幅） 地質調査所

山口義伸（1993）平川流域での十和田火山起源の浮石流凝灰岩について年報市史ひろさきNQ2 弘前市

青森県教育委員会（1998）隠川(4) 。⑫遺跡I 青森県埋蔵文化財調査報告書第244集

五所川原市教育委員会・犬走須恵器窯跡発掘調査団（1998）犬走須恵器窯跡発掘調査報告書五所川原市埋蔵

文化財調査報告書第21集
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隠川(2)外遺跡

第2節前田野目川流域の歴史環境

北奥文化研究会会員半澤 紀

隠川(2)外遺跡周辺には、『青森県遺跡地図』によると約54カ所の遺跡が登録されている(表4「隠川

(2)外遺跡周辺の遺跡とその標高グラフ」参照)。また、近年同地域は、津軽自動車道などの建設に伴う発

掘や、五所川原市須恵器窯跡の磁気・レーダー探査等の学術調査の進展により、多くの成果が得られ

ている。特にこれまで当市域では未発見であった縄文時代早期と弥生時代・続縄文／古墳時代の土器

が出土したこと、平安時代の須恵器窯が新規に10数カ所も発見されたことは特筆できる事項であろう。

これらの登録遺跡と、調査成果を絡めながら、当地域の歴史的環境を時代別に整理してみたいと思う。

縄文時代

隠川(4)遺跡と隠川01)遺跡、そして隈無(4)遺跡から、縄文時代早期の貝殼文土器が出土した。遺

構の検出こそなかったものの、当市においては最古の遺物といえる。当地域はこれまで、縄文時代前

期の遺跡が多いことで知られ、当市域において人が生活し始めるのはそのころであると考えられてい

た。しかしこうした遺物の出土によって縄文時代早期ごろからすでに人の生活が開始されていた可能

性が高いと考えられる。

もっとも人々が定住的生活を営み、集落的様相を呈してくるのは、他の例に漏れずやはり縄文時代

前期になってからであろう。なぜならば原子溜池(1)。(2) 。 (5)遺跡、原子城遺跡、桜ケ峰(2) 。 (3)遺跡、

隠川(4)・01) 。⑰遺跡、隈無(4)遺跡など、そのころの遺物・遺構が検出される遺跡数が急増するよう

になるからである。

弥生時代・続縄文／古墳時代

隠川(3)遺跡から念仏間式～天王山式期に並行する弥生土器(甕の破片6点)、隠川(13遺跡のA地区

から天王山式系土器に類似する弥生土器の甕が出土し、真言館跡からは天王山式土器に比定される弥

生土器の甕の破片が出土している。また、桜ケ峰(2)遺跡から弥生時代中期後葉～後期と考えられる

甕がほぼ1個体と続縄文時代の後北C2･D式土器の破片1点が出土している。隈無(1)遺跡から後北

C2･D式土器が約290点、個体数にして20個体以上出土している。隠川(11)遺跡から後北C2･D式土器

と古墳時代の古式土師器(塩釜式並行)が出土している。

これまで当市域では皆無に等しかった、弥生時代の土器が広範に出土したことと、北海道に起源を

もつ、いわゆる続縄文時代の後北式土器が多量に出土したことは当時期の歴史を考える上で大きな成

果であると考えられる。

古墳時代の土師器の出土は県内では稀で、これまでは南小泉式以降のものが多少確認されているの

みであったが、隠川(11)遺跡出土の古式土師器はそれを遡り、最古かつ唯一の資料となった。また続

縄文と古墳時代の土器が同時に出土したことは県内では新発見であり、続縄文文化人と古墳文化人と

の接触を暗示しており、非常に重要な資料を提供したことになる。
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第3章遺跡周辺の環境

表4 隠川(2)外遺跡周辺の遺跡とその標高グラフ

23

恥
県遺跡
番号

遺跡名
所在地
(五所川原市）

種別 時 代
標高のグ ラ フ

標高
O I I 1

20m 50m70m lOOm l50m

1 050-53 田子ﾉ浦 豊成宇田子ﾉ浦 散布地 平安 12m 麺

2 050-83 松代 俵元字松代 散布地 縄文､平安 13m 鬮圃

3 050-25 境山 神山字境山 散布地 平安 25～30m 露顕 函

4 050-45 鶉野 神山字鶉野 散布地 縄文後･晩､平安 20m 函睡

5 050-07 野里 神山字牧原 散布地 縄文晩､平安 20～25m
＝
… 圓

6 050-03 原子溜池(1) 原子字山元 集落跡 縄文前･後､平安 27～40m
一

ー露圏

7 050－04 原子溜池(2) 原子字山元 散布地 縄文前･後、平安 30～40m 露躍 :睡圏

8 050-05 原子溜池(3) 原子字山元 散布地 縄文中 30～40m 麺霊霊麺

9 050-39 原子溜池(4) 原子字山元 窯跡､散布地 平安 50m
＝
一

…
－

10 050-40 原子溜池(5) 原子字紅葉 散布地 縄文前･中､平安 25m
－

ー 、

11 050-06 原子城 原子字山元 城館跡 縄文前～後､平安､中世 30～40m 霊露露麺

12 050-10 山道溜池 原子字山元 窯跡､散布地 平安 30～40m
一

一躍圏

13 050-85 実吉 羽野木沢字実吉 平安集落 縄文､平安､中世､近世 13.5m 霊3

14 050-51 犬走(1) 前田野目字犬走 散布地 平安 80m
ー
一

一
一

■■■■■■■■■

一函

15 050－61 犬走(2) 前田野目字犬走 散布地 平安 80～90m
ー

ー

－

一

ー

ー 露園

16 050-91 犬走(3) 前田野目字犬走 窯跡 平安 105m 露圏 騒騒騒騒 函霊 騒騒露圃翻

17 050-17 鞠ﾉ沢窯 前田野目字鞠ﾉ沢 窯跡 平安 100m
ー

ー

－

－

ー

一 圏醗騒騒園

18 050-11 砂田B1号窯 前田野目字前田野目山 窯跡 平安 170m
ー
一

－

一

■■■■■■■■■ロ

一 園露騒騒騒騒露騒騒露露麗躍翻

19 050-12 砂田B2号窯 前田野目字前田野目山 窯跡 平安 140m 露騒 露露露露 霊霊 露露露露露露露騒露圏

20 050-13 砂田c号窯 前田野目字砂田 窯跡 平安 110m 霊圏 M騒騒露露 睡霊 露露悪醗麗園

21 050-14 砂田D1号窯 前田野目字砂田 窯跡 平安 120m 函躍 醗躍騒騒壷 霊騒騒騒騒霊園

22 050-15 砂田D2号窯 前田野目字砂田 窯跡 平安 170m
ー

ー

一

一

一

ー 霊露露露露露罷露露露霊露霊園

23 050-16 砂田E窯 前田野目字前田野目山 窯跡 平安 170m 霊霊 ､悪囲罰露 露函

24 050-08 川崎 前田野目字川崎 散布地 縄文､平安 50m 霊露 露悪露露

25 050-43 真言館 前田野目字桜ケ峰 館跡 弥生､平安､中世 69m 霊露 M騒露露霞 霊圏

26 050-09 桜ケ峰(1) 前田野目字桜ケ峰 窯跡､散布地 縄文､平安 65～70m
一
－

一
一

■■■■■■■■■■

一

27 050-59 桜ケ峰(2) 前田野目字桜ケ峰 散布地 縄文前～晩､弥生後､続縄文､平安 60～70m
－

ー

－

一

ー

一

28 050-60 桜ケ峰(3) 前田野目字桜ケ峰 平安集落 縄文前～晩､弥生､平安 55～75m 霊霊 露露麗罷 霊躍 ヨ

29 050-19 狼野長根 持子沢字隠川 散布地 縄文晩､平安 100m 錘密 露露露罷 霊躍 E露露罷園

30 050-20 隠川(1) 持子沢字隠川 散布地 縄文中･後、平安 50～70m
■■■■■■■■■■

一

■■■■■■■■■■■■■■■■

ー

■■■■■■■■■■

一

31 050-62 隠川(2) 持子沢字隠川 散布地 平安､近世 60～70m
－
ー

－

一

ー

－

32 050-63 隠川(3) 持子沢字隠川 散布地 縄文後､弥生､近世 50～55m
一

ー

ﾛ■■■■■■■■■■

一 ヨ

33 050-64 隠川(4) 持子沢字隠川 平安集落 縄文早～晩､弥生前･中、平安､近世 45～50m
＝
一

ー
－

34 050-65 隠川(5) 持子沢字隠川 散布地 平安 30～40m
＝
一 圃函園

35 050~66 隠川(6) 持子沢字隠川 散布地 縄文､平安 30～40m 露露 露霊I

36 050-67 隠川(7) 持子沢字隠川 散布地 平安､近世 40m
＝
一 圖題圏

37 050-68 隠川(8) 持子沢字隠川 散布地 縄文､平安 30～40m
■■■■■■■■■■

一 i躍圏

38 050-69 隠川(9) 持子沢字隠川 散布地 縄文 30m
一
一函

39 050-70 隠川(10） 持子沢字隠川 散布地 縄文､平安 50～70m 霊函 覇露圃露騒 騒騒

40 050-71 隠川(11） 持子沢字隠川 散布地 縄早～晩､続縄､古墳､平安､近世 40m
＝
一＝

41 050-72 隠川(12） 持子沢字隠川 平安集落 縄文前～晩､弥生前･後､平安､近世 45～55m 謹霊 露露露躍 、

42 050-18 持子沢館 持子沢字隠川 散布地､館跡 縄文中､平安 40m
ー
一騒函

43 050-21 持子沢A 持子沢字隠川 窯跡 平安 60m
一

ー

－

一園

44 050-22 持子沢B 持子沢字隠川 窯跡 平安 55m
■■■■■■■

一

一

一 3

45 050-23 持子沢C 持子沢字隠川 窯跡 平安 60m
一
一

■■■■■■■■■■■

－ 函

46 050-24 持子沢， 持子沢字隠川 窯跡 平安 60m 麺蕊 露露露霞題

47 050-73 隈無(1) 持子沢字隈無 散布地 縄文､続縄文､平安 25～35m 露圏 園園

48 050-74 隈無(2) 持子沢字隈無 散布地 縄文､平安 20m 趣函

49 050-75 隈無(3) 持子沢字隈無 散布地 縄文､平安 30m 蕊露函

50 050-76 隈無(4) 持子沢字隈無 散布地 縄文早～晩､平安､近世 30m
､■■■■■■■

ー園

51 050-77 隈無(5) 持子沢字隈無 散布地 縄文 35～40m
一

一国

52 050-78 隈無(6) 持子沢字隈無 散布地 縄文 35～40m 露躍 函園

53 050-79 隈無(7) 持子沢字隈無 散布地 縄文､平安 50～80m
一

一

■■■■■■■■■■■

－

ー

－題

54 050-80 隈無(8) 持子沢字隈無 散布地 平安 15～20m四

参
考

遺跡の立地

遺跡数54(100％）

…独積妥騒.…
（20m以下）

6(11%）

煎因
（20

35(65%）

山塊…

13(24%）



隠川(2)外遺跡

このように従来はまるっきり不明であったことが徐々にではあるが、そのベールを脱ぎ出している。

いったい当市域における米の生産・流通はどのようなものであったのか、北海道とはどのような交流

をしていたのであろうか、興味津々たるところである。しかし当市域の魅力は、何といっても須恵器

生産の平安時代であろう。そのころの歴史的環境を次項で多少詳しく述べることにする。

平安時代

隠川(3)。(4)遺跡や野尻(3)遺跡(浪岡町)などから、外周溝を伴う竪穴住居跡と掘立柱建物跡がセッ

トになった9世紀後半～10世紀前半ごろと考えられる遺構が検出されている。隠川(3)遺跡の例をみ

るならば、竪穴住居跡を囲むように「U」字状の外周溝を巡らし、住居のカマド側に溝のない部分を

設け出入り口とし、そこに掘立柱建物跡を設置している。床面中央に焼士がある竪穴住居跡が確認さ

れたことから考えて、ある種の火を伴う工房の可能性が指摘されている。また、この外周溝の用途は、

雨水の流れ込む傾斜と必ずしも対応していないため排水機能としては考えにくく、カマドと出入口に

左右されるところから、一棟の住居を意識するための溝、すなわち区画のための溝の可能性が高いよ

うである。また、当地域からは未発見ではあるが、浪岡町周辺では、墓と考えられる多くの円形周溝

が発見されている。これも9世紀後葉～10世紀前半ごろ営まれていたようである。

浪岡町の高屋敷館遺跡は、集落全体を環濠で囲んだ10世紀中葉の環濠集落であることが判明した。

この高屋敷館遺跡の環濠の機能が、研究者の間で議論の対象となった。代表的主張として防御のため

の濠とする「防御性集落説｣、区画のための濠とし祭祀的要素を重要視した「アジール的区画領域説｣、

あるいは製鉄工人集団を隔離し、逃亡を防ぐための濠とする「蛸部屋説？」などいろいろである。結

論は未だでていない。

しかし、前述した円形周溝や外周溝がやがて高屋敷館遺跡のように集落全体を囲む環濠へと変化し

たとする見解の示されているところから、高屋敷館の環濠を、筆者は、聖なる祭祀的領域、すなわち

アジール的区画領域とする説を支持したい。もっとも、祭祀的領域区画のための濠であったとしても、

不審者や獣などの進入を防ぐ防御的意味合いはあったであろう。

いずれにしろ、現在でこそ五所川原市と浪岡町に行政区画されているものの、古代においては同一

地域であったろうから、当地域もこのような歴史的環境に連動していたものと考えられる。

ところで、隠川(4)。(1》遺跡では、住居跡からロクロピットが検出されたこと、また住居跡の土擴

から出土した須恵器の窯壁片が胎土分析の結果五所川原領域に納まること等の理由により、須恵器工

人の集落跡と考えられている。これらも9世紀後半～10世紀前半の年代が考えられている。本隠川

(2)外遺跡も同じような時代と性格の遺跡である。また当地域には須恵器の窯跡も群集し、視点を変

えるならば、当地域は多様な遺跡のある特殊地域ということができる。ではなぜこの地域には多種多

様な遺跡が存在するのであろうか。

第6図に「地形と遺跡の分布概念図」を掲げる。これは水野・堀田(1983)両氏による五所川原市七

和地域の地形分類図に、筆者が遺跡地図を重ねたものである。ただし、ここで基にした地形分類図は、

伊藤昭雄氏が水野・堀田両氏の原図をトレースし、「実吉遺跡』の報告書に使用したものを孫引きし

たものである。筆者は地質学に関しては専門外であり、図の正確さを欠いているかもしれない。そこ
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第6図地形と遺跡の分布概念図

う冒
全ソ



隠川(2)外遣跡

でそれを補足する意味で周辺遺跡の標高をグラフ化した表4 「隠川(2)外遺跡周辺の遺跡とその標高

グラフ」を参照して、地形と遺跡の立地をイメージして頂きたいと思う。

水野・堀田両氏は大釈迦丘陵と津軽平野の間に存在する海成段丘を中心とした砂礫台地を前田野目

台地と呼び、標高・傾斜･開析状態。構成物を基に、GtI面(上位)、Gt皿面(中位)、Gtm面(下位）

の3段に分類している。それぞれの特徴はおおむね次のようである。

Gtl面は、標高50～70mで大釈迦丘陵の縁辺に分布し、表面は浸食により波状を呈する。Gt皿面

は、標高30～40m、地形は平坦で、羽野木沢周辺で広く、開析谷には多くの溜池がみられる。Gtm

面は、標高20～30mで、GtⅡ面の前面に断片的にみられる。

この第6図から、遺跡の多くは、前田野目台地に存在していることが判断できる。これは表4から

も確認できる。標高20m以下の沖積平野には全体の遺跡の11%、標高20～70mの前田野目台地には65

％、標高70m以上の大釈迦丘陵梵珠山地には24%が存在していることがわかる。また第6図から、特

に遺跡が密に分布している場所は、原子。羽野木沢・持子沢・前田野目の前田野目台地のGtⅡ面で

あることがわかる。GtⅡ面は、その特徴でも明らかなように、勾配もゆるやかな平坦地であるため、

人間が生活するには恰好な場所であったようだ。ただし、前田野目川流域では、大釈迦丘陵の更に奥

地の梵珠山地にも遺跡が分布していることも読み取れる。

表4から、標高70m以上の大釈迦丘陵・梵珠山地に存在する遺跡は、犬走(1)遺跡、犬走(2)遺跡、

犬走(3)遺跡＝窯跡、鞠ノ沢窯跡、砂田B遺跡1号窯、砂田B遺跡2号窯、砂田C遺跡、砂田D遺跡

1号窯、砂田D遺跡2号窯、砂田E遺跡、狼野長根遺跡などで、隈無(7)遺跡も高いところで80mを

指している。 しかし、 100mを越える立地では犬走(3)遺跡、鞠ノ沢窯跡、砂田B遺跡1号窯、砂田B

遺跡2号窯、砂田C遺跡、砂田D遺跡1号窯、砂田D遺跡2号窯、砂田E遺跡と全て須恵器の窯跡で

あることから、丘陵山地への進出は、おそらく窯業のためと考えられる。

さて五所川原市須恵器窯跡群は、前田野目窯跡群と持子沢窯跡群に大きく分けられ、その活動期は、

前者が新しく、後者が古いとされている。今回試みた遺跡の分布論から考えても、古代の早い時期に

前田野目台地に連なる大釈迦丘陵を利用した持子沢窯跡群が開始され、その後前田野目川の_上流域に

ある大釈迦丘陵及び梵珠山地を切り開いた前田野目窯跡群へと移行していったという変遷が読み取れ、

その新旧の見解は認められるところである。

また須恵器窯跡群は五所川原市による窯跡の分布調査で、従来の前田野目窯跡群と持子沢窯跡群に

加えて、原子地区にも1グループが存在することが指摘できるという(工藤清泰氏のご教示による)。そ

れを仮に原子窯跡群としておきたい。この原子窯跡群から出士した須恵器は、持子沢窯跡群に類似し

ており、かつ、第6図からも判断できるように、前田野目台地と大釈迦丘陵の接点地帯に分布する様

態も持子沢窯跡群に類似する。 したがって、原子窯跡群は持子沢窯跡群に近い時期に操業していたと

考えられる。

このように本隠川(2)外遺跡周辺には、地形的にも緩やかな原野が広がり、前田野目川など水利に

も恵まれ、また梵珠山地が生み出す自然の食料･生活物資には事欠かず、人の生活する条件が充分揃っ

ていたものと考えられる。そのため縄文時代以来、同地域周辺には多種多様な遺跡が営まれ、やがて
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※西暦0年以前の年代は現在を基準にした推定年代

表5 五所川原市域の考古年表

(福田1993に半澤付記）
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推定年代 時代区分 津軽地方の主な遺跡(下線は五所川原市域） 特徴･主なできごと

30,000年前

12,000年前

9000年前

6,000年前

5,000年前

4,000年前

3,000年前

一
別
竺
則

年
年
０
０
０
０
３
１

９
１

２
２
西暦0年

AD300年

700年

800年

1200年

1300年

1400年

1500年

1600年

1700年

1800年

1900年

旧
石
器

縄
文

』
』
』
室

弥
生

一
一

古
代

一
一

中
世

一
一
一

近
世

一
一
一

近
代

前期

後期

草創期

早期

前期

中期

後期

晩期

前期

中期

後期

続縄文

古墳

奈良

平安

鎌倉

南北朝

戦
国

室
町

安土桃山

江
戸

前

期

中
期

後
期

明治

未発見

金木町相野

蟹田町大平山元I

木造町神山(3)､隠川(4)､隠川(11)､隈無(4)

森田村石神､青森市三内丸山､市浦村オセドウ貝塚､原子溜池(1)､原子溜
池Q､原子溜池⑤､原子城遺跡､桜ケ峰(2)､桜ケ峰(3)､隈無(4)､隠川(4)、
隠川(11)、隠川(12）

森田村石神､青森市三内丸山､今別町山崎1､三厩村中の平､原子溜池(3)
原子溜池⑤､原子城遺班、桜ケ峰(2)､桜ケ峰(3)､隠川(1)､隠川④､隠
隠川LLLl､隠川ugl､持子沢館､隈無(4)

弘前市十腰内､青森市小牧野､金木町妻の神(1)､原子溜池(1)､原子溜池
②､原子城遺跡､桜ケ峰(2)､桜ケ峰(3)、
皿l､隠川(12)､隈無(4)､霊壁

隠川(11､隠川(3)､隠川(坐､隠山

木造町亀ケ岡､市浦村五月女萢､森田村石神､観音林､福泉､野里､鶉野、
桜ケ峰(2)､桜ケ峰(3)､狼野長根､隠川(41､隠川up､隠川(12)､隈無(4)

弘前市砂沢､払島､隠川(4)､隠川(12）

田舎館村垂柳､隠川(3)､隠川(4)

平賀町鳥海山､真壷ヨ迫､桜ケ峰(2)､隠川Ql､隠川(12）

木造町神田、青森市小牧野･細越館､平賀町鳥海山､桜ケ峰②､隠川(11)、
隈無(1)

隠川(11）

市浦村中島､尾上町李平･原

市浦村福島城､鰺ケ沢町杢

鉄､荒神枕､飯詰城､宝宣、
沢､木造町石上神社､観音林､土三盛､狐野製
桜ケ峰(3)､隠川lAl､隠川ll21他

五所川原須恵器窯跡群(持子沢須恵器窯跡群･前田野目須恵器窯跡群･原

子須恵器窯跡群）

弘前市境関館･中崎館､青森市内真部(4)､荒神林､厘壬雄､実壹

市浦村十三湊､中里町中里城､青森市尻八館､弘前市境関館､飯詰城､金
山堕､原子城

浪岡町浪岡城､鰺ケ沢町種里城､平賀町大光寺新城､飯證並､原子城

東通村浜通り､五且

弘前市弘前城･野脇､市浦村十三湊､互坦

弘前市弘前城･野脇､市浦村十三湊､常磐村水木館､稲垣村久米川
実吉

澪の平Lu家住宅

弘前平清水千了窯

弘前市弘前城･野脇､市浦村十三湊､常磐村水木館､稲垣村久米川

弘前市悪戸窯

日本列島に人類が居住し始める

津軽海峡が成立(約18,000年前）

土器の製作使用が始まる

尖底土器の使用

平底土器の使用
縄文海進

津軽地方で貝塚や集落が形成

厚手･大型土器の使用

集落の大規模化

土器の多様化
北海道系土器の南下
カメ棺墓群の構築･環状列石が顕著

工芸的に優れた亀ケ岡土器
遮光器土偶､ヒスイ､土墳墓
低湿地遺跡が顕著

津軽地方で稲作の開始

津軽平野の稲作の大規模化

稲作の断絶

北海道系土器の南下
土師器･須恵器の使用
大化の改新（654年）

平城京に遷都（710年）
県内で土師器･須恵器･鉄器を使用､集落形成

平安京に遷都（794年）
土師器･須恵器･擦文土器を使用
大規模集落形成

五所川原産須恵器の開始

鎌倉幕府成立(1192)
城館形成､かわらけ･陶磁器の使用

室町幕府成立(1336)
陶磁器の消費量が増大
港湾都市十三湊の隆盛

応仁の乱勃発(1467）

中国陶磁器を中心に消費量の最盛期
戦国城下町の形成

中国製品の衰退､唐津･志野の出現

江戸幕府成立(1603)、近世城下町形成
中国陶磁器の消滅､肥前陶磁器の消費量増大
弘前藩では大規模新田開発積極推進期

肥前陶磁器の消費量の最盛期
陶磁器の大衆化時代の到来
弘前藩では新田開発休止期
地方窯の開始(弘前では平清水千了焼開始）

肥前系磁器と地方窯陶器の両立

地方窯の最盛期(弘前では悪戸焼の隆盛）
弘前藩では廃田復興･小新田開発期

明治維新

肥前､悪戸焼の衰退､新生瀬戸焼の隆盛



隠川(2)外遺跡

平安時代の9世紀後半～10世紀前半を前後して、須恵器生産が地域を代表する一大産業へと発展して

いったのである。そして、このような歴史的環境に育まれた息吹は、浪岡城や原子城が活躍する中世

という次代へと引き継がれていったのである。

【参考文献】

青森県教育委員会編（1999） 『青森県の遺跡地図』

相澤治・赤羽真由美（1997） 「実吉遺跡」 青森県埋蔵文化財調査報告書第207集

相澤治・赤羽真由美（1997） 『桜ケ峰(2)遺跡」 青森県埋蔵文化財調査報告書第208集

木村高・坂本真弓（1997） 「隈無(4)遺跡」 青森県埋蔵文化財調査報告耆第209集

木村鐵次郎・田澤賢治（1997） 「隠川(3)遺跡」 青森県埋蔵文化財調査報告書第210集

工藤清泰（1997） 「考古学における境界性一古代・中世の視点から－」『胄森県史研究第1号』

木村高・三林健一（1998） 『隠川(4)遺跡・隠川(13遺跡I』

青森県埋蔵文化財調査報告書第244集

木村高・中村博文・浅田智晴（1999） 『隠川(11)遺跡I ・隠川(1"遺跡Ⅱ』

青森県埋蔵文化財調査報告書第260集青森県埋蔵文化財調査報告書

｢犬走窯跡発掘調査報告書』犬走窯跡発掘調査団（1999）
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第4章遺跡の概要

第4章遺跡の概要

隠川(2)外遺跡は五所川原市の南東前田野目川右岸の丘陵地帯に立地し、現状はリンゴ畑である。

標高は約42～61mを数え、隠川(4) ･ (1》遺跡よりは、比高差にして低位で－3m、高位で+9mと遺

跡の比高差はかなり激しいものとなっている。 しかし遺物、遺構の集中している場所は標高55m前後

の丘陵の緩斜面及び比較的平坦な場所である。

検出された平安時代の遺構は平成10･11年度の2カ年で、住居跡15棟(拡張している住居を2棟と

して)、士曠35基(焼成遺構も含む)、溝跡14条、方形溝状遺構3条、並列溝状遺構1面であり(第2図)、

遺物は土師器・須恵器を中心として、各種士製品、鉄津等である。その他遺構外からではあるが、旧

石器、縄文土器、石器が出fしている。

遺物の製造及び遺構の構築された年代は、隠川(4) 。 (13遺跡と同様に、白頭山苫小牧火山灰(以下B-

Tmと記す)が、遺構構築面より_上位の堆積士や遺構の覆土から検出されている点から、B-Tmの年代

を923ないしは946年とするとそれ以前と考えられ、平安時代の中頃9世紀末から10世紀前葉と考えら

れる。

この遺跡の特徴としては、①集落内からの須恵器の出土量が他の一般的な集落跡と比較して、圧倒

的に多いこと、②明らかに失敗作と考えられる歪んだ須恵器が多数出士している点、③遺跡の立地場

所が持子沢A遺跡、持子沢B遺跡、持子沢D遺跡、隈無(7)遺跡、桜ケ峰遺跡の各窯跡と隣接する点、

④須恵器の工人集落跡と推定されている隠川(4) 。 (1》遺跡に隣接し、かつ、同様の性格を持つ遺跡(ロ

クロピットを有する住居跡の検出等)である点、⑤遺跡の開始時期が9世紀末から10世紀初め頃と五所

川原市須恵器窯が操業を開始した時期とほぼ同時期であることが挙げられる。以_上の点から本遺跡も

隠川(4) 。 (13遺跡同様に須恵器工人の集落跡である可能性が高いと考えられる。

次に各種遺構について概略を述べる。住居跡に関しては、隠川(4)。 (1》遺跡で検出されたような掘

立柱建物跡等の付属施設をもつ住居跡は検出されず、付属施設としては住居跡内から外に延びる溝跡

を有する住居跡が4棟検出されている。

住居跡の基軸方位はすべて南東方向であり、これは隠川(4) 。⑰遺跡の住居跡の基軸方位と一致し、

その方位も同一地区では僅差である。また1棟のみであるが、ロクロピット及び土器の原材料と考え

られる白色粘土が検出されている。

溝跡では形態別に直線状、方形状、円弧状の3形態の溝跡が検出され、少数の溝跡を除き幅が30～

50cm前後と規格が統一されている。いずれの溝も付属施設が確認されなかったために、排水施設とし

て機能していたものと考えられる。

十曠では焼成士曠が検出されたが、いずれの士曠も出土遺物は炭化材のみであり、被熱も充分受け

ていないことから、機能は不明である。

出士遺物では、住居内からの須恵器、士師器が多量に出tしていることから、現在窯跡の須恵器資

料が少ないために、その他の隠川遺跡の出土遺物も含めて、須恵器製作開始時期の器種類型を考える

_上では貴重な資料であると考えられる。
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隠川(2)外遺跡

第5章検出遺構と出土遺物

第1節平安時代の検出遺構

1 住居跡

第1号住居跡[1H](第7．8図）

検出状況本住居はグリッドCZoDAO3、04の緩斜面上に位置し、Ⅳ層上面で検出された。外周溝

(1HSDO1)が付属する。

住居西壁から溝(1HSD "_

02)が1条認められた。

重複 1HSDO2は住居構築

時の溝跡で、同時性を示

している。

構造規模は459×462cmを

測り、平面形はほぼ方形

を示す。床面積は16.8㎡

で、主軸方位はN-143｡-

Eである。床面は地山を

30～40cm程掘りこんだ後、

厚さ4～12cm前後の黒色

士のやや混入したローム

を主体とした士で、貼床

を構築している。幅18～

20cm、深さ8～21cmの壁

溝が周囲を巡る。主柱穴

は住居内の4隅、壁溝内

に認められ、 SP1～SP

4が該当する。規模は小

さく半径18.5～20cm、深

さ14～30cm程である。貼

床直上に炭化物の集中す

る範囲が4カ所認められ

る。なお住居内に西から

東にかけて貼床の構築し

HSDO1SKO1

④

翼
鰯

鶴鶴

1H

鐵

八
lHSDO2

＋
DB-04

＋

DA－O4

〆
〆

4m0

十
DA－02

第7図第1号住居跡（1）
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lHセクション

第1層 黒褐色土

第2層 黒褐色土

第3層 黒褐色土

第4層 黒褐色土

第5層 暗褐色土

第6層 黒褐色土

第7層 暗褐色土

第8層 黒褐色土

第9層 黒褐色士

第10層褐色士

第1 l層暗褐色土

53.5m

0

lOYR2/3径10~20mmのﾛｰﾑブﾛﾂｸを微量､径l~3mmのﾛｰﾑ粒を中量含む。
l0YR2/2径10～50mmのロームブロツクを､径卜2mmのローム粒を多量に含む｡炭化物を微量､径l～2mmの焼土粒を極微量含む。
l0YR3/2径10mm程のﾛｰﾑブﾛﾂｸを微量､径1mm程のﾛｰﾑ粒を少量含む｡黒褐色土（lOYR3/3) ､径l～2mmの炭化物を少量含む｡
10YR2/3径3mm程のローム粒を少量､径l～2mmの炭化物を中量含む｡

lOYR3/4径10mm程のロームプﾛｯｸを微量､径1mm程の炭化物を少量含む｡
10YR2/3径9mm程のﾛｰﾑ粒を多量､径1mm程の炭化物を少量含む｡

lOYR3/4径3mm程のﾛｰﾑ粒､黒色士（lOYRZ/1） を少量含むp

lOYR3/2径l～5mmのﾛｰﾑ粒を中量､径1mm程の炭化物を微量に含む｡
l0YR3/2径10~30mmのﾛｰﾑブﾛﾂｸを微量､径l~5mmのﾛｰﾑ粒を中量含む｡黒色土（lOYR2/1） ､径1mm程の炭化物を少量含む｡
I0YR4/4径20~30mmのﾛｰﾑブﾛﾂｸを多量に含む｡
l0YR3/4径2mm程度のﾛｰﾑ粒､径10~20mmのﾛｰﾑプﾛｯｸを少量含む｡

53.5m

，

53.5m

F

５

D′ FノC′

lHSPOl

第1層

第2層

IHSPO2

第1層

第2層

]HSPO3

第1層

第2層
1HSPO4

第1層

第2層

径50~”mmのﾛｰﾑプﾛﾂｸを中量､黒褐色土（lOYR3/l） を少量含む｡

径50~”mmのﾛｰﾑブﾛﾂｸを中量含む。

径50~90mmのロームプロツクを中量､黒褐色士（lOYR3/l） を少量含む｡

径50～90mmのロームプロツクを中量含む。

にぶい黄褐色土（lOYR5/3） を少量､径1mm程のローム粒を中量含む。

径l~3mmのﾛｰﾑ粒を少量含む｡

にぶい黄褐色士（lOYR5/3） を少量､径1mm程のローム粒を中量含む。

径l~3mmのﾛｰﾑ粒を少量含む｡

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

黒褐色土

褐色土
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褐色土
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第8図第1号住居跡（2）
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lHカマドセクショ

第1層褐色土

第2層暗褐色土

第3層赤褐色土

第4層黒褐色土

第5層灰黄褐色土

第6層黒褐色土

第7層暗褐色士

焼土粒.炭化物粒を微量､径5mm以下
のロ ム粒を少量含む。

径10mm以下のﾛｰﾑ粒を中量含む。

径10~20mmの焼土粒を中量含む。

径10mm以下の焼士粒を少量､炭化物
粒を微量に含む。

径2～5mmの焼土粒を中量含む。

径1mm程の焼土粒･ローム粒を少量

火床面｡焼土を中量､径1mm程のﾛｰ

ﾑ粒を少量､炭化物を微量に含む。
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第5章検出遺構と出土遺物

ていない場所に1条の掘り込み面が形成され、それが住居外へと延び1HSDO2を形成している。

覆土堆積状況覆土は11層確認され、下層ではロームブロック・炭化物の混入が多く見られることか

ら使用時もしくは、廃絶時の人為的堆積が考えられるが、上層は自然堆積によるものと考えられる。

カマド(第9図） 南東壁に構築されており、壁の南側に位置する。残存状況は不良であり、煙道部は

検出されなかった。住居内側壁部(ソデ)と火床面が検出された。ソデは褐灰色粘土で構成されてお

り、ハの字形を呈する。使用頻度は少なく、やや軟質のものである。覆士は7層確認され、第5層

は天井崩落士であり、住居廃絶後ある程度期間が経過したのち崩落したことが判明した。また火床

面の形成状況から使用頻度が低いものと考えられる。

遺物の出土状況(第10図）遺物の出土量は多くないが、住居の東壁際付近、及びカマド前庭部付近に

遺物の集中がみられる。東壁付近の遺物はレベルが高いため、住居付近からの流入であると考えら

れる。全体に土師器の出土数が多く、須恵器は1点のみである。

出土遺物の概要復元可能な個

体は第11図に示すように全部

で6個体である｡ lは土師器

の長胴甕であり、ロクロ成形

後、外面にケズリ調整、内面

にはナデ調整が施されている。

2～4は土師器の小型甕であ

り、いずれもロクロ整形がな

されている。底面の様相は3

が回転糸切り痕、 4が砂底で

ある｡ 6は土師器の坏であり、

ロクロ成形のみで無調整であ

る。酸化軟質であり、一部外

面に被熱してススが付着して

いる｡ 5は須恵器の坏であり、

ロクロ成形である。焼成は還

元硬質であり、重ねて窯入れ

したときに付着した火檸痕が

みられる。なお5， 6は底部

欠損のため底面の調整は不明

である。
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第11図第1号住居跡出土土器
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lHSDOlSKOl

第1層黒色土 lOYR1､7/l

第2層黒褐色土 lOYR3/2

第3層黒褐色土 lOYR3/l

第4層黒褐色土 lOYR2/3

第5層黒色土 lOYR2/l

第6層黒褐色土 lOYR3/2

第7層黒褐色土 lOYR2/3

第8層明黄褐色土lOYR6/8

第9層黒褐色土 lOYR2/2

lHSDOl

第1層黒褐色土

第2層黒褐色土

第3層黒色土

第4層褐色土

第5層暗褐色土

第6層にぶい黄褐色土

第7層黄褐色土

ローム粒を微量に含む。

ローム粒を多量に含む。

ローム粒を微量に含む。

ローム粒を多量に含む。

ローム粒を微量に含む。

ローム粒を多量に含む。

黄褐色ロームブロツク(lOYR5/6)を少量含む。

含有物は特になし。

ローム粒を微量に含む。

IOYR2/3ローム粒を微量に含む。

lOYR3/1 ローム粒を微量に含む。

lOYR2/l ローム粒を微量に含む。

lOYR4/6含有物は特になし。

lOYR3/4ローム粒を中量含む。

lOYR4/3ローム粒を多量に含む。

lOYR5/6含有物は特になし。

0 2m

第12図第1号住居跡付属外周溝
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BA′ B' lHsDo2 (A-A' )
第1層暗褐色土lOYR3/3径1mmのローム粒を少量含む。

第2層褐色土 10YR4/4径l～2mmのローム粒を中量含む。

lHSDO2 （B－B， ）

第1層暗褐色土10YR3/3

第2層黒褐色土l0YR3/2

第3層褐色士 lOYR4/4

径1mmのローム粒を少量含む。

径1mmのローム粒を微量、炭化物を極微量含む。

径10mm程のローム粒を微量に含む。

0 2m

第13図第1号住居跡付属外延溝
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第5章検出遺構と出土遺物

第1号住居跡付属外周溝[1HSDO1](第12図）

検出状況 1Hの北側、緩斜面の_上部、グリッドDA・DBO2， 03にやや外反する弧状の形で検出され

た。隠川(4)遺跡で見られたように複数の溝により．の字形にはならず、 1条の溝しか検出されな

かった。北西端に土壌(1HSDO1SKO1)、南東隅にピット(1HSDO1PitO1)が検出された。その両

端を結ぶような形で溝が構築されている。

構造 1HSDO1の規模は長さ437cm、幅90～136cm、深さ35～39cmを測る｡ lHSDO1SKO1の規模は長

径182cm、短径144cm、深さ30～42cmを測り、形態は不整楕円形を呈する。北東側では横に掘り込ん

でいる｡ 1HSDO1PitO1の規模は長径71cm、短径48cm、深さ14～18cmを測り、楕円形を呈する。 こ

れらの士曠は隠川(4)遺跡の1HSDO1と同様の粘土採掘坑の可能性が高いと考えられる。

重複 1HSDO1SKO1、 1HSDO1、 1HSDO1PitO1の順で遺構が構築されたことが確認面及び堆積層

の層序関係から確認された。

覆土堆積状況住居跡と同様、自然堆積のものであると考えられる。

遺物の出土状況少数の士師器、須恵器片が出士したにすぎない。

第1号住居跡付属外延溝[1HSDO2](第13図）

検出状況グリッドCZ・DAO4に位置し、Ⅳ層上面で確認された。

構造 1Hの住居内床面から住居外へと南東方向からしだいに西へと蛇行し、南へと延び、SKO7と

重複する溝跡である。長さ11ml2cm、幅21～58cm、深さ10～27cmを測る。排水の目的で構築された

ものと考えられる。

重複 1H、SKO7と重複関係があり、確認面及び堆積層の観察から1Hとは同時期、SKO7よりも古

いことが確認された。

覆土堆積状況覆士は4層確認され、ローム粒の混入が若干認められるものの自然堆積であると考え

られる。

第2号住居跡[2H](第14図）

検出状況グリッドFC、FD19に位置し、Ⅳ層上面、調査区外に約半分程かかった状態で検出された。

構造規模は1辺の長さのみであるが304cmを測り、推定床面積8.9㎡、主軸方位はN-138｡-Eである。

各コーナーの形態から隅丸方形であると考えられる。地山を42～61cm程掘り下げた後、厚さ4～8cm

前後の黒色士のやや混入したロームを主体とした士で、貼床を構築している。壁溝・主柱穴は検出

されず、 1Hと同様に住居中央部に一条の溝(2HSDO1)が確認され、それが南西壁を貫入して住居

外へと延びている。

覆土堆積状況上層は自然堆積層であるが、中位から下位にかけて、ロームの混入が目立つようにな

り、特に下位では多量のロームが認められ、住居使用時もしくは、廃絶時の壁面崩落士の可能性が

高いと考えられる。

カマド(第15図）南東壁に構築されており、壁の南側に位置する。残存状況は良好で、煙道部の上部

は削平されていたが、煙道部掘り込み面、煙出部及び煙道部にピット状の掘り込み面、住居内の側
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隠川(2)外遺跡

壁部(ソデ)と火床面が確認され、火床面から煙出部までの主軸方位はN-136｡-E、水平距離は

233cmを測る。 ソデはハの字形をしており、褐色の粘土を素材として構築されている。 ソデ、火床

面ともに煉瓦状に硬質となっており、強い被熱を受けたことを示している。覆土は13層確認され、

下層付近に天井崩落土が検出されていることから、住居廃絶時もしくは廃絶後期間をおかないで天

井部が崩落したことがわかる。

遺物の出土状況(第16図） 検出面全域にわたって遺物の出土がみられるものの、住居中央部の遺物は

覆土上層より出土したものであり、 2H本来の遺物というよりは外から流入してきた遺物と考えら

れる。 2H本来の遺物と考えられるものとして、カマドの支脚として使用されたと考えられる倒立

した坏および小型甕、床面直上より出tしたミニチュア、土師器坏が挙げられる。

遺物の概要個体復元可能な遺物は第17図に示すように全部で18個体である。 1～4は土師器の小型

甕であり、 l以外ロクロ成形である。 3の底面はケズリ調整が施されている。 5～8は土師器の坏

~、
1

－ノ ’
|辻

④
Z

あ

I
調
査
区
外

調
査
区

外

一一一三言＝ の

愈P
的的

｜＜
2Hセクション

第,層黒褐色土 'OYB,2/2シルト径!~5mmのﾛｰﾑ粒を若干含む､径2mm程度の粘土粒を少量含む
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ｼﾙﾄ径]~9mmのﾛｰﾑ粒を中量､径l~4mmの炭化物粒を中量､径2mmの焼土粒を微量含む｡

ｼﾙﾄ径1~9mmのローム粒を多量､径10~30mmのﾛｰﾑブﾛﾂｸを中量､径l～2mmの炭化物粒を多量､径

10mmの粘土ブロックを多量含む。

ｼﾙﾄ径1~2mmのﾛｰﾑ粒を少量､径l~2mmの炭化物粒を少量含む。

ｼﾙﾄ径1~9mmのﾛｰﾑ粒を多量､径10~30mmのロームブﾛｯｸを少量､径l~2mmの炭化物粒を多量含む｡

ｼﾙﾄ径1~5mmのﾛｰﾑ粒を多量､径10~20mmのﾛｰﾑブﾛｯｸを中量､径1--2mmの炭化物粒を中量含む｡

径l～9mmのローム粒を中量含む。 0
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第3層暗褐色土

第4層黒褐色土

第5層黒褐色土
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第2層黒褐色士
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径1--9mmのローム粒を多量､径10～20mmのロームブロツクを中量含む。 ’ ’
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径2mm以下のﾛｰﾑ粒､径l~2mmの炭化物を少量含む｡

径l~3mm以下のﾛｰﾑ粒を中量､径l~2mmの炭化物を少量含む｡

径1~2mmのﾛｰﾑ粒､径1mm以下の焼上粒を微量に含む｡

径l～3mmのﾛｰﾑ粒を多量､径10mmのﾛｰﾑブﾛｯｸを少量､径]
～2mmの焼土粒を少量含む。

径1mm以下のローム粒を微量､径l～5mmの焼土粒を多量､径3～
Smmの炭化物を多量に含む。

径1-2mmのローム粒を多量に含む。

径1mm以下のローム粒､粘土粒を少量含む。

径1--2mmのﾛｰﾑ粒を少量､径l~2mmの炭化物を少量､径1mm以
下の焼土粒を微量に含む。

径1～7mmのローム粒を少量､径l～5mmの焼土粒を微量､径卜

5mmの炭化物を少量含む。

径l～3mmのローム粒を微量に含む。

径]~5mmのﾛｰﾑ粒を少量､径3mm程の焼土粒を微量に含む｡

径30～50mmのロームプロツクを多量､径]～5mmのローム粒を少
量､径l～2mmの炭化物を微量に含む｡

火床面｡灰褐色粘土（10YR6/1） を中量含む。
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隠川(2)外遺跡

であり、ロクロ成形であり、底面の判明するものはいずれも回転糸切痕を留めている｡ 9～15は須

恵器の坏であり、 10．11．15にはへう記号が、 10．11．13～15には火裡痕が認められる。底面の調

整は11．12．14が回転糸切痕を留めており、 15は回転糸切り離し後、ナデ調整が施されている｡ 16

は須恵器大甕であり、口縁部から頸部にかけて丁寧にロクロナデが施され、体部上半は平行夕タキ

の後、ロクロナデが施されている。 17．18はミニチュア土器で17は甕もしくは鉢形の手づくね土器

で、内外面ともナデ調整が、底面はケズリ調整が施されている。 18はⅢ形でロクロ成形後体部下半
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第17図第2号住居跡出土土器
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外面に粘土を張り付け厚みを増した後、焼成後ケズリ調整が施されている。底面は回転糸切り離し

後、ケズリ調整が施されている。

第2号住居付属外延溝[2HSDO1]

検出状況 2号住居跡の南西壁の中央付近から南西方向へのびる溝跡であり、調査区内において長さ

214cm、幅29～63cm、深さ14～20mを測る。住居跡の壁面の堆積状況の観察より、住居跡内の堆積

士と同様の堆積状況を呈しているため、住居に付属する溝跡と考え、住居内に浸入した水を排水す

るための溝跡ではないかと考えられる。

覆土堆積状況覆土は2層確認され、自然堆積であると考えられる。

第3号住居跡[3H](第18図）

検出状況グリッドFB。FC18･19に位置し、確認面はⅢ層である。

構造正確な規模は不明であるが、長さ237cm、深さ30～37cmを測る。推定床面積5.65㎡、主軸方位

はN-120｡-Eである。検出面の平面形は各コーナーがやや丸みがかった不整方形を呈する。掘り込

み面が地山直上までであり、ロームの殆ど混入しない黒色士を利用して、厚さ2～12cm程の貼床を

構築している。検出面では殆ど確認できなかったが、セクション面において壁溝が確認された。Pi

tは住居内外で6基確認され、いずれが3Hに対応する柱穴であるかは不明である。

重複4Hの住居の北西壁を南東方向に縮小して住居の形態を変更していることがセクションにより

観察され、新たに縮小した住居を3Hとし、 4Hから3Hへの住居の移行が窺える。

覆土堆積状況平成9年度の試掘調査の際、既に壁は削平されており、貼床及びカマド部分のみ残存

するだけであったが、調査区外のセクションによって覆土は8層確認され、各層において多量のロー

ム粒を含んでいるが、黒色士を基調とした自然堆積であると考えられる。

カマド(第19図）南東壁に構築されており、壁の南側に位置する。残存状況は不良で、煙道部は削平

されて残存しておらず、ソデのみが確認されたが、形態は壁面より垂直方向に住居内に伸びており、

各ソデは平行である。また火床面も殆ど観察できず、僅かに焼土粒、微細な炭化物の混入する床面

を火床面と想定した。ソデは褐白色の粘土を素材として構築されており、あまり被熱を受けてない

状態なのか軟質であった。

遺物の出土状況(第20図）試掘により埋士は既に削平されていたので床面の遺物の出土状況は不明で

あるが、カマド焼成部付近に遺物の集中がみられる。

遺物の概要復元可能な遺物は第21図に示すように5点である。 1 ．2は土師器の小型甕であり、 1 ・

2ともにロクロ調整が施されている｡ 1は頸部にヨコナデ、体部上半にナデ調整が施されている。

3．4は須恵器の坏であり、いずれもへラ記号が刻まれている。 3の底面は回転糸切り離し後、ナ

デ調整が施され、 4の底面は回転糸切り痕を留めている｡ 5はミニチュア土器でありロクロ成形後、

ナデ調整が施されている。底面はナデ調整が施されている。
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隠川(2)外遺跡

第4号住居跡[4H](第18図）

検出状況グリッドFB。FC18･19に位置し、確認面はⅢ層であり、 3H同様調杳区外に2分の1程

掛かった状態で検出された。

構造正確な規模は不明であるが、長さ352cm、深さ21～30cmを測る。推定床面積12.4㎡、主軸方位

はS-120｡-Eである。検出面の平面形はほぼ方形になると考えられる。 3H同様掘り込み面は地山

直上であり、ロームの殆ど混入しない黒色士を利用して厚さ2～5cm程の貼床を構築している。

重複 3Hで述べたように3Hを縮小する以前の住居である。

④

－

g/
53.5m
－

C C′
SP3SP2

w椴亦。

｡、匡

汁
FB-19

SP4

53.5m
一

SP5

－

SP3

箇2 －

C′ SP6

53.5m

SP7

53.5m
－ －

3．4HSPOl

第1層黒褐色土lOYR2/3径l～4mmのローム粒を多量､径5mmの炭化物を少量含
む。

第2層黒褐色土lOYR2/3径2～5mmのローム粒を多量に含む。
3．4HSPO2

第1層黒色土 lOYR2/l径1mm以下のローム粒を少量､径l～2mmの炭化物を微

量に含む。

3．4HSPO3

第1層黒色土 lOYR2/l径I～3mmのローム粒を少量含む。

第2層暗褐色土lOYR3/4径l～3mmのローム粒を少量､径10～20mmのロームブ

ロツクを多量に含む。
3．4HSPO4

第1層黒褐色土l0YR2/2径l～2mmのローム粒を少量含む。
3．4HSPO5

第1層黒褐色土l0YR2/2径2～5mmのローム粒を少量含む。

3．4HSPO6

第1層黒褐色土lOYR2/3径l～5mmのローム粒を少量含む。
3．4HSPO7

第1層黒褐色土lOYR2/2径1～5mmのローム粒を少量含む。

第2層黒褐色土IOYR2/3径2～5mmのローム粒を中量含む。

0

3H

第1層

第2層

暗褐色土lOYR3/3径l～3mmのローム粒を中量、径1～2mmの炭化物を中量含む。

暗褐色土lOYR3/3径l～9mmのローム粒を多量、径10～70mmのロームブロツクを中
量、径1mm以下の焼土粒を微量、径l～2mmの炭化物を少量、径l～
9mmの粘土を少量含む。

黒褐色土I0YR3/2径l～2mmのローム粒を少量、径l～3mmの炭化物を少量含む。

暗褐色土IOYR3/3径l～5mmのローム粒を多量、径10～20mmのロームブロツクを少
量、径1～2mmの炭化物を中量含む。

層
層
３
４
第
第

4H

第1層黒褐色土lOYR2/3径l～2mmのローム粒を少量、径10mm程のロームブロックを微量、

径1mm以下の炭化物を微量含む。

第2層黒褐色土lOYR2/2径1～3mmのローム粒を中量、径10mm程のロームブロツクを微量、
径1～2mmの炭化物を中量含む。

第3層黒褐色土lOYR2/3径l～5mmのローム粒を多量、径10～20mmのロームブロックを中
量、径10～20mmの粘土を少量、径l～2mmと10mm程の炭化物を微
量含む。

第4層黒褐色土lOYR3/1径I～2mmのローム粒を中量、径1mm程の炭化物を少量含む。

2m
1 1 1

第18図第3．4号住居跡
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3Hカマド

第1層暗褐色土 10YR3/2 径1mm程のﾛｰﾑ粒を微量に含む｡

第2層暗褐色土7.5YR3/4 径l~う、mのﾛｰﾑ粒を中量､径l~3mmの
焼土粒を少量､径l～2mmの炭化物を中量含

む。

第3層黒褐色土 1 〔)YR2/3 径1mm程のﾛｰﾑ粒､焼土粒を少量含む｡

第4層黒褐色土 lOYR2/2 径l~2mmのﾛｰﾑ粒を少量､径l～2mmの
炭化物を微量､径]mm程の焼士粒を微量に

含む。

第5層黒褐色士7.5YR2/2 火床面｡径l～3mmのローム粒を多量､径l～
3mmの焼土粒を少量含む。
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隠川(2)外遺跡

覆土堆積状況調査区外セクション図より、覆土は3層観察され、人為的堆積層であり、 3Hを構築

するさいに埋め戻したものと考えられる。

カマド カマドは3H改築時に破壊されたものと考えられ、 3Hのカマドのソデより、北西方向へと

20～30cmほどずれた位置に、ソデの底面付近のみ確認されたにすぎない。 3Hのカマドの貼床面下

から火床面のみが検出された。以上のことから4Hから3Hへ住居を改築した時に4Hのカマドを

壊し、一旦貼床を構築した後に3Hのカマドが構築され、使用回数が少ない(火床面が形成されな

い)内に廃絶されたものと考えられる。

遺物の出土状況少数の須恵器片、土師器片が出土しているにすぎない。

第5号住居跡[5H](第22図）

検出状況グリッドFD・FE20、21に位置し、確認面は旧リンゴ畑部分では表f直下に貼床のみが確

認され、道路部分ではⅣ層上面で確認された。

構造規模は長辺392cm、短辺364cmを測り、不整な方形を呈する。床面積は10.9㎡、主軸方位はN-1

36｡-Eである｡ 2H同様やや小型の住居である。幅19～30cm、深さ14～29cmの壁溝が北東壁の一部

を除いて周囲を巡り、 1Hと同様にその壁溝内に主柱穴と考えられるピットが7基確認された(SP

1～SP7)。また住居中央付近に幅16～20cm、深さ4～7cmを測る一条の溝が走り、間仕切り遺構

ではないかと考えられる。

覆士堆積状況覆土は農道部分でのみ5層確認され、黒褐色を某調としたシルト質の堆積fで構成さ

れており、微量のローム粒及びロームブロックが混入するが、自然堆積であると考えられる。

カマド(第23図）南東壁西側部分に構築されており、覆土は4層確認された。ソデの材質は白色粘士

が使用されており、使用頻度が低いためか軟質である。また火床面も殆ど確認されなかった。煙道

部は主軸N-128.2｡-Eであり、カマドの位置する壁面を掘り込んで形成されて、住居外部に行くに

つれてゆるやかに立ち上がる構造である。残存する火床面から煙道部の水平距離は112cmであり、

煙出部の床面はカマドの焼成不良に比べると、比較的焼成が良好で硬質であった。

遺物の出土状況(第24図） 住居西側部分は畑造成の際削平されているため詳細は不明であるが、カマ

ド付近に遺物の集中が認められるのみで他は分散した状況であり、器種ごとのまとまりも認められ

なかった。接合状況はカマド付近で接合するものが多く認められ、遺物間の距離は最小で8cm、最

大で297cmを測る。

遺物の概要個体復元可能なものは第25図に示すように全部で9点であった。 1～4は土師器の長胴

甕であり、いずれもロクロ成形が認められる。いずれの個体もロクロ成形後体部－t半から底部にか

けて外面はケズリ調整、内面はナデ調整が施されている｡ 1．3．4には頸部外面に横ナデが施され

ている。 5．6は土師器の小型甕であり、 5はロクロ成形で、底面には回転糸切痕を留めている。

6は手づくね土器で内外面ともナデ調整が施されている。 7はf師器の坏でありロクロ成形後、内

面にナデ、ケズリ調整が施されている。底面は回転糸切痕を留めている｡ 8は須恵器の坏であり、

ロクロ成形のみである。内外面に火樺痕が認められる。 9は須恵器の長頸壼であり、頸部と体部を

個別に製作したのち、接合しており、その接合部に丁寧な指ナデ調整が施されている。
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第1層黒褐色土

第2層黒褐色土

第3層黒褐色土

第4層暗褐色土

第5層黒褐色土
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10YR3/2

径l～5mmのローム粒を微量、径I～3mmの炭化物粒を微量含む。

径l～5mmのローム粒を微量、径10～30mmのロームブロツクを微量、径l～2mmの炭化物粒を微量含む。
径1～6mmのローム粒を少量、径l～8mmの炭化物粒を少量含む。

径1～9mmのローム粒を少量、径10～30mmのロームブロツクを中量、径l～3mmの炭化物粒を微量含む。
径1～9mmローム粒を少量、径1mm以下の炭化物粒を微量含む。

53．7m

r SP1 ，蔵 面 SP2
一

D′ 5HS”1

第1層黒褐色土

第2層にぶい黄褐色土
第3層黒褐色土
第4層褐色土

第5層にぶい黄褐色土
SHSPO2

第1層にぶい黄褐色土
5HSPO3

第1層黒褐色土

第2層暗褐色土

第3層にぶい黄褐色土
第4層黒褐色土

第5層にぶい黄褐色土

第6層にぶい黄褐色土
5HS”4

第1層にぶい黄褐色土
5HSPO5

第1層暗褐色土
第2層暗褐色土

第3層褐色土

第4層黄褐色土
5HSPO6

第1層暗褐色土

第2層黒褐色土

第3層黒褐色土

第4層暗褐色土

シルト ローム粒を極少量含む。

シルト質粘土細かいローム粒を比較的多く含む。
シルト 含有物は特になし。

シルト ロームブロックを中量含む。

シルト質粘土ローム粒､ロームブロックを多量に含む。

シルト質粘土ローム粒､ロームブロックを多量に含む。

シルト 含有物は特になし。

シルト 含有物は特になし。

シルト質粘土細かいローム粒を若干含む。

シルト 細かいローム粒を若干含む。

シルト質粘土ローム粒を多量に含む。
シルト質粘土径10～20mmのロームブロツクを多量に含む。

シルト質粘土ローム粒､ロームブロックを多量に含む。

シルト 径1～3mmのローム粒を中量含む。

シルト 径l～3mmのローム粒を中量、径10mmのロームブロックを中量含む。
シルト質粘土径l～8mmのローム粒を多量、径10mmのロームブロックを多量含む。
シルト質粘土径l～8mmのローム粒を多量、径10～20mmのロームブロックを多量含む。

シルト 径1mmのローム粒を少量含む。

シルト 径1～3mmのローム粒を少量、火山灰を少量含む。
シルト質粘土径1mmのローム粒を少量、火山灰を少量含む。
シルト質粘土径l～3mmのローム粒を中量、径10mmのロームブロックを少量含む。

lOYR3/2

10YR4/3

10YR3/2

10YR4料

lOYR4/3

lOYR4/3

IOYR2/2

IOYR3/2

E SP3 E7 F sP4 戸 lOYR4/3

10YR2/3

10YR4/3

10YR4脾

l0YR4/3

10YR3脚

lOYR3/3

10YR4斜

I0YR5/6

10YR3/3

10YR2/3

10YR2/3

10YR3/4

鯵
G
－

H′
－

－ －

H
鄙
胡
醗
》

0 2m

| l |

第22図第5号住居跡
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隠川(2)外遺跡

|君

I亜）

53．8m
－

1
|弓 |弓－

工′
5Hカマド

第1層暗褐色土lOYR3/4シルト

第2層褐色土 lOYR4/6シルト

第3層淫赤褐'0YR2"ｼﾙﾄ
第4層暗褐色土lOYR3/4シルト

第5層暗褐色土lOYR3/3シルト

径1～3mmの炭化物粒を微量、径l～3mmの焼土粒を微量含む。

径3mmの炭化物粒を微量、径l～5mmの焼土粒を微量、径10～

30mmの焼土ブロックを中量、径l～5mmの粘土粒を微量含む。

径8mmの炭化物粒を微量、径l～5mmの焼土粒を少量含む。

径l～9mmの炭化物粒を少量、径l～5mmの焼土粒を微量、径

20mmの焼土ブロックを微量含む。

径1mm以下の炭化物粒を微量、径l～2mmの焼土粒を微量含

む。
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隠川(2)外遺跡

第6号住居跡[6H](第26図）

検出状況グリッドFF・FG22に位置し、Ⅳ層上面で確認された。住居の2分の1程度が調杳区外に

掛かっている。

構造正確な規模は不明であるが、一辺の長さが385cm、確認面からの深さ15～26cmを測る。検出面

からほぼ隅丸方形の平面形であると考えられる。検出面においてカマド、壁溝、柱穴は確認されな

かった。

覆土堆積状況覆土は8層確認され、自然堆積層であると考えられる。

遺物の出土状況(第27図）検出面のほぼ全体にわたって少数の遺物が出＋している。接合個体は1個

体でその距離は186.6cmである。

遺物の概要復元可能な個体は第28図に示すように2個体である。 1は土師器の小型甕であり、口縁

部が強く外反している。若干の指ナデがみられるもののロクロ成形のみで、底面も回転糸切痕を留

めている。頸部内面にススの付着がみられ、煮炊き用に使用されたものと考えられる｡ 2は還元硬

質の須恵器の坏であり、ロクロ成形後体部下半にへう記号が刻まれている。

第7号住居跡[7H](第29図）

検出状況グリッドGP23･GQ22、 23に位置し、Ⅳ層上面で確認された。標高60m前後であり、本

遺跡では最も標高の高い場所に存在する住居跡である。住居の3分の1程度が調査区外に掛かって

いる。

構造正確な規模は不明であるが、 1辺の長さが580cm、確認面からの深さ6.7～67.7cmを測る。検出

面からほぼ隅丸方形の平面形であると考えられる。推定床面積は31.3㎡、主軸方位はN-148｡-Eで

ある。一部検出されない部分もあるが、ほぼ全体に深さ6.3cm～31.5cmの壁溝が巡っている。柱穴

は8基検出され、貼り床面からSPO1， 02， 03，04、貼り床下からSPO5, 06, 07が検出され、最低

でも1回の建て替えがあったことが窺える。また貼り床下からは士擴2某(7HSKO1、 02)が検出

され、建て替え以前の付属施設の可能性が高い。住居内中心部より西側にずれた位置にロクロピッ

}(7HRPO1)が検出された。また、南西壁際には士器制作に使用する目的であると考えられる粘

土が住居廃絶後に投棄された状態で検出された。上記のことから当住居は生活の場兼、工房跡の可

能性が高いと考えられる。

覆土堆積状況覆土は15層確認され、壁際付近にはロームブロックの混入が目立つが、これは住居廃

絶後の壁面崩落士であると考えられる。黒色～黒褐色士を基調とした含有物のあまりない自然堆積

であると考えられる。

カマド(第30図）焚き口部にブロック状に切り出した凝灰岩及び丸石を使用して、支柱及び天井高架

材としている。焼成部及び煙道部には通常のカマドと同様に粘tが使用されている。覆士は12層確

認され、自然堆積であると考えられる。火床面もよく発達しており、当遺跡の住居の中でも使用頻

度が高いカマドである。

7HRPO1(第31図左）住居の中央部よりやや西側に位置し、覆士は9層確認された。直径62.5cmを測

る。円形を呈し、確認面より深さ53.5cm掘り込んだ後に、厚さ22～24.6cmの粘土をロクロ軸受け部
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隠川(2)外遺跡

SPO2SPO1JO2 、
Qヨ
60.3m
－

60.3m

轤鰯
二
勺
訓

SPO4

60．7m

SPO3

60.7m

SPO5

60.3m

SPO6

60.2m l P

灘

SPO8
SPO7

60.6m 60．4m

7Hセクション

第1層 黒色土 lOYR1､7/1

第2層 黒色土 7.5YR2/1

第3層 黒色土 lOYR2/l

第4層 黒褐色土 IOYR2/2

第5層 黒色土 7.5YR1.7/1

第6層 褐色士 lOYR4/4

第7層 黄褐色土 lOYR5/6

第8層 暗褐色土 l0YR3/3

第9層 にぶい黄褐色土lOYR4/3

第10層にぶい黄褐色土lOYR4/3

第1 l層にぶい黄褐色土l0YR5/4

第12層にぶい黄褐色土lOYR4/3

第13層灰黄褐色土 lOYR4/2

第14層褐色土 lOYR4/4

第15層褐色土 lOYR4/6

シルト

シルト

シルト

シルト質粘土

シルト

シルト

シルト

シルト

シルト

シルト

シルト

シルト質粘土

シルト質粘土

シルト質粘土

シルト

含有物は特になし。

径1mm以下のローム粒を中量、径1mm以下の焼土粒を極微量含む。

径l～2mmのローム粒を中量含む。

径I～5mmのローム粒を少量含む。

径1mm以下のローム粒を微量含む。

径I～5mmのローム粒を少量、径10～20mmのロームブロツ.クを微量含む。

径10～50mmのロームブロックを中量含む。

径10～20mのロームブロックを少量含む。

径1～2mmのローム粒を微量､径10～30mmのロームブロックを微量含む。

径2mmの焼土粒を極微量含む。

径1～9mmのローム粒を少量、径10～20mmのロームブロツクを少量含む。

径10～150mmのロームブロックを中量含む。

径10～15mmのロームブロックを少量含む。

径10～30mmのロームブロツクを少量含む。貼り床

径30mmのロームブロツクを中量含む。 鰯

ノ

鰯
肺
》

ワ
臼
１

前
Ｐ
Ｐ
２ｍ昭一６

Pitl

60.3m

鰯
Pit3

60.3mP 2

Pit4
1 P

0 2m
｜ ’ I

7HSPOl

第1層褐色土 lOYR4/6 シルト 径10～20mmのロームブロックを中量含む。
第2層黒褐色土IOYR2/2 シルト 径10～50mmのロームブロックを中量含む。
第3層黒褐色土lOYR3/2 シルト質粘土径10～30mmのロームブロックを中量含む。
第4層黒褐色土lOYR3/2 シルト 径10～50mmのロームブロックを中量含む。
7HSPO2

第1層暗褐色土lOYR3/4シルト質粘土径2mmのローム粒を微量含む。
第2層褐色土 IOYR4/4 シルト質粘土径2mmのローム粒を少量含む。
7HSPO3

第1層暗褐色土l0YR3/4シルト質粘土径10～20mmのロームブロックを少量含む。
第2層褐色土 lOYR4/6シルト質粘土径l～9mmのローム粒を少量、土器片を含む。
第3層暗褐色土lOYR3/3 シルト質粘土径l～8mmのローム粒を微量含む。
第4層褐色土 lOYR4/6シルト質粘土含有物特になし。

第5層褐色土 l0YR4/6粘土 粘土ブロックの層
7HSPO4

第1層褐色土 IOYR4/6シルト 径30mmのロームブロツクを中量含む。
7HSPO5

第1層褐色土 lOYR4/6 シルト 径30mmのロームブロツクを中量含む。
7HSPO6

第1層褐色土 lOYR4/6 シルト質粘土径4mmのローム粒を極微量含む。
第2層暗褐色土lOYR3/4 シルト 径4mmのローム粒を中量含む。

第3層黒褐色土lOYR3/2 シルト 径3～4mmのローム粒を極微量、径1mmの炭化
物粒を極微量含む。

第4層褐色土 lOYR4/4シルト 径l～3mmのローム粒を少量、径10～30mmの
ロームブロックを中量含む。

7HSPO7

第1層黒褐色土lOYR2/3 シルト質粘土ローム粒を微量含む。
第2層暗褐色土lOYR3/4シルト質粘土ロームブロツクを少量含む。
第3層黒褐色土lOYR3/2シルト質粘土含有物特になし。
7HSPO8

第1層褐色土 lOYR4/4シルト質粘土径l～5mmのローム粒を少量、径10mmのロー
ムブロックを少量含む。

第2層暗褐色土lOYR3/3 シルト質粘土径1～3mmのローム粒を微量含む。
第3層暗褐色土lOYR3/4シルト質粘土径l～9mmのローム粒を中量、径10mmのロー

ムブロックを中量含む。

7Hp i t l

第1層暗褐色土 7.3YR3/3シルト 径l～2mmのローム粒を少量、径
1mmの炭化物粒を多量、径5～
8mmの焼土粒を多量含む。

第2層にぶい黄褐色土7.3YR5/4粘土質シルト径1mmの炭化物粒を少量含む。
7Hp i t2

第1層褐色土 lOYR4/4粘土質シルト径3～4mmのローム粒を少量、径
4～9mmの炭化物を微量、径4mm

の焼土粒を微量含む。

第2層にぶい黄褐色土lOYR5/4 シルト質粘土径1mmのローム粒を中量含む。

7Hp i t3

第1層暗褐色土 lOYR3/3粘土質シルト径l～5mmのローム粒を少量、径
l～20mmの炭化物を微量、土器

片1点を含む。

第2層にぶい黄褐色土7.5YR5/4粘土 粘土層

7Hp i t4

第1層にぶい黄褐色土lOYR4/3 シルト質粘土径10～20mmのロームブロックを
少量含む。

7Hp i t5

第1層暗褐色土 lOYR3/3 シルト 径l～2mmのローム粒を少量、径
1mmの炭化物粒を微量、径2～

3mmの焼土粒を多量含む。

第2層褐色土 IOYR4/6 シルト質粘土径6mmのローム粒を極微量、径
2mmの焼土粒を極微量含む。

第29図第7号住居跡
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7Hカマド

第1層にぶい lOYR4/3 ｼﾙﾄ質粘土径3mm以下のﾛｰﾑ
黄褐色 粒を微量含む。

第2層褐色土 lOYR4/4ｼﾙﾄ質粘土径5mm以下のﾛｰﾑ
粒を微量含む。

第3層褐色土 lOYR4/6 ｼﾙﾄ質粘土径7mm以下の焼土粒
を少量含む。

第4層褐色土 lOYR4/4ｼﾙﾄ質粘土径9mmの焼土粒を微
量含む。

第5層褐色土 lOYR4/4シルト質粘土径]O～30mmの焼土ブ
ロックを多量含む。

第6層褐色土 lOYR4/4ｼﾙﾄ質粘土径30mmの焼土ブﾛｯ
ｸを微量含む。

第7層褐色土 10YR4/6ｼﾙﾄ質粘土径10~20mmの焼上ブ
ロックを微量含む。

第8層褐色土 lOYR4/6ｼﾙﾄ質粘土焼土を中量含む｡

第9層褐色土 7-5YR4/6ｼﾙﾄ質粘径2mm以下のﾛｰﾑ
土焼土 粒を微量含む。

第1 0層赤色土 10R4/6 砂質ｼﾙﾄ 径20mmのﾛｰﾑプ

粥緩鴨翁量火床圃
含む。

第1 1層赤褐色土2.5YR4/8砂質ｼﾙﾄ 含有物特になし。 火床面

第1 2層赤色土 l0R4/6 ｼﾙﾄ 含有物特になし｡ 火床面
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第30図第7号住居跡カマド
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第1層褐色士 IOYR4/6 シルト質粘土

径]O～50mmのﾛｰﾑブロックを少量、径2~

7mmの焼土粒を微量､灰黄色粘土（2.5Y6/2） を
中量、にぶい褐色粘土(7.SYR5/4）を少量含
む内

第2層褐色土 lOYR4/6 粘土質ｼﾙﾄ

径10~40mmのﾛｰﾑブﾛﾂｸを中量、径2～
4mmの炭化物粒を微量､径5~9mmの焼土粒を微

量､にぶい褐色粘土（7.5YR5/4) を多量含む。

第3層暗褐色土 7.5YR3/4 ｼﾙﾄ質粘土

径10~40mmのロームブロックを少量、径7--

10mmの炭化物を少量､径l～9mmの焼土粒を少
量､径10~50mmの焼土ブロックを少量、 にぶい
褐色粘土（ lOYR5/4） を少量､土器片を含む。

第4層にぶい黄褐10YR5牌粘土

含有物特になし。

第5層暗褐色士 lOYR3/4 ｼﾙﾄ質粘土

径10~20mmのﾛｰﾑブﾛｿｸを微量､径4mmの
炭化物粒を微量､径3~7mmの焼土粒を少量、径
10～20mmの焼土ブﾛｯｸを少量、径40mmの火
山灰う*ﾛｯｸ少量含む。

7HRPOlセクション

第1層黒色上 10YR2/1 ｼﾙﾄ質粘土
径1 -3mmのﾛｰﾑ粒を少量含む｡

第2層黒褐色士 lOYR2/2 ｼﾙﾄ質粘土
径10mmのﾛｰﾑブﾛﾂｸを少量､径】~5mmの
炭化物粒を微量､暗褐色土（10YR3/3） を中量

第3層褐色土 lOYR4/4 ｼﾙﾄ
径l~3mmのﾛ ﾑ粒を微量､径10mmのﾛｰﾑ
ブロックを微量､径1~5mmの炭化物粒を微量

第4層黄褐色士 lOYR5/6 ｼﾙﾄ質粘土
径3mmの炭化物粒を微量､暗褐色土

第5層褐色土 lOYR4/6 ｼﾙﾄ
径10mmのﾛｰﾑブﾛ･ﾉｸを微量､径l~2mm
の浮石を微量含む｡

第6層黒色士 IOYR2/l ｼﾙﾄ
径2mmの炭化物粒を少量含む。

第7層黄榿色士 lOYR8/8 粘土
含有物特になし。

第8層黒褐色土 lOYR2/2 ｼﾙﾄ
含有物特になし。

第9層明黄褐士 lOYR6/6 粘土
径|~30mmの炭化物を微量､灰白色粘土

（ lOYR7/l） を中量､土器片を含む｡

7H粘土

第1層黄榿色土10YR8/8粘土灰白色粘土
（lOYR7/l)を少量、
黒褐色土（10YR3/2）
を少量含む。

第2層黒褐色土lOYR3/Iｼﾙﾄ径l~3mmのﾛｰﾑ粒
質粘土を微量含む。

第3層黒褐色土lOYR2/2ｼﾙﾄ径10～30mmのローム
質粘土プﾛｯｸを少量含む。

1m0
’ I

第31図第7号住居跡検出遺構
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第33図第7号住居跡出土土器（1）
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隠川(2)外遺跡

分を残し、敷き詰めている。また粘

土中より、細かな土器片が検出して

おり、補強材の目的で粘土に混入し

た可能性が考えられる。心材等の木

製品は検出されなかった。当遺跡で

確認されたロクロピットは、隠川

(4)遺跡で検出された4HRPO1と同

様の規模、構造をもつ(木村・三林

1998)｡

7HSKO1(第31図中） 貼り床下より検

出され、直径92cmを測る円形の土壌

である。覆土は6層確認され、住居

改築時に埋め戻されたと考えられる。

7HSKO2と重複関係があり、それ

よりも新しい。

7HSKO2(第31図中） 貼り床下より検
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唇爾:聴劃
出され、 SKO1よりも古い。現存長

101cmを測る不整楕円形を呈する。

7H粘土(第31図右） 住居南西壁際に

第34図第7号住居跡出士士器（2）
検出され、下層に黒褐色士の堆積が

認められることから、住居廃絶後、ある程度の期間を経て、投棄されたものと考えられる。

遺物の出土状況(第32図） カマド周辺、SPO6･07、RPO1、住居南東壁隅に遺物の集中が認められる。

接合した個体も多く、全部で11個体あり、接合距離は最短で6.4cm、最長で289.6cmを測り、遺物投

棄後、覆土堆積時の移動の大きさが窺える。

遺物の概要復元可能な個体は第33．34図に示すように全部で14個体である｡ 33図1～4，34図1は、

土師器の長胴甕であり、34図1を除きいずれもロクロ成形後体部外面は丁寧なケズリ調整が施され

ている。33図の1．3には頸部に横ナデが施されている。内面調整は33図の1．4がナデ調整、 33図

の2．3，34図の1はロクロナデのみの調整である。

第33図5．6は土師器の小型甕である。いずれもロクロ成形であるが、 5は頚部外面に横ナデ、

体部外面にケズリ調整が施されている。底面はケズリ調整である。

第34図2～5は土師器の坏で2．5が直上口縁、 3．4は内替口縁である。 3は内面黒色処理後丁

寧なミガキ調整が施されている。 5にはへう記号が刻まれている。

第34図6～8はミニチュア土器で、 6．7が土師器、 8が須恵器である。 6．7は内外面とも丁寧

なナデ調整が施されている。 6の底面は無調整である。 8はロクロ成形後外面及び内面にケズリ調

整が施されている。
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第5章検出遺構と出土遺物

第8号住居跡[8H](第35図）

検出状況グリッドGE27に位置し、Ⅲ層中で確認された。住居南西部分が調査区外に掛かり、後世

の暗渠排水により東西に切られている。

構造規模及び形状は長軸309cm、短軸303cm、深さ8.4～27.3cmを測り、ほぼ方形である。推定床面

積は7.2㎡、主軸方位はN-148.1｡-Eである。深さ3.2～7.1cmの壁溝が北壁と西壁南半を巡り、柱穴

は検出されなかった。

覆土堆積状況覆土は6層確認され、Ⅱ層及びⅢ層を基調とした覆土で構成されており、自然堆積層

であると考えられる。

カマド(第36図）南東壁中央部に検出され、大半が調査区外であり、形状は確認できなかったが、断

面の形状からみると、白色の粘土を使用し、高い被熱を受けて赤褐色化し硬質であり、調査区外に
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8Hセクション

第1層黒色土 l0YR刀1砂質シルト

第2層黒褐色土lOYR2/2砂質シルト

第3層黒褐色土l0YR2/2シルト

第4層黒色土 10YR2/1砂質シルト

第5層黒褐色土l0YR2/2シルト

径1mm以下のローム粒を微量、径1mm以下の炭化物粒を少量含む。

径1～2mmのローム粒を中量、径1mm以下の炭化物粒を少量含む。

径1面、以下のローム粒を中量、径1～3mmの炭化物粒を多量含む。
径1～2mmのローム粒を少量、径l～2mmの炭化物粒を多量含む。

径1～2mmのローム粒を多量、径10～20mmのロームプロツクを多
量、径l～9mmの炭化物粒を多量、径l～3の焼土粒を多量、径
10mmの焼土ブロックを多量含む。

径1～2mmのローム粒を少量、径1～3mmの炭化物粒を中量、径1mm
以下の焼土粒を少量含む。

径1mm以下のローム粒を微量、径1～2mmの炭化物粒を中量、径1～

3mmの焼土粒を中量含む。

径1～5mmのローム粒を少量、径1～2,mの炭化物粒を少量、径1～
3mmの焼土粒を微量含む。

0 2m

8HPitO1

D(56.697m) D'

鱸

第6層黒褐色土l0YR2〃シルト

8Hpi tO1

第1層黒色土 10YR2/lシルト

第2層黒褐色土10YR2/2シルト

第35図第8号住居跡
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隠川(2)外遺跡

C C′

8Hカマド

第1層暗褐色土lOYR3/4ｼﾙﾄ径1mm以下のﾛｰﾑ粒を少量、径1

質粘土～9mmの炭化物粒を少量含む。

第2層暗褐色土75YR3/4シルト径1～2mmのローム粒を少量、径1

～2mmの炭化物粒を多量、径1～
2mmの焼土粒を多量、径10～20mm

の焼土ブロックを多量含む。

第3層赤褐色土，YR"‘畷ト火床面
第4層暗褐色土7.5YR3/3砂質 径l~2mmの炭化物粒を少量､径1

シルト ～3mmの焼土粒を中量、径I～2mm

の凝灰岩を少量含む。

第5層暗褐色土7.5YR3/3ｼﾙﾄ径1~2mmの炭化物粒を微量、径1
～2mmの焼土粒を少量、径l～3mm

の凝灰岩を中量含む。
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第38図第8号住居跡出土土器

54



第5章検出遺構と出土遺物

掛かる断面をみると、覆土は5層確認され、焼土粒、炭化物の混入が多い堆積士で構成されている。

火床面が発達しており、厚さ4cm程被熱の影響を受けた様子が見られる。

遺物の出土状況(第37図）遺物の出土数は少なく、検出面中央部付近に若干まとまりがみられる。接

合した個体は2個体であり、その距離は84.6cm、 59cmを測る。

遺物の概要復元可能な個体は第38図に示すように全部で3個体である。 1は土師器の小型甕であり、

内外面とも若干の指ナデが施されているもののロクロ成形が主体をしめる。底面は回転糸切痕を留

めている。頸部内面にススが付着しており煮炊き用として使用されたものと考えられる。 3は土師

器の坏でロクロ成形後無調整であり、底面も回転糸切痕を留めている。 2は手づくねのミニチュア

土器で内外面ともナデ調整が施されている。

第9号住居跡[9H](第39図）

検出状況グリッドFD･FE19に位置し、確認面はV層上面で、壁面は確認できず、貼り床面と柱穴

(9HSPO1，02)でのみ確認された。住居のおよそ3分の1が調査区外に掛かっている。

構造正確な規模は判明しないが、 2柱穴間の距離は334cmを測る。SPO1は長径35cm、短径19.5cm、

深さ42cmを測り、不整楕円形を呈する。SPO2は長径44cm、短径36.5m、深さ47.1cmを測り、楕円形

を呈する。各小穴とも覆土の堆積状況から柱の埋め方が検出され、柱穴であることｶﾐ確認された。

貼り床面に移しい量の鉄津が出土し、付近に製鉄関連の遺構が存在する可能性が高い。

遺物の出土状況(第40図）床面より多数の鉄津、SPO1及び床面より、少数の土師器・須恵器が出土し

ている。

遺物の概要復元可能な個体は第41図に示したように全部で3個体である。 1は土師器の長胴甕であ

りロクロ成形後、体部上半内外面にケズリ調整が施されている。 2は土師器の坏であり、口径15.5

cmと本遺跡出士の坏の中でも大型の個体である。 3は土師器のⅡであり、SPO1から出土した。 ロ

クロ成形で、底部は回転糸切痕を留めている。

第10号住居跡[10H](第42図）

検出状況グリッドFH・FI23に位置し、確認面はⅣ層上面で、北東部分のおよそ3分の1が検出さ

れた。

構造正確な規模は判明しないが、検出面から北東壁578cmを測り、方形であると考えられる。推定

床面積は31.1㎡、カマドは調査区内からは検出されなかったため主軸方位は不明である。検出面か

らの深さは15.9cm～43.6cmを測る。深さ9.3cm～22.lcmの壁溝が北壁及び西壁全体に巡る。柱穴SP1

が検出され、直径30cm、深さ12.4cmを測る。南西部床面直上より、被熱した集石が検出されている。

又、東部床面直上より、粘土が検出されている。

覆土堆積状況覆土は14層確認され、下層はロームブロックの混入が多いことから住居廃絶時の人為

的堆積であると考えられ、上層は爽雑物の少なさから自然堆積であると考えられる。

遺物の出土状況(第43図）検出面の東側に若干集中している箇所があるが、ほぼ全域にわたって遺物

が出土している。接合した個体は1個体で、その距離は68.8cmである。須恵器、土師器及び器種ご
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9Hセクション

第1層暗褐色土lOYR3/3砂質径l～3mmのローム粒を少量、径l～3mmの炭化物
シルト粒を微量、径1mm以下の焼土粒を微量含む。

第2層黒褐色土lOYR3/2シルト径1～5mmのローム粒を中量、径l～3mmの炭化物
粒を中量、径1mm以下の焼土粒を微量含む。

第3層暗褐色土lOYR3/4シルト径1～5mmのローム粒を多量、径10～30mmのロー
質粘土ムプロツクを多量、径1～2mmの炭化物粒を少量

含む。

第4層黒褐色土lOYR2/2シルト径1mm以下のローム粒を少量、径10～50mmの
ロームプロツクを多量含む。

9HSPOl

第1層黒褐色土lOYR3/2シルト径l～5mmのローム粒を多量、径10～30mmのロー
質粘土ムプロックを多量含む。

第2層黒褐色土lOYR3/2砂質径l～2mmのローム粒を中量、径10～20mmのロー
シルトムプロックを少量含む。

第3層暗褐色土lOYR3/3シルト径1mm以下のローム粒を少量含む。
第4層暗褐色土I0YR3/3砂質シ径l～2mmのローム粒を少量、径10mmのロームプ

ルト ロックを少量含む。

第5層暗褐色土lOYR3/3シルト径l～2mmのローム粒を少量、径10mmのロームプ
ロックを少量含む。

9HSPO2

第1層黒色土 l0YR2/1シルト径20～30mmのロームブロックを少量、径2～3mm
の炭化物を微量含む。

第2層黒褐色土lOYR2/3シルト径10～40mmのロームプロックを少量含む。
第3層黒褐色土10YR3/1シルト径l～3mmのローム粒を中量含む。
第4層黒褐色土10YR3/3シルト径l～2mmのローム粒を中量含む。

第瑁瀧里責iOYR4侭ｼﾙﾄ径'-3mmのﾛｰﾑ粒を多量含む。
第6層黒褐色土10YR2/2シルト径1mmのローム粒を微量含む。

第7層暗褐色士!OYR3′3頚ﾄ径'nmのﾛｰﾑ粒を中量含む。

第8層曙褐色士!OYR3糾顎ﾄ径l~3mmのﾛｰﾑ粒を多量含む。
第9層褐色土 lOYR4/6シルト径l～2mmのローム粒を多量含む。
第10層黄褐色土10YR5/8シルト含有物特になし。
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第5章検出遺構と出土遺物

とでのまとまりは認められなかった。

出土遺物の概要(第44図）復元可能な個体数は全部で4個体であった｡ 1は士師器の甕の底部破片で

あり、外面はケズリ調整、内面はヘラナデが施されている。 2．3は須恵器の坏であり、 ロクロ成

形後2は無調整、 3は口縁部に指ナデが施されている。 4は土師器の皿であり、口縁部が強く外反

している。調整はロクロナデのみであり、底面は回転糸切痕を留めている。

|田 臥

lOHセクション

第1層暗褐色土10YR3/3暗褐色土10YR3/3

I
シルト 径l～9mmのローム粒を少量、径l

～2mmの炭化物粒を少量、径1～

2mmの焼土粒を微量含む。

黒褐色土lOYR3/2シルト 径l～5mmのローム粒を少量、径l
～3mmの炭化物粒を少量含む。

暗褐色土lOYR3/3シルト 径l～2mmのローム粒を微量、径
2mmの炭化物粒を微量、径2mmの

焼土粒を微量含む。

暗褐色土lOYR3/3シルト 径1～9mmのローム粒を中量、径1
～2mmのロームブロックを少量、

径l～3mmの炭化物粒を少量、径
30mmの凝灰岩ブロックを微量、火
山灰を微量含む。

暗褐色土lOYR3/3シルト 径I～9mmのローム粒を多量、径I
～5mmのロームブロックを多量、

径1mm以下の炭化物粒を少量、径
10～30mmの粘土を少量含む。

褐色土 IOYR4/4シルト 径1～9mmのローム粒を多量、径l
～5mmのロームブロックを少量、

径1～2mmの炭化物粒を微量含む。

にぶい黄lOYR4/3シルト 径l～9mmのローム粒を多量、径l
褐色土 ～3mmのロームブロックを中量含

む。

にぶい黄l0YR7/4粘土 径3～9mmの焼土粒を微量、径10～
楕角-t 30mmの焼土ブロックを微量含む。
褐色土 l0YR4/4シルト 径10～50mmのロームブロックを多

量、径1～5mmの炭化物粒を少量、
径20～30mmの白色粘土ブロックを
少量含む。

暗褐色土lOYR3/4シルト 径10～15mmのロームブロックを少
量、径1mmの炭化物粒を少量含
む。

暗褐色土lOYR3/3シルト 径l～5mmのローム粒を少量含む。
褐色土 10YR4/4シルト 径1～5mmのローム粒を少量、径

10mmのロームブロックを少量含
む。

黒褐色土lOYR3/2シルト質径l～7mmのローム粒を中量、径20
粘土 ～40mmのロームブロツクを多量含

む。

明黄褐色IOYR6/6シルト質径40mmのロームブロックを微量、
土 粘土 第1層土を微量含む。
黒色土 lOYR1.7/シルト質径10～50mmのロームブロックを中

粘土 量、径5～8mmの炭化物粒を微量、
径50mmの第8層と同様の粘土ブ
ロックを少量含む。
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褐色土 lOYR4/4粘土質シ径1～3mmのローム粒を微量、小れ
ルト きを多量含む。

明黄褐色10YR6/6シルト質径10～30mmのロームブロツクを中
土 粘土 量含む。
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隠川(2)外遺跡
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第44図第10号住居跡出ii器

11号住居跡[11H](第45図）

検出状況グリッドDG・DHO4、 05に位置し、確認面はⅣ層上面で、北隅が若干調査区外に掛かる

程度でほぼ令体が検出された。

構造長軸394cm、短軸355cmを測り、ほぼきれいな方形を呈する。推定床面積は11.1㎡で、主軸方位

はN-139｡-Eである。深さ6.8cm～22.1cmの壁溝がほぼ全体に巡る。カマドは検出されず、壁溝が止

まっている場所に存在したものと考えられ、堆積t中に焼土ブロックが混入することから破壊され

たものと考えられる。また堆積土もローム、焼土、炭化物の混入度から推定して明らかに人為堆積

であるため、意図的に破棄され埋められた住居である可能性がI司いと考えられる。

覆土堆積状況覆土は14層確認され、下層は自然堆積の様相を呈するが、上層はロームブロックの混

入が目立つことから人為的堆積である可能性が高いと考えられる。

遺物の出土状況(第46図） 住居を意図的に廃絶した際に埋め戻した堆積土中より多量の須恵器、土師
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第5章検出遺構と出土遺物

器が出土した。遺物の分布が北西壁際付近を密にして、南東方向へとしだいに分布が疎になってい

くことから北西壁から南東方向へと遺物の投棄が行われたことが窺える。接合個体は全部で12個体

あり、接合距離は最短で4.8cm、最長で202cmであり、投棄時の遺物の移動が窺える。

遺物の概要復元可能な個体は第47．48図に示したように全部で17個体である。第47図1 ．2は上師

器の長胴甕で口縁部端面形が丸みを帯びている。 lはロクロ成形後体部外面はケズリ調整、内面は

刷毛目状の調整が施されている。 2はロクロを使用せず、外面をケズリ調整、内面をナデ調整によ

り成形されている。底面は砂底である。第47図3．4は土師器の小型甕であり、両個体ともロクロ

成形後、頚部外面に横ナデ、休部外面にケズリ調整が施されている。内面はロクロナデのみである。
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第’層暗褐色土 I0YR3/4 シルト

径1～5mmのﾛｰﾑ粒を少量､径
20mmのロームプロックを微量、径

1～2mmの炭化物粒を微量含む。

第2層黒褐色土 lOYR3/2 シルト

径1~2mmのﾛｰﾑ粒を微量､径
1mm以下の炭化物粒を微量含む。

第3層にぷい黄褐色土lOYR4/3 シルト

径l~9mmのﾛｰﾑ粒を少量､径,0

-20mmのロームプロ･ノクを中量、

径1～3mmの炭化物粒を微量含む。
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黒褐色土l0YRz/2シルト

黒褐色土lOYR2/ヨシルト

暗褐色土IOYR3/4ｼﾙﾄ質粘土

黒褐色土I0YR2/2ｼﾙﾄ

暗褐色土lOYR3/ﾕシルト

径l~5mmのﾛｰﾑ粒を微量

径l～9mmのローム粒を微量

径1～9mmのローム粒を少量

径]~9mmのﾛ ﾑ粒を少量

径l～9mmのローム粒を少量

径30mmのﾛｰﾑブﾛｯｸを微量､径10mmの炭化物を微量､径I~2mmの炭化物粒を微量含む。
径10~30mmのﾛｰﾑブロックを微量､径l~5mmの炭化物粒を微量含む。
径l~9mmの炭化物粒を微量､径l～2mmの焼土粒を微量合も・・

径l~3mmの炭化物粒を少量含む｡

径10-50mmのﾛｰﾑブﾛﾂｸを中量､径l～10mmの炭化物を微量含む。

第6層 黒褐色土l0YR2/3ｼﾙﾄ 径l~5mmのﾛｰﾑ粒を微量､径10mmの炭化物を微量､径l～6mmの焼土粒を微量含む。
第7層 里褐色土lOYR2/2ｼﾙﾄ 径l~9mmのローム粒を多量含む。

第8唇 褐色土 IOYR4/4シルト 径10～30mmのロームブロツクを多量、径|～3mmの炭化物粒を微量含む。
第9層 黒褐色土lOYR2/2ｼﾙﾄ 径l~9mmのﾛ ﾑ粒を少量含む。

第10唇黒褐色土lOYR2/2ｼﾙﾄ 径1~9mmのﾛｰﾑ粒を少量､径10~30mmのﾛｰﾑﾌ‘ﾛｯｸを微量含む。
第1 1層暗褐色士lOYR3/3ｼﾙﾄ質粘土径l~9mmのﾛｰﾑ粒を少量､径10～40mmのﾛｰﾑプﾛﾂｸを微量､径I~5mmの炭化物粒を微量含む。
第1 2層黒褐色土lOYR2/3ｼﾙﾄ 径l~9mmのローム粒を微量､径10～15mmのロームブﾛｯｸを微量含む。
第1 3層暗褐色土IOYR3/4ｼﾙﾄ質粘土径'0~40mmのﾛｰﾑブロックを少量含む。

第14層暗褐色土10YR3/4シルト質粘土径|～9mmのローム粒を微量､径10mmのロームブロノクを微量含む。 0 2m
’
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隠川(2)外遺跡

底面は3は砂底で、 4は無調整である。第47図5～7．10は土師器の坏であり、いずれもロクロ成

形である。 6．10は体部下半にへう記号が刻まれている。底面は5．7．10が回転糸切痕であり、 6

が回転糸切り後、ケズリ ・ナデ調整が施されている。第47図8．9は須恵器の鉢であり、いずれも

ロクロ成形である。 8は頸部から体部上半にかけてへラ記号が刻まれている。底面はいずれも回転

糸切痕を留めている。第48図3～7は須恵器の坏でいずれもロクロ成形であり、火樺痕がみられる。

4～7には体部下半にへう記号が刻まれている。底面はいずれも回転糸切痕を留めている。第48図

1は須恵器の中甕で、頸部にへう記号が刻まれている。調整は頸部下半から体部上半、体部下半に
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第46図第11号住居跡出土遺物分布図
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第48図第11号住居跡出土土器（2）

格子夕タキ目、体部に平行夕タキ目が施され、内面には矢羽状の当て具痕が残されている。第48図

2は須恵器の壺であり、ロクロ成形後丁寧なケズリ調整が体部及び底面に施されている。第48図7

は土師器のミニチュアf器である。手づくね土器で、頸部外面及び内面に横ナデが施され、体部外

面にはナデが施されている。

第12号住居跡[12H](第49図）

検出状況グリッドGW21、 22に位置し、道路建設時に削平されたのか、砂利を除いたV居(地山面）

で確認され、南側約4分の1程度が検出された。

構造正確な規模、形態は不明であるが、南壁502cm、確認面からの深さ4.5～27cmを測り、方形であ

ると考えられる。推定床面積は26.0㎡で、主軸方位はN-150｡-Eである。深さ15.9～16.3cmの壁溝

が東壁北側部分と西壁全体に巡る。住居内外から小穴・柱穴は全部で12某確認され(SPO1～12)、
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l2HSPO4

第1層暗褐色土 10YR3側

第2層暗褐色土 10YR3/3

第3層褐色土 10YR4/4

第4層 にぶい黄 10YR4/3
褐色土

第5層褐色土 10YR4/4

第6層褐色土 10YR4/4

12HSP05．06

第1層黒褐色土 10YR3/2

第2層黒褐色土 10YR3/2

第3層 暗褐色土 10YR3/3

第4層 にぶい黄 l0YR4/3
褐色土

第①層暗褐色土 l0YR3/3

第②層褐色土 lOYR"4

第③層にぷい黄 l0YR5/4
褐色土

第④層黄褐色土 10YR5/8
12HPit2

第1層 暗褐色土 lOYR3/4

l2HPit3

第1層褐色土 10YR4/6

l2HSPO7

第1層黒褐色土 l0YR2/3

第2層暗褐色土 lOYR3/3

第3層 にぶい黄 lOYR4/3
褐色土

l2HSPO8

第1層暗褐色土 lOYR3/3

第2層暗褐色土 lOYR3/4

第3層暗褐色土 l0YR3/3

第4層暗褐色土 10YR3/4

第5層褐色土 IOYR4/4

第6層 暗褐色土 10YR3/4

l2HSPO9

第1層黒褐色土 l0YR2/l

第2層 黒褐色土 l0YR2/3

第3層 黒褐色土 10YR率

第4層黒褐色土 lOYR3/2

第5層黒褐色土 10YR3n

l2Hセクション

第1層 黒色土

第2層暗褐色土

第3層 黒色土

第4層 暗褐色土
第5層 黒褐色土

第6層 暗褐色土

第7層 暗褐色土

第8層 暗褐色土

第9層褐色土

第10層褐色土

径10mmのロームプロックを微量含む。

径1～9mmのローム粒を微量、径10～20mmのロームプロツクを
微量含む。

径1～9mmのローム粒を微量、径10～30mmのロームプロックを
少量含む。

径1～4mmのローム粒を微量、径10mm程のロームプロックを微
量含む。

径1～9mmのローム粒を微量含む。

径l～9mmのローム粒を微量、径10～30mmのロームプロツクを
微量、土器片2点含む。

径1～3mmのローム粒を微量、径2～3mmの炭化物粒を微量含
む。

径1～2mmのローム粒を微量、径10～25mmのロームブロツクを
少量、径9mm程の焼土粒を微量含む。

径2～3mmのローム粒を微量、径3mmの炭化物粒を微量含む。

含有物特になし。

径1～6mmのローム粒を微量含む。

径1～5mmのローム粒を微量、径10～20mmのロームブロツクを
微量含む。

径30～40mmのロームプロツクを中量含む。

含有物特になし。

径l～5mmのローム粒を微量、 、径2～3mmの炭化物粒を微量、
径2～4mmの焼土粒を微量含む。

径10～30mmのロームプロツクを中量、径1～4mmの炭化物粒を
微量含む。

径l～9mmのローム粒を微量含む。

径l～9mmのローム粒を微量、径10～30mmのロームブロツクを
微量、径2～3mmの炭化物粒を微量含む。

径1～9mmのローム粒を微量含む。

径1～2mmのローム粒を微量、径40mmのロームブロツクを微
量、径2～3mmの炭化物粒を微量含む。

径1～9mmのローム粒を少量、径2～3mmの炭化物粒を微量含
む。

径l～9mmのローム粒を少量、径10～30mmのロームブロツクを
微量、径2～4mmの炭化物粒を微量含む。
径1～9mmのローム粒を少量、径10～20mmのロームブロツクを
少量、径2～6mmの炭化物粒を微量含む。
径I～2mmのローム粒を少量、

径10～50mmのロームブロックを中量､径2～5mmの炭化物粒を
少量含む。

径1～9mmのローム粒を微量、径10～15mmのロームブロックを
微量、土器片を含む。

径20mmのロームプロックを微量含む。
径l～9mmのローム粒を微量、径10～20mmのロームプロツクを
少量含む。

径40mmのロームブロックを中量含む。
径l～9mmのローム粒を中量含む。

シルト質粘土

シルト質粘土

シルト

シルト

シルト

シルト

シルト 径1～10mmのロームブロックを極微量含む。
径1～9mmのローム粒を微量、径15～20mmのロームプロツクを

シルト
微量含む。

シルト 径1～9mmのローム粒を微量含む。
シルト 径1～2mmのローム粒を微量含む。
シルト 径1～3mmのローム粒を微量含む。

ｼﾙﾄ質粘土龍'WW陶鱒鴬量､径iO-l5mmのﾛｰﾑプﾛﾂｸを
ｼﾙﾄ質粘土溌麗のﾛｰﾑ粒を微量､径10-20mmのﾛｰﾑプﾛﾂｸを
シルト質粘土径1～2mmのローム粒を微量含む。

径10～20mmのロームプロツクを中量、径9mmの焼土粒を少量
シルト

含む。

径1～9mmのローム粒を少量、径10mmのロームプロックを微量
シルト

含む。

10YR2/l

10YR3偶

10YR1.7/1

10YR3偽

l0YR2/3

10YR3脚

I0YR3/3

10YR3/3

10YR4御

lOYR4純

シルト質粘土

シルト質粘土

シルト質粘土

シルト質粘土

シルト質粘土

シルト

シルト

シルト質粘土

シルト

l2HSDOl

第1層灰黄褐色土l0YR4/2

第2層 黒色土 l0YR3/2

第3層 暗褐色土 lOYR3/4

第4層 暗褐色土 lOYR3脚

第5層黒褐色土 l0YR2/2

第6層黒褐色士 lOYR2/2

12HSP01．02

第1層褐色土 10YR4/6

第2層黄褐色土 10YR5/6

第3層褐色土 lOYR4脚

第4層 黄褐色土 lOYR5/8

第5層褐色土 IOYR4/6

第6層褐色土 lOYR4舛

第①層暗褐色土 lOYR3/4

第②層黄褐色土 lOYR5/8
12HSPO3

第1層 暗褐色土 l0YR3/4

第2層暗褐色土 lOYR3/4

シルト 径1～9mmのローム粒を少量、径10mmのロームプロツクを微

量、径2～4mmの炭化物粒を微量含む。

シルト 径1～9mmのローム粒を少量、 、径1～5mmの炭化物粒を微量含
む。

シルト 径l～9mmのローム粒を少量、径30mm程のロームプロツクを微

量、径2～5mmの炭化物粒を微量含む。

シルト 径I～5mmのローム粒を中量、径2～4mmの炭化物粒を微量含

む。

シルト質粘土径1～9mmのローム粒を少量、径10～25mmのロームプロックを
中量、径2～4mmの炭化物粒を微量含む。

シルト 径1～2mmのローム粒を微量、径2～5mmの炭化物粒を微量含

む。

シルト 径1～9mmのローム粒を少量、径10～30mmのロームプロックを

少量、径1～5mmの炭化物粒を微量含む。

シルト 径10～30mmのロームプロツクを少量、径l～5mmの炭化物粒を

微量、第1層の土を少量含む。

シルト 径10～20mmのロームプロツクを少量、径3～5mmの炭化物粒を

微量含む。

シルト 径l～9mmの炭化物粒を微量含む。

シルト質粘土径1～3mmの炭化物粒を微量含む。

シルト質粘土径1～9mmのローム粒を微量、径1～3mmの炭化物粒を微量含
む。

シルト質粘土径10～50mmのロームプロツクを少量、径l～9mmの炭化物粒を

微量含む。

シルト質粘土径I～3mmの炭化物粒を微量含む。

シルト 径1～3mmのローム粒を微量、径3mmの炭化物粒を微量、径2～

5mmの焼土粒微量含む。

ｼルト 径l～9mmのローム粒を少量、径10～20mmのロームプロックを

微量、径l～3mmの炭化物粒を微量、径3～5mmの焼土粒を微量
含む。

シルト質粘土径l～9mmのローム粒を微量含む。

シルト質粘土径1～2mmのローム粒を微量含む。

シルト質粘土径l～5mmのローム粒を微量、径10～20mmのロームプロックを

少量含む。

シルト質粘土径3～5mmのローム粒を微量含む。

シルト

シルト

シルト質粘土

シルト

シルト

シルト質粘土

シルト

シルト

シルト

シルト

シルト

シルト

シルト質粘土

シルト

シルト

第3層褐色土 lOYR4/6

l2HPitl

第1層 黒褐色土 lOYR3/1

第2層暗褐色土 IOYR3/3

第3層 黒褐色土 lOYR3/2

第49図第12号住居跡
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隠川(2)外遺跡

内床面検出の柱穴が、SPO1,07,08であり、貼り床下で確認されたものがSPO2，03， 04， 05， 06，

であり、SPO5，06は切り合っている。よって当住居は最低でも2回の建て替えがあったと考えら

れる。なお住居外からSPO9が検出され、住居外付属施設のある可能性が考えられる。住居南東壁

から外に延びる外延溝(12HSDO1)が検出されている。

覆土堆積状況覆土は11層確認され、 6層にB-Tmが確認された。いずれの層にもローム粒が若干見

られるものの、自然堆積であると考えられる。

カマド(第50図） 住居南壁西側よりに位置し、焼成部に凝灰岩の切石、ソデの心材として、火成岩の

丸石、煙道部分の天井部分には白色粘土を使用している。いずれの部分も強い被熱を受けており、

日B 日

bl 60m

D
60．1m－

D′
凝灰岩ブロック

凝灰岩ブロック

A′A P ’
160m

心
訊
□
・
い
刑
嵐
蕊

1m0
’○

Cl ’’ I
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め

l 2Hカマド

第1層 褐色土

第2層 暗褐色土

第3層 黒褐色土

第4層 暗褐色土

第5層 褐色土

第6層 褐色土

第7層 褐色土

第8層 暗褐色土

第9層 赤褐色土

第10層 褐色土

第11層 褐色土

第12層 明赤褐色土

第13層 褐色土

第14層 褐色土

第15層 明赤褐色士

第16層 赤褐色土

第17層 赤褐色土

シルト質粘土

シルト質粘土

シルト

シルト質粘土

シルト質粘土

シルト質粘土

シルト質粘土

シルト質粘土

シルト質粘土

シルト質粘土

シルト

シルト

シルト質粘土

シルト質粘土

砂質シルト

砂質シルト

砂質シルト

径]～5mmのローム粒を微量、黒色土（10YR1.7/l） を微量含む。

径1~2mmの炭化物粒を微量含む。径10~20mmの焼土ﾛｯｸを少量含む｡

径I～2mmのローム粒を微量含む。

径I~3mmのﾛｰﾑ粒を少量、径10mm程のﾛｰﾑﾌ’ﾛｯｸを微量､径l~2mmの炭化物粒を微量含む｡

径2mmのローム粒を微量含む。

径I～5mmのローム粒を微量、径1～2mmの炭化物粒を微量含む。

径l~9mmのローム粒を微量、径10~25mmのﾛｰﾑブﾛﾂｸを微量､径l~5mmの炭化物粒を微量含む｡

径1~2mmの炭化物粒を微量､径1~9mmの焼土粒を少量含む。

径2mm程の炭化物粒を微量含む。

径1～8mmのローム粒を少量、径1~9mmの焼土粒を微量含む｡

径1～9mmのﾛｰﾑ粒を微量、径10mmのﾛｰﾑブﾛﾂｸを微量､径3mm程の焼土粒を微量含む｡

径1～6mmのローム粒を微量、径】～5mmの炭化物粒を微量含む。

径1~5mmのローム粒を微量、径10mm程のロームブﾛｯｸを微量､径l～4mmの炭化物粒を微量含む｡

径l～9mm焼土粒を少量含む。

含有物特になし。 火床面

含有物特になし。 火床面

含有物特になし。 火床面
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第50図第12号住居跡カマド
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第5章検出遺構と出土遺物

素材の粘土、切り石とも酸化焼成により、赤変している。煙道部が検出されており、主軸方位はN

-147o-Eであり、火床面から、残存する煙道部の水平距離192cm、最深部で18.5cmを測る。形態は浅

く掘り窪めた後、天井部に粘士を張り、煙出の穴を2カ所設けている。覆士は14層確認され、いず

れの層にもローム粒、炭化物、ソデの崩落士等が混入しており、住居廃絶前後にカマド天井部が崩

落して一気に堆積した様子が窺える。火床面も非常に発達しており、 4層確認され、深さ9cmを測

る。

12HSDO1 住居内東壁付近から南東壁隅を貫入して南東方向へと延びる溝である。検出面での幅30

~62.5cm、深さ27～35cmを測る。覆土は6層確認され、いずれもローム粒、炭化物粒を若干含むも
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第51図第12号住居跡出土遺物分布図
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隠川(2)外遺跡
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第5章検出遺構と出土遺物
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隠川(2)外遺跡

のの、自然堆積であると考えられる。また12Hとの明確な重複関係がみられなかったため、 12Hに

付属する排水用の溝跡である可能性が高いと考えられる。

遺物の出土状況(第51図）検出面全域にわたり高密度で遺物が分布している。特にカマド周辺の遺物

密度は高く、住居廃絶時にカマドを中心にして遺棄された状況が考えられる。接合個体は全部で24

個体であり、非常に遺物のまとまりが高い事が窺える。接合間距離は、最短で1.3cm、最長で240cm

を測る。

遺物の概要個体復元可能な遺物は第52．53図で示すように全部で24個体である。第52図は＋師器の

長胴甕であり、いずれも輪積み技法での成形の後ロクロナデが施されている。外面調整は2．5．7

がロクロナデのみ、その他はケズリ調整が施されている。内面調整は4がロクロナデのみで、他は

すべてナデ調整が施されている。 3の底面はケズリ調整である。第53図1～7は土師器の小型甕で

あり、 3．5はロクロを使用せず、外面ケズリ調整、内面はナデ調整が施されている。その他はロ

クロ成形が施されている。 2はロクロナデ後、頸部に横ナデが施され、 4はケズリ調整が施されて

いる。底面は1がナデ調整、 2．4はケズリ調整が施され、 3は砂底である。第53図8～10は士師

器の坏であり、いずれもロクロ成形である。底面は8が静止糸切り痕、 9は回転糸切痕である｡ 10

は内面黒色処理の施された土器であるが、内面に明瞭なミガキ調整は確認できなかった。第53図11

は還元軟質の須恵器の鉢であり、頸部から体部上半にかけてへラ記号が刻まれている。調整はロク

ロナデのみである。底面は回転糸切り離し後、ケズリ調整が施されている。第53図12～14は須恵器

の坏であり、いずれもロクロ成形である。 12には火裡痕がみられ、 12．13には体部下半にへう記号

が刻まれている。底面は12．14が回転糸切り痕を留め、 13は回転糸切り離し後、ケズリ調整が施さ

れている。なお13は11と同様の色調及び、底面の調整をしているため、同一窯で作製された可能性

が考えられる。第53図15．16は須恵器の壼であり、 15は長頸壺である。頸部～肩部外面及び内面は

ロクロナデのみであり、体部外面は丁寧なケズリ調整により整形されている。底面は幅の狭いへラ

状の工具によりケズリ調整が施され高台状につくりあげられた菊花文を呈し、高台部は横ナデが施

されている。頸部と体部は個別に作製されており、接合部は内面から指ナデ調整が施されている。

また肩部にへう記号が刻まれている｡ 16はロクロナデのみであり、底面も無調整である。

第13号住居跡[13H](第54図）

検出状況グリッドEY･EZ18、 19に位置し、Ⅲ層で確認された。南西部角のみが検出し、他は調査

区外にかかっている。

構造検出面がわずかのために全体の規模及び形態は不明であるが、コーナーの形状から方形である

と考えられる。主軸方位はN-172o-Eである。同一地点で方角を変えて最低でも3回の建て替えが

確認されたので、それぞれ13， 14， 15Hとした。

覆土堆積状況貼床面のみの確認のため、覆十は検出されなかった。

重複14Hより角度を約5度東方向にずらして、 14Hの貼り床面にさらに床面を構築して建てられて

おり、 14Hより新しいことが確認された。

カマド(第55図) 14Hのカマドの片ソデを利用し、新たに白色粘土を使用したソデを造り、 14Hより
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第5章検出遺構と出土遺物

⑰)1 HtlB rlu B'

C SPO1 0,
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…

2m0

13． 14． 15Hセクション

第1層暗褐色土10YR3/4シルト 径1mm以下のローム粒を少量、径1～2mmの炭化物粒
を微量、径1～2mmの焼土粒を微量含む。

第2層黒褐色土l0YR2/3シルト 径1～2mmのローム粒を少量、径1～2mmの炭化物粒を
少量、径I～2mmの焼土粒を微量含む。

第3層褐色土 7.5YR4/6砂質シルト径1～2mmのローム粒を少量、径l～9mmの焼土粒を少
量、径10mmの焼土ブロックを多量含む。 火床面

第4層黒褐色土lOYR2/3シルト 径1～2mmのローム粒を多量、径10～20mmのローム
ブロックを少量、径1mm以下の炭化物粒を微量、径
10～20mmの粘土ブロックを中量含む。

第5層黒褐色土lOYR2/2シルト 径1～5mmのローム粒を多量、径10～40mmのロームブ
ロックを多量、径I～3mmの炭化物粒を中量、径1～
3mmの焼土粒を中量含む。 14H貼床

第6層暗褐色土lOYR3/4シルト 径l～3mmのローム粒を中量、径1～2mmの炭化物粒を
少量、径l～3mmの焼土粒を中量、径l～3mmの粘土ブ
ロックを中量、径40mmの凝灰岩を1個含む。 15H第1層

第7層黒褐色土l0YR3/2シルト 径l～2mmのローム粒を少量、径l～2mmの炭化物粒を
微量、径1～3,mの焼土粒を微量含む。 l5H第2層

第8層黒褐色土l0YR2/3シルト 径1～2mmのローム粒を中量、径1～3面皿の炭化物粒を
を少量含む。 15H第3層

第9層黒褐色土l0YR2/2シルト 含有物特になし。

第10層黒色土 l0YR2/2シルト 径1～9mmのローム粒を多量、径10mmのロームプロッ
クを中量、径1町皿以下の炭化物粒を多量、径l～2mm
の焼土粒を微量含む。 16H第1層

第11層黒褐色土lOYR2/l シルト 径1～5mmのローム粒を多量、径10mmのロームプロッ
クを多量、径1mm以下の炭化物粒を中量含む。 l6H第2層

第12層黒褐色土lOYR2/3シルト 径l～9mmのローム粒を多量、径10～20mmのローム16H第3層
ブロックを多量、径1～2mmの炭化物粒を中量含む。 及び床面

l5Hpi t l

第1層暗褐色土lOYR3/3シルト

径1～2mmのローム粒を中量、径10mmのロームプロックを微
量、径1mm以下の炭化物粒を中量、径1mm以下の焼土粒を少
量、径10mmの粘土ブロックを微量含む。

第2層黒褐色土l0YR2/3シルト

径1～3mmのローム粒を多量、径1～2mmのロームプロックを
少量、径l～2mm炭化物粒を少量、径l～2mmの焼土粒を微量
含む。

l5HSPO1

第1層黒褐色土l0YR2/2シルト

径5～9mmのローム粒を多量含む。 14Hの貼床土に酷似。

第54図第13． 14． 15号住居跡
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3mmの粘土粒を少量含む。
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第55図第13号住居跡カマド
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隠川(2)外遺跡

も東側にカマドを移築している。埋土は3層確認され、下層では炭化物粒、焼土粒の混入が目立つ。

ソデは強い被熱を受けて表面は赤褐色に変化している。火床面も発達しており、セクションでの観

察では厚さ4cmを測り、使用頻度の高さが窺える。

第14号住居跡[14H](第54図）

検出状況グリッドEY･EZ18、 19に位置し、南西部角のみが検出している。Ⅲ層中で検出された。

構造検出面がわずかのために全体の規模及び形態は不明であるが、コーナの形状から方形であると

考えられる。カマドのソデの残存部が検出しており、主軸方位はN-167o-Eである。壁溝及び柱穴

は検出されなかった。

覆土堆積状況覆土は13Hの貼床下に2層確認され、炭化物粒、焼土粒、ロームブロックが多く混入

していることから、 13Hを構築するさい埋め戻された人為堆積土であると考えられる。

重複15Hより角度を約9度東方向にずらして、 15Hの貼り床に床面を構築して建てられており、 15

Hより新しく、 13Hより古いことが確認された。

カマド 13Hを構築する際に、破壊されたソデの残存部と考えられる被熱を受けた粘土の集中する場

所が検出されたため、そこをカマドのあった場所と推定した。検出されたのは片ソデのみで、おそ

らくもう一方のソデは13Hのカマドの片ソデとして転用されたものと考えられる。

第15号住居跡[15H](第54図）

検出状況グリッドEY・EZ18、 19に位置し、南西部角のみが検出している。Ⅲ居中で検出された。
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第56図第13． 14． 15号住居跡出土遺物分布図
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第5章検出遺構と出土遺物

構造検出面がわずかのために全体の規模及び形態は不明であるが、コーナーの形状から方形である

と考えられる。主軸方位は13．14Hと同様の位置にカマドが設置されていたとすると、N-158｡-E

である。南西部角に柱穴SPO1．02が検出されており、それぞれ直径30･34cm、深さ29.5.12cmを

測る。

覆土堆積状況覆土は2層確認され、ロームが多量に混入することから14Hを構築する際の埋め戻し

土であると考えられる。

遺物の出土状況(第56図） カマド周辺に遺物の集中が認められる。接合個体は8個体であり、接合間

の距離は最短で2.9cm、最長で49.3cmであり、遺物の原位置を保持しているものと考えられる。

遺物の概要復元可能な個体は第57図に示すように全部で10個体である。 1～5．8は土師器の長胴

甕であり、いずれの土師器もロクロ成形後、体部外面にケズリ調整が施されている。内面調整は1

～3．5．8がナデ調整が施され、 4はロクロナデのみである。底面は5がナデ調整、 8は砂底であ

る。 6．7は土師器の小型甕であり、いずれもロクロナデのみの調整であり、 7は底部が高台状に

作り出している。 7の底面は回転糸切り離し後ケズリ調整が施されている。 9は土師器のⅢであり、

内外面ともロクロ成形である。底面は回転糸切痕を留めている｡ 10は須恵器の壺であり、外面は丁

寧なケズリ調整、内面及び底面はナデ調整が施されている。
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第5章検出遺構と出土遺物

2 土壌

第1号土壌[SKO1](第58図）

検出状況グリッドAC、ADO2に位置し、遺構の上面は耕作により削平を受けており、Ⅳ層上面で

確認された。

構造確認面において長径141cm、短径124cmの不整楕円形を呈し、深さは18～30cmを測る。堆積土中

にB-Tmを混入する層が検出された。床面直上、下層の堆積土中より、多量の炭化物が、また床面

から焼土が検出された。

覆土堆積状況上層は自然堆積士であるが、下層、特に床面直上の層は炭化物を非常に多く混入した

層であり、士擴の機能していた時期、あるいは廃絶直後の人為的堆積であると考えられる。

遺物の出土状況多量の炭化物が出土したが、土器の類は全く出土しなかった。

遺構の性格多量の炭化物、床や壁面に残る被熱の痕跡から、何らかのものを焼成するために使用さ

れた土擴であると考えられる。ただし士曠床面及び壁面の焼成度は弱いため、使用頻度が低いもの

と考えられる。

第2号土擴[SKO2](第59図）

検出状況グリッドAVO9に位置し、遺構の上面は耕作により削平を受けており、僅かに残るⅣ層上

面で確認された。

構造確認面において長径193cm、短径162cmの不整の隅丸長方形を呈し、深さは16～22cmを測る。堆

積土中にB-Tmを混入する居が検出された。床面直上、下層の堆積土中より、多量の炭化物が、ま

た床面から焼土が検出された。

覆土堆積状況上層は自然堆積土であるが、下層、特に床面直上の層は炭化物を非常に多く混入した

層であり、土壌の機能していた時期、あるいは廃絶直後の人為的堆積であると考えられる。

遺物の出土状況多量の炭化物、炭化材が出土したが、土器の類は全く出土しなかった。

遺構の性格多量の炭化物、床や壁面に残る被熱の痕跡から、何らかのものを焼成するために使用さ

れた土擴であると考えられる。ただし土擴床面及び壁面の焼成度は弱いため、使用頻度が低いもの

と考えられる。

第3号土壌[SKO3](第60図）

検出状況グリッドBK・BLO9、 10に位置し、Ⅳ層上面で確認された。

構造農道に一部削平されており、正確な規模・形態は不明であるが、確認面において直径466cm、

深さ35～59cmを測り、不整円形を呈すると考えられる。

重複層の堆積状況を観察したところ、 1号溝跡(SDO1)をきる形で形成されており、新旧関係はSD

01、SKO3の順に新しいことが判明した。

覆土堆積状況上層にB-Tmを挟み、上部・下部の層も黒色、暗褐色の層が互層をなす自然堆積層で

ある。
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隠川(2)外遺跡

遺物の出土状況土師器のⅢ、須恵器の体部破片、縄文土器が出土している。いずれも堆積土中より

出土しており、本土曠に伴うものではなく、周囲からの流れ込みにより検出されたものと考えられる。

第4号土塘[SKO4](第61図）

検出状況グリッドDDO2、 03に位置し、Ⅳ層上面で確認された。

構造重複関係があるため正確な規模・形態は不明であるが、確認面において短径138cm、深さは11

~27cmを測り、不整楕円形を呈するものと考えられる。

重複SKO5、SDO2と重複関係があり、層の堆積状況の観察からSKO5よりも新しく、SDO2よりも古

く構築されている。

覆土堆積状況ロームブロック、粘土ブロックを多量に含む層により、構成されていることから、人

為的堆積であると考えられる。

遺物の出土状況多量の土師器、少量の須恵器が土壌の床面及び堆積土中より出土している。

第5号土墳[SKO5](第61図）

検出状況グリッドDDO3に位置し、Ⅳ層上面で確認された。

構造重複関係があるため正確な規模は不明であるが、確認面において長径259cm、深さは25～47cm

を測り、不整楕円形を呈するものと考えられる。

重複SKO4、SDO2と重複関係があり、層の堆積状況の観察から一番古いものである。

覆土堆積状況SKO4と同様の堆積状況であり、人為的堆積である。

遺物の出土状況多量の土師器、少量の須恵器が土壌の床面及び堆積土中より出土している。

遺構の性格SKO4、SKO5ともに土壌使用時の性格は不明であるが、土壌の機能停止後に遺物の廃棄

場所として利用されたと考えられる。

第6号土墳[SKO6](第62図）

検出状況グリッドDC，DDO4に位置し、Ⅳ層上面で確認された。

構造確認面において長径191cm、短径163cm、深さは14～23cmを測り、不整楕円形を呈する。

覆土堆積状況覆土は2眉確認され、堆積土中の含有物(ローム粒、焼土、炭化物等)より、人為的堆

積であると考えられる。

遺物の出土状況少量の土師器片、須恵器片が出土したにすぎない。

第7号土壌[SKO7](第63図）

検出状況グリッドDAO4に位置し、Ⅳ層上面で確認された。

構造確認面において長径196cm、短径160cm、深さは23～35cmを測り、不整楕円形を呈する。

重複 1HSDO2と重複関係があり、確認面及び堆積土居の観察より、 1HSDO2よりも古い遺構であ

ることが確認された。

覆土堆積状況覆土は4層確認され、自然堆積であると考えられる。
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遺物の出土状況少量の土師器片が出土したにすぎない。

第8号土墳[SKO8](第64図）

検出状況グリッドDLO5に位置し、Ⅳ層上面で確認された。

構造重複関係があるため正確な規模、形態は不明であるが、確認面において長径178cm、深さは6

~26cmを測り、形態は不整円形を呈するものと考えられる。SKO8～11までの一連の土壌群の中で

は一番古いものである。

重複PitO1、SK12と重複関係があり、両者よりも古いことが堆積状況の観察により、確認された。

覆土堆積状況覆土は3層確認され、下層は土擴の壁面から崩落したと考えられるロームブロックを

混じるが、自然堆積であると考えられる。

遺物の出土状況須恵器の坏が2個体分出土している。

第9号土壊[SKO9](第64図）

検出状況グリッドDLO4．05に位置し、Ⅳ層上面で確認された。

構造確認面において長径125cm、短径110cm深さは11～20cmを測り、不整円形を呈する。SKO8～SK

12までの一連の土壌群の中では一番新しい土擴である。

重複SK10と重複関係があり、堆積状況の観察からSK10よりも新しいことが判明した。

覆土堆積状況覆土は4層確認され、最下層は粘土、ロームの混入が著しく、人為的堆積であると考

えられるが、それより上層は自然堆積であると考えられる。

遺物の出土状況土師器の甕、坏が各々1個体分出土している。

第10号土擴[SK10](第64図）

検出状況グリッドDLO4．05に位置し、Ⅳ層上面で確認された。

構造確認面において長径166cm、短径144cm、深さは33～36cmを測り、不整円形を呈する。

重複SKO9、SK11と重複関係があり、堆積状況の観察からSKO9よりも古く、SK11よりも新しいこ

とが判明した。

覆土堆積状況覆土は3層確認され、上層を除き灰黄褐色土の混入が目立つことから、人為的堆積で

あると考えられる。

遺物の出土状況須恵器の甕2個体分が出土している。

第11号土擴[SK11](第64図）

検出状況グリッドDLO4･05に位置し、Ⅳ層上面で確認された。

構造確認面において長径258cm、短径213cm、深さは32～46cmを測り、不整楕円形を呈する。

重複SKO8、SK10と重複関係があり、確認面及び堆積状況の観察からSKO8よりも新しく、SK10よ

りも古いことが判明した。

覆土堆積状況覆土は3層確認され、自然堆積であると考えられる。
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第12号土壌[SK12](第64図）

検出状況グリッドDLO5に位置し、Ⅳ層上面で確認された。

構造重複関係があるため正確な規模・形態は不明であるが、確認面において短径112m、深さは15

~29cmを測り、不整円形を呈するものと考えられる。

重複SK13、SK14と重複関係があり、確認面及び堆積状況の観察からSK13より新しく、SK14より

古いことが判明した。

覆土堆積状況覆土は2層確認され、自然堆積、人為的堆積のいずれであるか判断できなかった。

遺物の出土状況土師器の甕が6個体分、土師器の坏が2個体分出土した。

第13号土墳[SK13](第64図）

検出状況グリッドDLO5に位置し、Ⅳ層上面で確認された。

構造重複関係のため規模、形態共に不明である。深さは確認面において5～7cmを測る比較的浅い

土壌である。

重複SK12と重複関係があり、確認面及び堆積状況の観察からSK12より古いことが判明した。

覆土堆積状況覆土は1層確認され、混入物の少なさから自然堆積層であると考えられる。

第14号土壌[SK14](第64図）

検出状況グリッドDLO5に位置し、Ⅳ層上面で確認された。

構造重複関係のため正確な規模・形態は不明であるが、確認面において長径247cm、深さは35～48

cmを測り、不整楕円形を呈するものと考えられる。

重複SK12、SDO3と重複関係があり、確認面及び堆積状況の観察からSK12より新しく、SDO3より

古いことが判明した。

覆土堆積状況覆土は5層確認され、ロームブロック及び粘土ブロックが多量に混入した堆積士であ

り、人為的堆積士であると考えられる。

第15号土墳[SK15](第65図）

検出状況グリッドEI13に位置し、V層上面で確認された。

構造確認面において長径115cm、短径108cm、深さ26～31cmを測り、円形を呈する。

覆土堆積状況覆土は5層確認され、各層ともに量のばらつきは示すものの、ローム粒、ロームブロッ

クが混じり、人為的堆積である可能性が高いと考えられる。

第16号土壌[SK16](第66図）

検出状況グリッドE○・EP16に位置し、V層上面で確認された。

構造確認面において長径109cm、短径98cm、深さ21～32cmを測り、不整円形を呈する。

覆土堆積状況下層は黒色腐植士層の自然堆積層であるが、上層は多量のロームブロックの混入する

人為的堆積層である。
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第17号土塘[SK17](第67図）

検出状況グリッドE○・EP16に位置し、V層上面で確認された。

構造確認面において長径178cm、短径132cm、深さは9～17mを測り、不整楕円形を呈する。非常に

浅い土壌である。

覆土堆積状況覆土は5層確認され、下層は自然堆積層であるが、上層は人為的堆積層(カクランか？）

である。

遺物の出土状況多量の土師器、須恵器が出土した。

第18号土壌[SK18](第68図）

検出状況グリッドEO16に位置し、V層上面で確認された。士墳の約3分の1が調査区外に位置する。

構造正確な規模は不明であるが、確認面において直径147cm、深さ21～36cmを測り、不整円形を呈

すると考えられる。

覆土堆積状況覆士は7層確認され、黒色土を基層としたプライマリーな自然堆積である。

第19号土墳[SK19](第69図）

検出状況グリッドEN13、 14に位置し、V層上面で確認された。土壌の4分の1程度がカクランを

受けている。

構造正確な規模・形態は不明であるが、確認面において長径141m、深さは26～46cmを測り、不整

円形を呈すると考えられる。

重複調査区内において重複関係は認められない。

覆土堆積状況覆土は6層確認され、黒色土を基層としながら、下層と中層においてロームブロック

が多量に含まれる層が互層をなしている。自然堆積か人為的堆積かの判断は不明である。

遺物の出土状況土師器甕が2点、須恵器の坏が1点出土している。

第20号土壌[SK20](第70図）

検出状況グリッドEY19に位置し、Ⅳ層上面で確認された。

構造確認面において長径147cm、短径131cm、深さは27～35cmを測る。形態は不整円形を呈し、南東

隅底面から壁際にかけて、粘土ブロック、焼土ブロックが上から崩落した状態で検出された。

重複SK21と重複関係があり、確認面及び堆積状況の観察からSK21よりも古いことが確認された。

覆土堆積状況覆土は2層確認され、SK21により、南東部分のみ残存しているが、自然堆積と考え

られる。その堆積途中で上方から粘土ブロック及び焼土ブロックが投げ込まれるか、崩落したかは

不明であるが、混入したものと考えられる。

遺物の出土状況底面及び堆積土中から多量の土師器・須恵器が出土した。

第21号土墳[SK21](第70図）

検出状況グリッドEY19に位置し、Ⅳ層上面で確認された。
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構造確認面において長径225cm、短径161cm、深さは16～42cmを測り、形態は長楕円形を呈する。

重複SK20、SK22と重複関係があり、確認面及び堆積状況の観察からSK20、SK22よりも新しいこ

とが確認された。

覆土堆積状況下層はローム粒の混入が目立つが、その他の層は自然堆積層と考えられる。

遺物の出土状況底面及び堆積土中から多量の土師器片(甕が多い)が出土した。

第22号土塘[SK22](第70図）

検出状況グリッドEY19に位置し、Ⅳ層上面で検出された。

構造一部が農道内であるため正確な規模は不明であるが、確認面において長径178cm、深さ34～43

cmを測り、長楕円形を呈すると考えられる。

重複SK21と重複関係があるが、確認面及び堆積状況の観察からSK21より古いことが確認された。

覆土堆積状況SK21と同様に下層はローム粒の混入が目立つが、その他の層は自然堆積層と考えら

れる。

遺物の出土状況底面及び堆積土中から多量の土師器片(甕が多い)が出土した。

第23号土擴[SK23](第71図）

検出状況グリッドFG22に位置し、Ⅳ層上面、 3分の1が調査区外に掛かっている状態で検出された。

構造正確な規模・形態は不明であるが、確認面において長径135cm、深さ10～21cmを測る不整楕円

形であると考えられる。

重複SK24と重複関係があり、確認面及び堆積状況の観察からSK24より古いことが確認された。

覆土堆積状況覆土は6層確認され、各層ともわずかにローム粒、炭化物の混入が認められるが、自

然堆積であると考えられる。

第24号土墳[SK24](第71図）

検出状況グリッドFG22に位置し、Ⅳ層上面、 3分の1が調査区外に掛かっている状態で検出された。

構造 3分の1程度が調査区外に掛かっているために正確な規模・形態は不明であるが、確認面にお

いて直径164cm、深さ11～34cmを測り、不整円形を呈すると考えられる。

重複SK23と重複関係があり、確認面及び堆積状況の観察からSK23より新しいことが確認された。

覆土堆積状況覆土は6層確認され、上層においては自然堆積層であると考えられるが、下層におい

ては、ローム粒、ロームブロックが多量に混入することから廃絶時の壁面崩落士である可能性が高

いと考えられる。

第25号土壌[SK25](第72図）

検出状況グリッドGG25に位置し、Ⅳ層上面で確認された。

構造北側部分が調査区外であるため正確な規模・形態は不明であるが、確認面において直径165cm、

深さ27.3～43.4cmを測り、円形を呈すると考えられる。

78



第5章検出遺構と出土遺物

覆土堆積状況覆土は4層確認され、 4層はロームの混入が甚大のため、壁面の崩落士であると考え

られる。その他の層は混入物、爽雑物の少なさより、自然堆積であると考えられる。

第26号土壌[SK26](第73図）

検出状況グリッドGQ･GR22、 23に位置し、 7Hの西側に位置する。Ⅳ層上面で確認された。

構造確認面において長軸219.5cm、短軸156.0cm、深さ8.9～42.7cmを測る不整の隅丸長方形である。

北東隅に被熱を受けたと考えられる焼土面が検出している。遺物の接合状況を考えると7H床面直

上の遺物とSK26床面直上の遺物が接合しているので、 7Hと同時期に存在していた可能性が高い

と考えられる。

覆土堆積状況覆土は8層確認され、シルト質である。上層は自然堆積であると考えられるが、下層

ではローム粒、炭化物、焼土粒等の來雑物を含み、人為的堆積士であると考えられる。

遺構の性格炭化物、焼土面の検出により何らかの焼成遺構である可能性が高いと考えられる。

第27号土壌[SK27](第74図）

検出状況グリッドFL24に位置し、Ⅳ層上面より確認された。

構造確認面において長軸95cm、短軸70cm、深さ22.5～47.5cmを測り、不整楕円形を呈する。

重複SK28と重複関係があり、確認面及び堆積層からSK28よりも新しいことが確認された。

覆土堆積状況覆土は3層確認され、シルトないしは砂質シルトである。極微量のローム粒及び炭化

物を含むものの自然堆積であると考えられる。

第28号土壌[SK28](第74図）

検出状況グリッドFL24に位置し、Ⅳ層上面より確認された。

構造確認面において直径38.5cm、深さ22.5～53cmを測り、円形を呈する。

重複SK27と重複関係があり、確認面及び堆積層からSK27よりも古いことが確認された。

覆土堆積状況覆土は4層確認された｡SK27と同様にシルトないしは砂質シルトで、來雑物を若干

含むものの自然堆積であると考えられる。

第29号土壌[SK29](第75図）

検出状況グリッドFF19、 20に位置し、Ⅳ層上面で検出された。

構造確認面において直径73m、深さ3.5～27.2cmを測り、ほぼ円形を呈する。

覆土堆積状況覆土は5層確認され、第5層が壁面の崩落士の他は自然堆積士であると考えられる。

第30号土壌[SK30](第76図）

検出状況グリッドCW･CXO6に位置し、Ⅳ層上面で確認された。

構造確認面において長軸138.5cm、短軸122.0cm、深さ3.5～27.2cmを測り、不整な隅丸方形を呈する。

床面が被熱を受けているため、何らかの焼成遺構であると考えられる。
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覆土堆積状況覆土は6層確認され、 3層にB-Tmがブロック状に混入している。自然堆積であると

考えられる。

第31号土擴[SK31](第77図）

検出状況グリッドDC・DDO5に位置し、Ⅳ層上面で確認された。

構造確認面において長軸96cm、短軸78cm、深さ7～12cmを測り、隅丸長方形を呈する。

覆土堆積状況覆土は2層確認され、 2層は炭化物の堆積層となっており、何らかの焼成遺構である

可能性が高いと考えられる。

第32号土壊[SK32](第78図）

検出状況グリッドDEO5に位置し、Ⅳ層上面で確認された。

構造確認面において長軸67.0cm、短軸47.0cm、深さ29.5～38.5cmを測り、不整な楕円形を呈する。

覆土堆積状況覆土は3層確認され、爽雑物が少ないことから自然堆積であると考えられる。

第33号土壌[SK33](第79図）

検出状況グリッドBOO9に位置し、Ⅳ層中で確認された。

構造北側部分は調査区外に掛かっているため正確な規模・形態は不明であるが、確認面において長

軸170.0cm、深さ14.1～30.7cmを測り、楕円形を呈するものと考えられる。

覆土堆積状況検出面での覆土は4層確認された。いずれの土質もシルト質であり、 2層にB-Tmを

多量に含んでいる。いずれの層もその他の爽雑物がみられないため自然堆積であると考えられる。

第34号土塘[SK34](第80図）

検出状況グリッドBI10, 11に位置し、僅かに残存するⅣ層で確認された。

構造確認面において長軸158.0cm、短軸87.0cm、深さ22.3～31.3cmを測り、楕円形を呈する。

覆土堆積状況覆土は6層確認された。シルト質の土質であり、爽雑物の少ない自然堆積であると考

えられる。

第35号土壌[SK35](第81図）

検出状況グリッドDH・DIO4に位置し、Ⅳ層上面で確認された。

構造およそ3分の2が調査区外にかかるため、正確な規模・形態は不明であるが、確認面では半径

150cm、深さ24.0～67.9cmを測り、円形を呈するものと考えられる。

覆土堆積状況覆土は3層確認された。土質はいずれもシルト質であり、爽雑物が多量に含まれるこ

とから人為的堆積であると考えられる。
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SKOl

第1層黒色土 l0YR2/1

第2層黒色土 10YR1.7/l

第3層褐色土 10YR4/4

第4層黒褐色土l0YR2/3

第5層黒色士 lOYR2/1

炭化物を微量含む｡火山灰を含む。

炭化物を少量､火山灰を少量含む。

火山灰層｡黒色土（lOYR2/l）を多
量､炭化物を少量含む。

炭化物を中量､ローム粒を微量､火山

灰を少量含む。

炭化物を多量､ローム粒を少量含む。

SKO2

第1層黒色土 lOYR1､7/1炭化物を極僅かに含む。

第2層黒褐色士lOYR2/2 炭化物を極僅かに含む｡火山灰を多量に含む。

第3層黒色土 lOYR1,7/l炭化物を多量に含む｡火山灰（IOYR2/2)を少量含む。
第4層黒褐色土10YR2/2 炭化物を少量含む。

第5層黒色土 lOYR1.7/l炭化物を多量に含む｡黒褐色土(lOYR2/2)を極僅かに含む。
径1mm程度のローム粒を極微量に含む。

第6層暗褐色土lOYR3/3 径l～10mm程度のロームを中量含む。
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SKO4

第1層黒褐色土lOYR3/l

第2層黒褐色土l0YR3/2
第3層黒褐色土lOYR2/3

第4層黒褐色土lOYR2/2
第5層黒褐色土lOYR2/3

第6層にぶい lOYR5/4
黄褐色土

径l～8mm程のロームを少量含む｡炭化物､焼土を極微量含む。
径20～30mm程のロームを中量､焼土を極微量含む。
径1mm以下のローム､径2～3mmの焼土を微量含む。
径1mm以下のロームを極微量含む。

径1mm以下のロームを少量含む｡炭化物､焼土を極微量含む。
径20～30mmの焼土を少量､炭化物を微量､灰黄褐色土
（lOYR4/2）を少量含む。

SKO3

第1層黒色土 lOYR1.7/Iローム粒を極微量含む。

第2層黒色土 10YR1.7/lローム粒を極微量､火山灰を極微量含む。
第3層黒色土 lOYR1,7/I火山灰を極微量含む。

第4層黒色土 lOYR2/l ローム粒を微量､火山灰を極微量含む。

第5層黒色土 lOYR1.7/lローム粒を微量､火山灰を微量含む。
第6層黒色土 lOYR1.7/l火山灰を少量含む。

第7層黒色士 lOYR1､7/l火山灰を中量含む。

第8層黒褐色土IOYR2/2 ローム粒を微量､火山灰を中量含む。
第9層黒色土 lOYR2/l 火山灰を多量に含む。

第10層褐色土 IOYR4/4 火山灰層｡暗褐色土（lOYR3/3）を含む。

第11層黒褐色土lOYR3/2 ローム粒を少量､火山灰を微量含む。
第12層褐色土 lOYR4/4 火山灰を中量､炭化物を微量含む。
第13層暗褐色土lOYR3/3 ローム粒を微量に含む。

第14層暗褐色土lOYR3/4 火山灰を多量､ローム粒を中量含む。

第15層黒褐色土lOYR2/3 ローム粒を少量､炭化物を微量含む。

第16層黒褐色土IOYR2/3 ローム粒を多量､炭化物を微量､火山灰を少量含む。

SKO5

第1層黒色土 l0YR1.7/l径10mm以下のロームを少量含む。

第2層暗褐色土 lOYR3/4焼土を多量､炭化物を微量含む。

第3層黒褐色土 l0YR3/1 焼土を中量､炭化物を微量含む。

第4層明黄褐色土l0YR6/8 暗褐色土（10YR3/4）を少量､明黄褐色土（lOYR6/6） を少量
含む｡焼土を極微量含む。

第5層黒褐色土 l0YR3/2 径50mmの焼土を1点含む｡径3mm程度のロームを少量､径
20mm程のロームを多量に含む。

第6層黄褐色土 lOYR5/8 黒色土（lOYR2/l）を少量含む。
第7層明黄褐色土l0YR7妬粘土層｡炭化物を微量含む。

第8層黒褐色土 l0YR2/3 焼土､炭化物を極微量含む。

第9層褐色土 7.5YR4/6焼土層｡炭化物を少量含む。

第10層黒褐色土 l0YR2/2 径1mm以下のロームを微量､炭化物を極微量含む。

0 4m
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第1層

第2層

第3層

第4層

黒褐色土10YR3/2径1mm以下のﾛｰﾑを少量､径2～10mmの炭化物を微量含む｡

暗褐色士lOYR3/3径2mm程のﾛｰﾑを少量､径1mm程の炭化物を極微量含む｡

暗褐色土10YR3/3径l～3mmのロームを多量に含む。

暗褐色土10YR3/4灰黄褐色土（lOYR4/2）を少量､径20mm程のロームを少量､径

1mm程のロームを中量､径2mm程の炭化物を微量含む。

0 2m

SKO6

第1層暗褐色土lOYR3/3径5mm程のﾛｰﾑ､径10mm程の炭化物を多く含む｡
東壁付近に焼土ブロック混入｡

第2層にぶい lOYR4/3径2~3mmのﾛｰﾑを若干含む｡径5mm程の炭化物
黄褐色土 を少量含む｡
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SKO8

第1層黒褐色土lOYR2/3径2mm程のﾛｰﾑを微量に含む。
第2層黒褐色土l0YR3/2径4~9mmのﾛｰﾑを中量含む。
第3層褐色士 lOYR4/4径130mmのﾛｰﾑを1個､径2~4mmのﾛｰﾑを中量含む‘
SKO8p i t l

第1層暗褐色土IOYR3/4径1mm程のローム粒を微量､礫を多量含む。
第2層暗褐色土lOYR3/3径1--5mmのﾛｰﾑ粒を微量､径5~15mmの焼土粒を微

量､炭化物を微量含む。

第3層暗褐色土lOYR3/4径1mm程のﾛｰﾑ粒を少量､炭化物を微量含む。
第4層にぶい l0YR4/3径1mm程のﾛｰﾑ粒を中量含む。
黄褐色土

SKO9

第1層暗褐色土ZOYR3/4炭化物を微量､径1mm程のﾛｰﾑを少量､径】0mm程の
ロームを少量含む。

第2層暗褐色士lOYR3/3径1~2mmのローム、径】5~20mmのロームを中量含む。
SKlO

第1層黒褐色土]OYR2/3径1mm程のﾛｰﾑを微量､径10~25mmのﾛｰﾑを極微量
に含む。

第2層黒褐色土lOYR2/2径l~4mmのﾛｰﾑ､灰黄褐色土（lOYR4/2) を少量含む。
第3層黒褐色土lOYR3/1黒色土(IOYR2/l） を少量､灰黄褐色土(lOYR4/2) を微

量､炭化物を極微量に含む。
SKl l

第(1)層暗褐色土lOYR3/3径1mm程のﾛｰﾑを､径IC~15mmのﾛｰﾑを少量含む。
第(2)層黒褐色土lOYR2/2径1mm程のロームを少量､径10mm程のﾛｰﾑを微量、黒

褐色士（lOYR3"）を少量含む。

第(3)層黒褐色士lOYR3/l径l~2mmのロームを多量､径20~50mmのﾛｰﾑを中量、
炭化物を微量､焼土を極微量に含む。
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SKl 2

第1層黒褐色土lOYR]/2径10～20mmのﾛｰﾑ､焼土､炭化物を各々微量に含む｡
第2層黒褐色土lOYR3〃径10mm程のロームを少量含む｡明黄褐色士（lOYR6/8） を多量に含む｡
SKl3

第(1)層黒褐色土]OYR2/]径1mm程のﾛｰﾑを少量含む｡
SKl4

第1層暗褐色土10YR3/3径l~4mmのﾛｰﾑを中量､径“~80mmのﾛｰﾑを2プﾛｯｸ含む｡
第2層黒褐色土lOYR2/2径l~3mmのﾛｰﾑ､径20mm程のﾛｰﾑ､暗褐色土（lOYR3/4）を少量含む｡
第3層暗褐色tlOYR3/3径20~40mmのロームを微量､黒褐色士（lOYR3/4） を少量､径40mm程のにふ

い黄榿色粘土（IOYR6/3) を微量に含む｡

第4層暗褐色土lOYR2/2径1mm程のﾛｰﾑ､径30mm程の
ロームを多量に含む｡

第5層暗褐色土lOYR2/3径10～50mmのﾛｰﾑを少量含む｡ 0 2m

第64図第8～14号土塘

SKl 5

第1層黒褐色土l0YR2/3ﾛｰﾑ粒を微量に含む｡
第2層暗褐色土10YR3/4ローム粒、径10mm程のロームを多量に含む。
第3層黒褐色土10YR3/2径5mm程のﾛｰﾑを少量含む｡
第4層暗褐色土lOYR3側ﾛｰﾑ粒を中量含む｡
第5層暗褐色土lOYR3/4ローム粒を微量､径5~10mmのﾛｰﾑを少量含む｡

0 2m
’ ’I

第65図第15号土擴
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SKl 8

第1層黒色土 10YR2/1 Ⅲ層由来の腐食土層｡径I~4
0mmの褐灰色粘土

（10YR5/I）を多く含む｡

粘土質層｡径l~40mmの褐

灰色粘土（lOYR5/2） を多量
に含む。

腐食土層｡径l～5mmのﾛｰﾑ
を少量含む。

粘土質層｡径l～3mmのローム

を少量含む。

粘土質層｡径1-2mmのローム

を少量含む。

粘土質層｡径l～3mmのﾛｰﾑ
を少量含む。

径20～50mmの明黄褐色粘土

（lOYR7/6）を多量に含む。

2m

SKl6

第1層黒褐色土

第2層赤褐色士

第3層黒褐色土

第4層褐色土

SKl 7

第1層黒褐色土 lOYR2/3

lOYR2/2径5mm程のﾛｰﾑ､径4mm程
の焼土を少量含む。

5YR4応焼土層｡径6mm程のロームを

少量､榿色粘土ブロックを中
量含む。

lOYR2/3径1mm程のロームを少量､炭

化物を極微量含む。

7.5YR4/6黒褐色士（IOYR2/3） を微量、

径7mm程の焼土を中量､径
10mm程の粘土を少量､炭化物

を微量含む。

lOYR3/l 径30mm程のﾛｰﾑを少量､炭
化物を微量､径3mm程の焼土

を微量含む。

径l～30mmのﾛｰﾑを多量､
径l～9mmの焼土を少量､径I
~9mmの炭化物を多量に含

む。

径l～9mmのﾛｰﾑを中量､径
1~3mmの焼土を少量含む｡

径1~30mmのﾛｰﾑを多量､
にぶい黄褐色粘土

（lOYR5/4）を少量含む｡

径30~50mmのﾛｰﾑを中量
含む。

径l～9mmのﾛｰﾑを多量､径
10~20のロームを少量含
む。

第2層黒褐色土 IOYR3/I

黒褐色土 lOYR2/2

褐色土 lOYR4/l

黒色士 l0YR2/l

黒褐色土 lOYR3/2

灰黄褐色土lOYR4/2

層
層
層
層
層

３
４
５
６
７

第
第
第
第
第

黒褐色土

褐色土

黒色土

暗褐色土

層
層
層
層

２
３

４
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第
第
第
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２
４
八
Ｂ

Ｉ
ｊ
２
４
２
３

Ｒ
Ｒ
Ｒ
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Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
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１
１

第5層黒褐色土

0
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SK20 （AA’ ）

第(1)層黒色土 10YR2/1径l~5mmのﾛｰﾑを多量､径l~3mmの炭化物を少量､径l～2mmの焼土粒を微
量､火山灰を少量含む。

第(2)層黒色土 I0YR2/1径10～50mmのﾛｰﾑを多量､径l~5mmのﾛｰﾑを中量､径l～3mmの焼土を微
量に含む。

SK21

第1層黒色土 lOYR2/1径l~3mmのﾛｰﾑを中量､径1~5mmの炭化物を少量､径2mm程の焼土を少量含
む。

第2層黒褐色土lOYR3/2径1mm程のﾛｰﾑを少量､径I~5mmの焼土を中量､火山灰を少量含む｡

第3層黒褐色土lOYR2/2火山灰層｡褐色火山灰（l0YR4瓜） を多量に含む。

第4層黒褐色土lOYR2/3径10~l”mmのﾛｰﾑを多量､径【~9mmのロームを多量､径l～3mmの焼土を微
量に含む。

SK22

第①層黒色土 IOYR2/l径10～50mmのロームを中量､径l～9mmのロームを多量､径】～3mmの焼土を微
量に含む｡

第②層黒褐色土10YR2/2径20～30mmのロームを中量､径I～9mmのロームを多量､径1－3mmの焼土を微
量に含む。

第③層黒褐色土l0YR2/3径10～100mmのロームを多量､径1--9mmのロームを多量､径l～3mmの焼土を微
量に含む。

SK20 （B－B, ）

第1層灰赤色土2.5YR5/2粘土。焼土粒を少量含む。

第2層黒褐色土l0YR3/2径10~100mmの焼土を少量含む｡

第3層黒色士 lOYR2/l径50mmのﾛｰﾑを極微量含む｡

0 2m

第70図第20～22号土擴

SKl 9

第1層黒色土

第2層黒褐色士

lOYR2/l 浅黄榿色粘土（lOYR8/3）ブ
ロックを少量含む。

I0YR2/2径】~5mmのﾛｰﾑを比較的
多く含む｡径]O～20mmの浅黄
榿色粘土を少量含む。

10YR2/2径1～5mmのﾛｰﾑを比較的

多く含む｡径10～20mmの浅黄
榿色粘土を多量に含む。

lOYR2/I 径1mm程の浮石を少量､径
】0mm程のﾛｰﾑを微量含む｡

10YR3/1 径40mm程の黄榿色粘土
（IOYR8/6） を少量含む。

lOYR3/2径10～70mmの粘土を多量に
含む。

第3層黒褐色土

層
層
層

４
５
６

第
第
第

黒色土

黒褐色土

黒褐色土

0 2m
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Ⅱ

SK25

第1層黒色土 I0YR1 ､7/ ］

第2層黒色士 lOYR1.7/］

第3層黒色土 lOYR2/】

第4層黒褐色土lOYR2/3

第72図

径2--5mmのﾛｰﾑ粒を少量含む｡

径l~6mmのローム粒を中量含む｡

径1~5mmのローム粒を少量含む｡

径10～30mmのﾛｰﾑブﾛﾂｸを多量

に含む。

第25号土壌

SK23

第①層暗褐色土

第②層暗褐色土

第③層暗褐色土

SK24

第1層暗褐色士

第2層黒褐色土

第3層黒褐色土

第4層黒色土

第5層暗褐色土

第6層にぶい黄

褐色土

径1mm程のﾛｰﾑ､径1mm程の炭化物を少量含む｡

径1mm程のﾛｰﾑを極微量に含む｡

径3-5mmのロームを多く含む。
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】OYR3/3径l～5mmのﾛｰﾑを少量含む｡

lOYR3/2 V層由来の土がブロック状に混入｡径1~2mmのﾛｰﾑを少量含む｡

10YR3/| 径3~5mmのﾛｰﾑを多量に含む｡

10YR2/1 径3mm程のﾛｰﾑを少量含む｡

IOYR3/4径l~5mmのﾛｰﾑを多量に含む｡

lOYR4/3径30mm程のﾛｰﾑを多量に含む｡地山直上の層。

0 2m

第71図第23．24号土壌
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SK27閨

基本層黒褐色土】OYR2/3径I~2mmのﾛｰﾑ粒を少量､径I~3mmの炭化物
を微量含む。

第1層黒褐色土 lOYR2/Z径l~3mmのﾛｰﾑ粒を少量､径l~2mmの炭化物
粒を微量含む。

第2層黒色土 I0YR2/I径1 --2mmのﾛｰﾑ粒を微量、径】0mmのﾛｰﾑﾌﾟ
ﾛｯｸを微量､径】~5mmの炭化物粒を微量含

第3層黒褐色土 IOYR2/2径1～2mmのローム粒を微量、径30--70mmのロー
ムブロックを多量含む。

SK28

第1層黒褐色土 lOYR2/2径l~2mmのローム粒を微量含む。

第2層暗褐色土 lOYR3/3径l～3mmのローム粒を微量含む。

第3層黒褐色土 IOYR2/2径l～5mmのローム粒を少量､径l~2mmの炭化物
粒を少量含む。

第4層黒褐色土 lOYR2/2径1～3mmのローム粒を中量､径]~3mmの炭化物
粒を多量に含む。

第74図第27．28号土擴
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SK26

第1層褐色土 lOYR4/4径1mmのﾛｰﾑ粒を微量､径l~2mmの炭化
物粒を少量、径1mmの焼土粒を少量、径10mm

の焼土ブロックを少量含む。

第2層暗褐色土]OYR3/3径l~5mmのﾛｰﾑ粒を微量、径1mmの炭化物粒
を極微量、径2mmの焼土粒を微量、径30mmの凝

灰岩ブロックを含む。

第3層黒褐色土lOYR3/Z径2～8mmのﾛｰﾑ粒をを少量、径lmmの炭化物

粒を微量、径2～5mmの焼土粒を激量含む。

第4層にぶい黄IOYR4/3径2～8mmのローム粒を多量、径13～30mmの
褐色土 ﾛｰﾑブﾛｯｸを中量、径12mmの炭化物ブﾛｯ

ｸを極微量含む。

第5層褐色土 lOYR4/6径2~8mmのﾛｰﾑ粒を中量､径10mmのﾛｰﾑ
ブロックを微量、径4～8mmの炭化物粒を少量、

径25mmのにぶい黄褐色士（7.WR5/3）プロ･ノク

を微量含む。

第6層にぶい黄l0YR4/3径I~6mmのローム粒を多量､径30~50mmの
褐色士 ﾛｰﾑブﾛｯｸを少量､明黄褐色土（IOYR

6/6）少量。

第7層暗褐色土lOYR3/3径l~3mmの炭化物粒を少量､径|~3mmの焼土
粒を少量、黒褐色土（10YR2/2） を中量含む。

0 2m
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第73図第26号土擴
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SK29

第1層暗褐色土

第2層暗褐色土

第3層暗褐色土

第4層暗褐色土

第5層明黄褐士

10YR3/3径5～40mmのロームフ・ロックを多量、径1～2mm
の炭化物を極微量含む。

lOYR3/3径2~5mmのﾛｰﾑ粒を少量、径50mmほどの
ロームプロックを微量含む。

]OYR3/4径l~舟、mのﾛｰﾑ粒を多量､径20mmのﾛｰﾑブ
ロックを少量含む。

10YR3/3径l~7mmのﾛｰﾑ粒をやや多く含む。

IOYR"6径20から30mmのﾛｰﾑブﾛｯｸを多量に含む、
ローム主体の層。

2m0

’
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SK34

第1層黒褐色土

勇2層黒褐色士

第3層黒褐色土

第4層黒褐色土

第5層黒褐色土

第6層黒色土

SK31

第1層黒褐色土IOYR2/2 径l~5mmのﾛｰﾑ粒
を少量、径2～5mmの

炭化物を中量含む｡

第2層黒色士 lOYR1.7/1炭化物を極多量に含
む炭化物層で､焼土

粒を微量含む。

lOYR2/2径I~5mmのﾛｰﾑ粒を少量､径
1mmの炭化物を微量含む｡

lOYR2/3径l~9mmのﾛｰﾑ粒を中量､径
1mの炭化物を微量含む｡

lOYR3/2径l~9mmのﾛｰﾑ粒を中量､径10
～30mmのﾛｰﾑプﾛｯｸを少量､

径I~2mmの炭化物を微種含む｡

lOYR2/2径I~5mmのﾛｰﾑ粒を少量､径】~
2mmの炭化物を微量含む｡

lOYR3/1径l~2mmのﾛｰﾑ粒を微量､径1~
2mmの炭化物を微量含む。

lOYR1.7/径1~5mmのﾛｰﾑ粒を少量､径l~
2mmの炭化物を微量含む｡

SK30 灰fじ初で甲豆白u1

第1層黒色土 IOYR2/I 径3mmのﾛｰﾑ粒を微量含む。
第2層黒色士 lOYR1.7/1炭化物を極多量に.

第2層黒色士 10YR2/I 径2~10mmの炭化物を微量含む む炭化物層で､焼
第3層暗褐色土lOYR3/4径10~20mmの炭化物を微量､径10～ 粒を微量含む。

50mmの火山灰プﾛｯｸを中量含む。

第4層黒褐色土lOYR2/2径l~10mmの炭化物を微量含む。

第77図第31号土壌第5層暗褐色土IOYR3/3径I~2mmのﾛｰﾑ粒を微量、径5~

10mmの炭化物を微量含む。

第6層暗褐色土I0YR3/3径50mmの粘土ブロックを少量含む。

第76図第30号土壌 第80図第34号土擴

SK32

第1層黒色土lOYRl’7/I径1～4mmのﾛｰﾑ粒

を微量含む。

第2層黒色土10YR1.7/1径l~9mmのﾛｰﾑ粒
を少量、径lO--40mm
のﾛｰﾑブﾛｯｸを

少量含む。

第3層黒色土l0YR2/I 径l～2mmのローム粒

を微量含む。
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第1層黒褐色土IOYR2/2 径l~3m1，のﾛｰﾑ粒を中量､径I～
2mmの焼土を微量､径l~9mmの炭化
物を少量含む。

第2層黒褐色土lOYR3/1 径1~9mmのﾛｰﾑ粒を多量、径10~
”mmのﾛｰﾑプﾛﾂｸを多量､径！~－
2mmの炭化物を少量含む。

第3層黒褐色土lOYR2/2 径l~2mmのﾛｰﾑ粒を少量､径'0~
20mmのﾛｰﾑプﾛﾂｸを少量、径I～
2mmの炭化物を少量含む。

18．7m

鱗…
を＝芳垂可-,-一三二二

SK33

第1層黒色士 lOYR1.7/l径1mmのローム粒を微量含む｡

第2層黒褐色土lOYR2/2 径】~2mmのﾛｰﾑ粒を微量､径l~3mmの
炭化物を中量、褐色(lOYR4/4）の火山灰を
多量含む。

第3層黒褐色土 lOYR2/3 径|～2mmのﾛｰﾑ粒を少量､径I~2mmの
炭化物を少量、含む。

第4層黒褐色土 l0YR3/2 径1~9mmのﾛｰﾑ粒を中量､径10~20mm
のロームブロックを多量、径l～2mmの炭化

物を微量含む。

第79図第33号土擴

第81図第35号土壌

0 2m
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隠川(2)外遺跡

3 溝状遺構

第1号溝状遺構[SDO1](第82図）

検出状況グリッドBKO9～12、BL・BN･BOO9．10に位置し、僅かに残存しているⅣ層上面で確認

された。

構造確認面において長さ17m72cm、幅43～112cmであり、深さは13～44cmを測り、小型の溝跡であ

る。グリッドBOO8付近で南東方向から南西方向にほぼ垂直に向きを変え、北東方向から南西方向

に緩やかに南側に蛇

行しながらSKO3と

重複する。

重複SKO3と重複関

係があり、確認面、

堆積状況からSKO3

よりも新しいものと

確認された。

覆土堆積状況各セク

ションにおいて、堆

積層中からB-Tmが

厚く（数cm)堆積して

いる。また、上層は

黒色士(腐植士)が堆

積しており、混入物

もごく僅かである点

から自然堆積層であ

ると考えられる。

遺物の出土状況床面

直上から完形の土師

器の坏が倒立した状

態で出土し、B-Tm

直上から炭化材が出

土した。

|辻

～

⑤ ｅ
目

g/b |＜

×
BO－09

ノ ◎

〃 Sml （A－A， ）

第1層黒色土 lOYR1.7/1径4mm程のローム粒を極微量含

第2層黒褐色土IOYR2nローム粒を中量、炭化物を極微量
に含む。

第3層黒褐色土l0YR2ﾉ3 白頭山苫小牧火山灰（B－Tm）
を多量に含む。セクションB－
B，の第3層に対応。

第4層黒褐色土lOYR3/l ローム粒を中量、径20mm程の
ロームプロックを少量含む。

49.0m

×
3M-09

Sml （B－B， ）

第1層黒色土 lOYR1.7/1径4mm程のローム粒を極微量含
第2層黒褐色土lOYR率白頭山苫小牧火山灰（B－Tm）

を多量に含む。セクションB－
B，の第3層に対応。

D′
一D

一

Sml （C－C, ）

第1層黒色土 l0YR1､7/l径4mm程のローム粒を極微量含
む。

第2層黒褐色土10YR鯛白頭山苫小牧火山灰（B－T
m）を多量に含む。セクション
B－B’の第3層に対応。

第3層暗褐色土l0YR3/3 ローム粒を多量、径10～20mm
のロームプロックを中量、炭化
物を多量含む。

第4層黒褐色土IOYR3/l ローム粒を中量、径20mm程の
ロームプロックを少量含む。

第5層黒褐色土10YR刀2 ローム粒を多量に含む。

-----｣J X 炭化物
P一一

蝦卿一
、 、

、､‘）
jノ

ノノ

ダノ
ノβ
ノ〃
ノβ

ノノ
ク〃

〃

，,4′
／／､
′〃 1
／〃

、夕

節
1、

、 、
1 1

10

S”I （D－D， ）

第1層黒色土 10YR2/1 含有物は特になし。
第2層黒色土 l0YR1､7/1炭化物を極微量に含む。
第3層黒褐色土l0YR刀3 ローム粒を少量、黒色土

（I0YR刀I） を中量含む。

第4層黒色土 l0YR1.7/1ローム粒を少量含む。セクション
B－B，の第3層に対応。

第5層黒褐色土lOYR3/2 白頭山苫小牧火山灰（B－Tm〉
を多量に含む。セクションB－
B，の第3層に対応。

第6層黒褐色土lOYR3/】 ローム粒を中量、径10～20mmの
ロームプロックを極微量、炭化物

を微量に含む。

， D′

～｣一三

§、2
SK－03

4二三シ；4二三シ；

霧
1 1
1 1
、

、、

、 、
、

1 1
、 、
、 、
、 、

％
SDOl （E－E， ）
第1層黒色土

第2層黒色土

第3層黒褐色土

第4層黒褐色土

第5層にぶい

黄褐色土

第6層黄褐色士

lOYR1.7/l含有物特になし。

lOYR1.7/l径l～7mmのローム粒を微量、径l
～3面、の炭化物粒を微量含む。

10YR3/2径l～2mmのローム粒を微量、火
山灰を少量含む。

l0YR率径l～9mmのローム粒を微量、径l
～2mmの炭化物粒を微量含む。

lOYR4B径l～5mmのローム粒を微量、径1
～4,mの炭化物粒を微量、暗褐色
土（lOYR3/3）を中量含む。

lOYR5/6径1～5mmのローム粒を微量、径I
～3mmの炭化物粒を微量、黒褐色
土（lOYR3/2）を少量含む。I第2号溝状遺構

[SDO2](第83図）

検出状況グリッドD

DO2･03．04に位置

〉
ｍ４０

第82図第1号溝状遺構（セクションのスケールは2倍）
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第5章検出遺構と出土遺物

し、Ⅳ層上面で確認された。調査範囲内におけ

る規模は長さ9m89cm、幅30～71cmであり、深

さは10～16cmを測る。緩やかに西に蛇行しなが

ら南北に通る形態である。 ‐

重複SKO4、SKO5、SDO3と重複関係があり、

確認面及び土居断面の観察から一番新しい遺構

であることが確認された。

覆土堆積状況覆士は3層認められ、各遺構と重

複する付近では、焼土ブロック、褐色士などの

混入が認められるが、その他の堆積士をみると

混入物も微量である。従って遺構の重複する付

近では各遺構の覆土が流入したものと考えられ、

自然堆積であると考えられる。

遺物の出土状況須恵器の坏1個体分と土師器の

甕3個体分が出土しており、SKO4、SKO5に比

較すると極めて出土量は少ない。

十

DEO3〕I】I

＋
DEO4

第3号溝状遺構[SDO3](第84図）

検出状況グリッドDL～DNO5、D004．05、D

P～DRO4に位置し、Ⅳ層で確認された。調査

範囲内における規模は長さ18m44cm、幅78～20

2cm、深さ22～202cmを測り、断面形はV字状を

呈する。いわゆる防御用の濠跡を連想させる溝

跡である。平面形はほぼ直線形を呈し、比高差

約2mの地点を南西方向から北東にむかって貫

通している。調杳区内における遺構の性格は不

明であるが、排水用、防御用いずれかの使用目

的のために形成された溝跡であると考えられる。

重複SK12と重複関係があり、確認面及び土居

断面の観察からSK12よりも新しいことが確認

された。

覆土堆積状況覆土は全体で13層確認され、上層

（3，4層)は多量の黄褐色粘士を含み、人為的

堆積であるが、下層は含有物も少なく、自然堆

積であると考えられる。

遺物の出士状況土師器の甕4個体分が出土して

SDO

第1層 101

Fのロー

微量倉

101

カロー

1が

層
層
２
３
第
第
径l～2mmのローム粒を少量、径20mm

程のロームプロックを微量含む。

』

I

－
９

、郵
一
Ｂ

＋

DEO5

､一巳
SDO2 （B－B'）

第1層黒褐色土 lOYR3/l シルト質粘土

径2～5mmの焼土粒を微量含む。

第2層黒褐色土 l0YR3/l シルト質粘土

径l～5mmのローム粒を微量含む。

第3層黒色土 lOYR2/l シルト質粘土

径l～2mmのローム粒を微量含む。

一

9

4m0

第83図第2号溝状遺構(ｾｸｼｮﾝのｽｹｰﾙは2倍）
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隠川(2)外遺跡

－

A′

－

A

SDO3 （A一A， ）O』ノUO 、批一．

第1層黒褐色土

第2層黒褐色土

第3層黒褐色土

第4層黒褐色土

第5層暗褐色土

第6層黒褐色土

第7層暗褐色土

第8層褐色土

第9層褐色土

第10層黄褐色土

第2層黒褐色土

第3層黒褐色土

第4層黒褐色土

第5層暗褐色土

第6層黒褐色土

第7層暗褐色土

第8層褐色土

第9層褐色土

第10層黄褐色土

第5層暗褐色土

第6層黒褐色土

第7層暗褐色土

第8層褐色土

第9層褐色土

第10層黄褐色土

lOYR2/3 径l～3mmのローム粒、径10mm程
ロームブロックを多量に含む。

lOYR2/3 径1mm程のローム粒を微量に含む

l0YR2/3 径1mm程のローム粒を多量に含む
lOYR3/2 径1mm程のローム粒を多量に含む
lOYR3/3 径1mm程のローム粒を多量、径40

程の粘土ブロックを多量に含む。

l0YR3/2 径1mm程のロームを微量に含む。

l0YR3/4 径1mm程のローム粒を微量に含む
lOYR4/4 径1～3mmのローム粒を微量、径I

程のFe粒を少量含む。

l0YR4/6 径1～3mmのローム粒を微量、径1
程のFe粒を少量含む。

10YR5/6 径3mm程のローム粒を多量、径ln
程のパミスを少量含む。

）

l0YR2/3 ローム粒を中量、径30mm程のロー
プロツクを中量含む。

lOYR1.7/l ローム粒を微量に含む。

lOYR2/3 径l～3mmのローム粒、径10mm程
ロームブロックを多量に含む。

lOYR3/2 ローム粒を多量、径40mm程の粘ゴ
多量に含む。

l0YR2/2 径1mm程のローム粒を微量に含む
10YR3/2 径1mm程のローム粒を微量に含む」
10YR1.7/l含有物は特になし。

10YR1.7/l含有物は特になし。

lOYR4/6 含有物は特になし。

lOYR3/3 径1～5mmのローム粒を少量、径1
2mmのパミスを極微量含む。

l0YR4/4径l～3mmのローム粒を微量、径11
程のFe粒を少量含む。

lOYR4/6 径1～3mmのローム粒を微量、径11
程のFe粒を少量含む。

l0YR5/6径3mm程のローム粒を多量、径1m
程のパミスを少量含む。

l0YR6/6 13層と含有物は類似するが、径30r
程の白色粘土を少量含む。

lOYR7/2 粘土、径0.5mm程の細砂を多量、 f
～30mmの白色（l0YR8/l） と黄色
（lOYR7/8）の粘土を若干含む。

程

径1mm程のローム粒を微量に含む

径1mm程のローム粒を多量に含む
径1mm程のローム粒を多量に含む
径1mm程のローム粒を多量、径40
程の粘土ブロックを多量に含む。

径1mm程のロームを微量に含む。

径1mm程のローム粒を微量に含む
径1～3mmのローム粒を微量、径I
程のFe粒を少量含む。

径1～3mmのローム粒を微量、径1
程のFe粒を少量含む。

径3mm程のローム粒を多量、径1町
程のパミスを少量含む。

lOYR2/3

10YR2/3

10YR3/2

10YR3/3

10YR3/2

10YR3科

lOYR4科

l0YR4/6

10YR5妬

lUYK3/Z 住1mm桂のローム粒を多量に含む《

lOYR3/3 径1mm程のローム粒を多量、径401
程の粘土ブロックを多量に含む。

l0YR3/2 径1mm程のロームを微量に含む。

l0YR3/4 径1mm程のローム粒を微量に含む〈
lOYR4/4 径1～3mmのローム粒を微量、径11

程のFe粒を少量含む。

l0YR4/6 径1～3mmのローム粒を微量、径1『
程のFe粒を少量含む。

10YR5/6 径3mm程のローム粒を多量、径1m
程のパミスを少量含む。

）

l0YR2/3 ローム粒を中量、径30mm程のロー
プロツクを中量含む。

lOYR1.7/l ローム粒を微量に含む。

lOYR2/3 径l～3mmのローム粒、径10mm程（
ロームブロックを多量に含む。

lOYR3/2 ローム粒を多量、径40mm程の粘土
多量に含む。

l0YR2/2 径1mm程のローム粒を微量に含む。
10YR3/2 径1mm程のローム粒を微量に含む。
10YR1.7/l含有物は特になし。

10YR1.7/l含有物は特になし。

lOYR4/6 含有物は特になし。

lOYR3/3 径1～5mmのローム粒を少量、径1-
2mmのパミスを極微量含む。

l0YR4/4径l～3mmのローム粒を微量、径1，
程のFe粒を少量含む。

lOYR4/6 径1～3mmのローム粒を微量、径1，
程のFe粒を少量含む。

l0YR5/6径3mm程のローム粒を多量、径1m！
程のパミスを少量含む。

l0YR6/6 13層と含有物は類似するが、径30,
程の白色粘土を少量含む。

lOYR7/2 粘土、径0.5mm程の細砂を多量、衝
～30mmの白色（l0YR8/l） と黄色
（lOYR7/8）の粘土を若干含む。

）

l0YR2/3 ローム粒を中量、径30mm程のロー
プロツクを中量含む。

lOYR1.7/l ローム粒を微量に含む。

lOYR2/3 径l～3mmのローム粒、径10mm程
ロームブロックを多量に含む。

lOYR3/2 ローム粒を多量、径40mm程の粘ゴ
多量に含む。

l0YR2/2 径1mm程のローム粒を微量に含む，
10YR3/2 径1mm程のローム粒を微量に含む‘
10YR1.7/l含有物は特になし。

10YR1.7/l含有物は特になし。

lOYR4/6 含有物は特になし。

lOYR3/3 径1～5mmのローム粒を少量、径I
2mmのパミスを極微量含む。

l0YR4/4径l～3mmのローム粒を微量、径11
程のFe粒を少量含む。

lOYR4/6 径1～3mmのローム粒を微量、径11
程のFe粒を少量含む。

l0YR5/6径3mm程のローム粒を多量、径1m
程のパミスを少量含む。

l0YR6/6 13層と含有物は類似するが、径30r
程の白色粘土を少量含む。

lOYR7/2 粘土、径0.5mm程の細砂を多量、 f
～30mmの白色（l0YR8/l） と黄色
（lOYR7/8）の粘土を若干含む。

－

塁

径1～5mmのローム粒を少量、径1～
2mmのパミスを極微量含む。

径l～3mmのローム粒を微量、径lm

lOYR3/3

10YR4/4

10YR4/6

10YR5/6

10YR6/6

10YR7/2

の

m

I

の

土

叩、ｍ、釦

『、

nm

mm

lm

SDO3 （B－B

第1層黒褐色土

第2層黒色土

第3層黒褐色土

第4層黒褐色土

第5層黒褐色土

第6層黒褐色土

第7層黒色土

第8層黒色土

第9層褐色土

第10層暗褐色土

第1I層褐色土

第12層褐色土

第13層黄褐色土

第14層明黄褐色土

第15層にぶい

黄楕伍十

SDO3 （B－B

第1層黒褐色土

第2層黒色土

第3層黒褐色土

第4層黒褐色土

第5層黒褐色土

第6層黒褐色土

第7層黒色土

第8層黒色土

第9層褐色土

第10層暗褐色土

第1I層褐色土

第12層褐色土

第13層黄褐色土

第14層明黄褐色土

第15層にぶい

黄楕伍十

SDO3 （B－B

第1層黒褐色土

第2層黒色土

第3層黒褐色土

第4層黒褐色土

第5層黒褐色土

第6層黒褐色土

第7層黒色土

第8層黒色土

第9層褐色土

第10層暗褐色土

第1I層褐色土

第12層褐色土

第13層黄褐色土

第14層明黄褐色土

第15層にぶい

黄楕伍十

黄に明黄褐褐暗褐黒黒
層層層層層層層層層喧叫凪吃Ⅱｍ９８７

第第第第第第第第第

第10層暗褐色土

第1I層褐色土

第12層褐色土

第13層黄褐色土

第14層明黄褐色土

第15層にぶい

黄楕伍十

ム

を④④④
唾唾唾

1
程のFe粒を少量含む。

径1～3mmのローム粒を微量、径lm1
程のFe粒を少量含む。

径3mm程のローム粒を多量、径1mm
程のパミスを少量含む。

13層と含有物は類似するが、径30mI
程の白色粘土を少量含む。

粘土、径0.5mm程の細砂を多量、径1
～30mmの白色（l0YR8/l） と黄色
（lOYR7/8）の粘土を若干含む。

1

形
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形
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第5章検出遺構と出土遺物

いるのみで、出十遺物は検出面積に比して少ない。

第4号溝状遺構[SDO4](第85図）

検出状況グリッドEQ17、ER17･18、ES17･18に位置し、Ⅳ層で確認された。東方向から南西方

向にかけて緩やかに蛇行している。

構造両端が調査区外にかかっているため、正確な規模、形態は不明であるが、確認面において長さ

11ml6cm、幅136～348cm、深さ39～71cmを測り、弧状の溝跡である。

覆土堆積状況上層及び下層は自然堆積であるが、それ以外特に遺物包含層直上の層は白色粘土ブロッ

クが多量に混入し、人為的堆積であると考えられる。なお、上層にB-Tmが薄層状に堆積している。

遺物の出土状況(第86図） 底面及び堆積土中から大量の須恵器片、士玉3点が出士しており、使用

されなくなった土器、士製品の捨て場となった可能性が考えられる。接合個体は全部で5個体であ

り、接合間の距離は、最短で18cm、最長で282cmを測る。

出土遺物の概要個体復元可能な遺物は第87．88図に示すように19個体である。第87図1．2は土師

器の長胴甕で、いずれもロクロ成形後、体部外面はケズリ調整が施されている。内面は1がナデ調

整、 2がロクロナデのみである。第87図3．4は須恵器の鉢である。いずれもロクロナデ調整が施

され、 4は頸部内面に横ナデが施されている｡ 3は焼成前の穿孔が頸部にみられる｡ 4の底面は回

転糸切り痕を留めている。第87図5は土師器の坏であり、体部下半にへう記号が刻まれている。底

面は回転糸切り痕を留めている。第87図6～12は須恵器の坏であり、 10の体部に「大」の字のへラ

記号が刻まれ、 7．9．11には火檸痕がみられる｡ 6．7･12の底面はいずれも回転糸切痕を留めて

いる。第87図13．14．16は須恵器の長頸壼であり、 13は頸部に、 14は肩部にへう記号が刻まれてい

る。 16は当遺跡では珍しく、肩部と頸部の付け根に隆帯を巡らさない器種である。第87図15、第88

図1 ． 3は須恵器の広口短頸壺であり、第87図15には肩部に、第88図3には頸部にへう記号が刻ま

れている。第87図15はロクロ成形後、体部下半外面にケズリ調整が施されている。底面はナデ調整

が施されている。第88図1はロクロナデの後体部下半にケズリ調整が施されている。第88図3は夕

タキ調整の後、ロクロナデを行い、体部下半にはケズリ調整を施している。第88図2は須恵器の小

型甕であり、頸部から肩部にかけてへラ記号が刻まれている。調整はロクロナデの後、肩部には平

行タタキ調整、体部には格子夕タキ調整、頸部内面には横ナデが施されている。

第11号溝状遺構(SD11)(第89図）

検出状況グリッドFU･FV23、24に位置し、Ⅳ層で確認された。北側部分は調杳区外に掛かり、南

側部分は農道により削平されている。確認面での長さ5m28cm、幅35～48cm、深さ33～48.4cmを測

る弧状の溝である。

覆士堆積状況覆土は2層確認され、自然堆積であると考えられる。

第5号溝状遺構[SDO5](第90図）

検出状況グリッドEX・EY18、 19に位置し、Ⅳ層で確認された。南北で調査区外に掛かっているた
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第88図第4号溝状遺構出土土器（2）

め正確な規模、形態は不明であるが、長さ3m45cm、幅83～111cm、深さ24.3～40.1cmを測り、南

東方向から北西へ伸びる直線的な溝である。

覆土堆積状況覆士は8層確認され、自然堆積であると考えられる。

遺物の出士状況土器片19点、鉄津19点、羽口片6点が出＋している。

第6号溝状遺構[SDO6](第91図）

検出状況グリッドFA20,FB20．21に位置し、Ⅳ層で確認された。北西から南東にかけて緩やかに

蛇行しながら調杳区外へとのびている。両端が調杳区外にかかっているため、正確な規模、形態は

不明であるが、調査区内において長さ4m64cm、幅14～28cm、深さ24～28cmを測り、南北方向に走

る直線的な溝である。

覆土堆積状況覆土は3層確認され、各層にわたり、多量の粘＋、ローム粒、ロームブロックを含む

ことから人為的堆積であると考えられる。

遺物の出土状況十器片49点、士玉2点、鉄津1点が出土している。
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第5章検出遺構と出土遺物

第7号溝状遺構[SDO7](第92図）

検出状況検出状況グリッドFA18～20,FB20, 21に位置し、Ⅳ層で確認された。北西から南東に

かけて緩やかに蛇行しながら南北に走る溝跡である。両端が調査区外にかかっているために正確な

規模、形態は不明であるが、調査区内において長さ11m21cm、幅24～86cm、深さ24～28cmを測る。

重複調査区内において重複関係は認められなかった。

覆土堆積状況覆土は3層確認され、各層にわたり、多量の粘土、ローム粒、ロームブロックを含む

ことから人為的堆積であると考えられる。

遺物の出土状況土師器の甕5個体分が出土している。

第8号溝状遺構 [SDO8](第92図）

検出状況グリッドFA18に位置し、Ⅳ層で確認された。ほぼ直線的に南北に走る溝跡である。両端

が調査区外にかかっているために正確な規模、形態は不明であるが、調査区内において長さ287cm、

幅103～206cmを測る。比較的幅の広い溝跡である。南側は軍機によりカクランを受けていた。

重複調杳区内において重複関係は認められなかった。

覆土堆積状況覆土は7層確認され、最下層はロームを多量に含み、壁面崩落士の可能性が考えられ

るが、自然堆積であると考えられる。

遺物の出土状況須恵器片(壺2個体分、坏1個体分)、士師器片(甕4個体分、坏1個体分)、士鈴2

点が出土している。

第9号溝状遺構[SDO9](第93図）

検出状況グリッドFP22、23に位置し、Ⅳ層上面で確認された。

構造北側部分は調査区外に掛かり南側部分は農道により削平されている。確認面での長さ5m28cm、

幅57～141cm、深さ33～48.4cmを測り、ほぼ直線的な溝である。

覆土堆積状況覆土は3層確認され、 1，2層は自然堆積であり、 3層はロームの混入が目立つこと

から壁面の崩落士であると考えられる。

第10号溝状遺構[SD10](第93図）

検出状況グリッドFQ・FR23、24に位置し、Ⅳ層上面で確認された。

構造北側部分は調査区外に掛かり、南側部分は農道により削平されている。確認面での長さ7mlO

cm、幅70～110cm、深さ39.6～65.4cmを測る弧状の溝である。

覆土堆積状況覆土は7層確認され、 1層に中量、 2層全体にB-Tmが多量に混入している。全体に

暗褐色の士居で、自然堆積であると考えられ、最下層はロームの混入が目立つことから壁面の崩落

士であると考えられる。

第12号溝状遺構[SD12](第96図）

検出状況グリッドHB･HC･HD19に位置し、Ⅳ層で確認された。北側部分はSDXO4に連結し、南
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隠川(2)外遺跡

側部分はSD13、SD14にきられている。確認面での長さ6m14cm、幅45～56cm、深さ33.6～49.7cm

を測るほぼ直線形を呈する溝である。

覆土堆積状況覆土は4層確認され、第4層にB-Tmが混入している。それ以外の爽雑物、混入物は

少なく自然堆積であると考えられる。

第13号溝状遺構[SD13](第96図）

検出状況グリッドHC17．18．19に位置し、Ⅳ層で確認された。確認面での長さ11m13cm、幅49~

88cm、深さ24.1～32.1cmを測り、直線形を呈する溝である。

重複SD12、SD14と重複関係があり、確認面及び堆積状況から一番新しい溝跡であることが確認さ

れた。

覆土堆積状況覆土は4層確認され1～3層にB-Tmが混入している。それ以外の爽雑物、混入物は

少なく自然堆積であると考えられる。

第14号溝状遺構[SD14](第96図）

検出状況グリッドHC19、HD･HE18･19に位置し、Ⅳ層で確認された。確認面での長さ6ml4cm、

幅47～78cm、深さ23.7～45cmを測るほぼ直線形を呈する溝である。

重複確認面及び層の堆積状況からSD12よりも新しく、SD13よりも古いことが判明した。

覆土堆積状況覆土は4層確認され、 1～3層にB-Tmが混入している。それ以外の來雑物、混入物

は少なく自然堆積であると考えられる。
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隠川(2)外遺跡
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SDO8

第1層 黒褐色土 l0YR3/1 シルト

第2層 黒褐色土 10YR2/3 シルト

径l～6mmのローム粒を微量、径10mmの

ロームプロックを微量含む。

径1～9mmのローム粒を微量、径10mmの
ロームプロックを微量、径1～2mmの炭化物
を微量含む。

径l～9mmのローム粒を微量、径10～30mm
のロームプロツクを少量、径1～9mmの炭化
物を少量含む。

径1～9mmのローム粒を中量、径l～9mmの
炭化物を微量含む。

径l～9mmのﾛｰﾑ粒を少量､径10～20mmの

ロームプロックを少量、径1～5mmの炭化物
を微量含む。

径l～9mmのローム粒を少量、径10mmの
ロームプロックを微量、径1～5mmの炭化物
を微量含む。

径1～3mmのローム粒を多量、径10～40mm
のロームプロックを多量、径l～9mmの炭化
物を少量含む。

第3層 黒褐色土 lOYR3/2砂質シルト

I I
1 1
I I
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I I
I I
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第4層 暗褐色土 I0YR3/4 シルト

第5層 黒褐色土 IOYR2/3 シルト

第6層 黒褐色土 10YR3/2 シルト

第7層 灰黄褐色土 10YR4/2 シルト
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第1層黒色土 10YR1.7/l

第2層黒褐色土 lOYR2/3

第3層黒褐色土 I0YR3/1

SDO7 （B－B， ）

第1層 暗褐色土 lOYR3/3 シルト

第2層 褐色土 l0YR4/4 シルト

SDO7 （C－C， ）

第1層黒褐色土 10YR2/2 シルト質粘土

明黄褐色粘土（lOYR6/6）を多量に含む。

径l～3mmのロームを多量に含む。

径1mm程度のロームを多量に含む。

径l～9mmのローム粒を少量、径10～30mm

のロームプロックを少量含む。

径1～5mmのローム粒を少量、径10mmの

ロームプロックを微量含む。

径1～9mmのローム粒を少量、径10～

50mmのロームプロックを少量、径l～

3mmの焼土粒を微量、径70mmの白頭山火
山灰ブロックを少量含む。

径10～15mmのロームプロックを微量、径

10～20mmの焼土ブロックを微量含む。

径1～2mmのローム粒を微量含む。

径1～2mmのローム粒を微量、径10mmの

ロームプロックを微量、径15mmの粘土ブ

ロックを微量含む。

径1～2mmのローム粒を微量含む。
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第5章検出遺構と出土遺物
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SDO9

第1層黒褐色土10YR3/l

第2層黒褐色土l0YR2/3

第3層黒褐色土IOYR3/2 ②
砂質シルト 径l～3mmのローム粒を少量、径10mmのロームプロックを微量含む。

シルト質粘土径1～9mmのローム粒を多量、径10～70mmのロームブロックを多量含む。

シルト 径l～9mmのローム粒を多量、径10～50mmのロームブロックを多量含む。

56.547m 2
－

C′

－

C

SD10

第1層黒色土 l0YR2/l

第2層黄褐色土10YR5/6

第3層暗褐色土l0YR3/2

第4層黒褐色土l0YR3/3

第5層黒褐色土10YR2/2

第6層褐灰色土lOYR4/1

第7層黄褐色土10YR5/6

シルト

火山灰層

シルト

シルト

シルト

シルト質粘土

シルト質粘土

火山灰を中量含む。

火山灰層

径l～2mmのローム粒を少量含む。

径1～3mmのローム粒を少量、径10mmのロームブロックを少量含む。

径10～30mmのロームプロツクを中量含む。

径l～3mmのローム粒を少量、径10～30mmのロームブロックを少量含む。

径10～80mmのロームプロツクを多量含む。

、
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第93図第9． 10号溝状遺構
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隠川(2)外遺跡

第1号方形溝状遺構[SDXO1](第94図）

検出状況グリッドBE･BF・BG12に位置し、Ⅳ層上面で確認された。

構造南側及び西側で調査区外に掛かっており、正確な規模、形態は不明であるが、確認面において

長さ7m85cm、幅48～135cm、深さ21.9～44.2cmを測り、方形状の溝跡である。

覆土堆積状況覆土は6層確認され、 4層にB-Tmを混入する。來雑物が少なく、自然堆積であると

考えられる。

遺物の出土状況土師器片が9点出土したにすぎない。

第2号方形溝状遺構[SDXO2](第95図）

検出状況グリッドFN。FO24， 25に位置し、Ⅳ層上面で確認された。

構造北側及び南側が調査区外に掛かっており、正確な規模、形態は不明であるが、確認面での長さ

12m95cm、幅53～103cm、深さ37.5～57.8cmを測る方形状の溝である。
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l層黒色土 I0YR1､7/1シルト 径1mm以下のローム粒を微量、径1mm以下の炭化物粒

01

黒色土 径1mm以下のローム粒を微量、径1mm以下の炭化物粒シルト10YR1.7/1

黒色土

黒色土

暗褐色土

暗褐色土

黒褐色土

を微量含む。

径l～7mmのローム粒を微量含む。

径1～5mmのローム粒を微量、径1mm以下の炭化物粒

を微量含む。

径1～9面、のローム粒を微量、径1～5mmの炭化物粒を

微量含む。火山灰（明黄褐色l0YR6/6） を中量含む。

径1～9面、のローム粒を微量、径l～2mmの炭化物粒を

微量含む。

径1～9mmのローム粒を微量、径10～50mmのロームプ

ロツクを少量、径l～3mmの炭化物粒を微量含む。

シルト

シルト

砂質シルト

シルト

シルト

10YR1.7/l

lOYR2/1

10YR3/3

10YR3脚

IOYR3/1

〉〈
BG-13

0 2m

第94図第1号方形溝状遺構

98



第5章検出遺構と出土遺物
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SDXO2

第1層黒色土 lOYR2/1

第2層黒色土 10YR1.7/l
第3層黒色士 IOYR1.7/1

第4層暗褐色土IOYR3/3

第5層黒褐色土l0YR2/2

径l～3mmのローム粒を少量含む。

径l～8mmのローム粒を少量含む。

径l～2mmのローム粒を微量含む。

径1～2mmのローム粒を微量、にぶい黄褐1

（lOYR5/4）火山灰を少量含む。

径1～4mmのローム粒を微量、径l～5mm厩

を微量、径15mm程の炭化物を微量、径2m
土粒を微量含む。

径1～9mmのローム粒を微量、径l～2mmα
を微量含む。

径1～9mmのローム粒を微量、径l～3mm⑦

を微量含む。ｾｸｼｮﾝAに径80mmの鉄さい混

径l～9mmのローム粒を微量、径10～30m面
ブロックを微量含む。

;色

の

シルト

シルト質粘土

シルト

シルト

シルト 炭化物粒

､m程の焼

の炭化物粒

の炭化物粒

2入。

,mのローム
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黒褐色土lOYR2B
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第95図第2号方形溝状遺構（セクションはスケールの2倍）
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隠川(2)外遺跡

覆土堆積状況覆土は全部で11層確認され、 4層にB-Tmが混入している。自然堆積であると考えら

れるが、最下層にロームの混入が目立つことから壁面の崩落士である可能性が考えられるo

遺物の出土状況少量の土師器片が出土したにすぎない。

第3号方形溝状遺構[SDXO3](第96図）

検出状況グリッドGY19･20、GZ18．19．20、HA18･19･20に位置し、Ⅲ～Ⅳ層で確認された。

構造南側部分が調査区外に掛かっているため性格な構造は不明であるが、確認面での長さ約33m、

幅38～115cm、深さ30～70cmを測る方形状の溝である。

覆土堆積状況覆土は7層確認され、 1～5層にB-Tmがみられる。來雑物の少ないシルト質の黒色

士を基調とした自然堆積であると考えられる。

遺物の出土状況少数の土師器・須恵器片が出土したにすぎない。

第1号並列溝状遺構[SXSDO1](第97図）

検出状況グリッドES。ET17･18に位置し、Ⅲ層中に確認された。ほぼ2条の溝跡が北西から南東

方向に直線的に併行して認められた。発掘当時は2条の溝跡として認識していたが、①溝の堆積土

中に白頭山火山灰が検出された点、②溝の掘り方が明確でなく、火山灰層を除去するとプランが認

識しづらくなる点などから、昨年発掘調杳が行われた隠川(4)遺跡で検出された並列溝状遺構(木村・

三林1998)と性格が類似することより、 2条と条数は少ないが、この名称を使用する事にした。

重複調杳区内において重複は認められなかった。

覆土堆積状況覆土は1～2層確認され、B-Tmがプライマリーな状態で残存していることから自然

堆積であると考えられる。

遺物の出土状況遺物は特になかった。
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第5章検出遺構と出土遺物
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可

第1層黒色土 lOYR1.7/1 ｼﾙﾄ

第2層黒色土 lOYR1 .7/l シルト
第3層黒色土 lOYR2/1 シルト

第4層黒色土 lOYR2/l ｼﾙﾄ

第5層黒褐色土lOYR2/2 ｼﾙﾄ

第6層黒褐色土lOYR2/2 シルト

SDXO3②

第1層黒色土 lOYR2/l ｼﾙﾄ質粘土

第2層黒色土 l0YR2/l ｼﾙﾄ質粘土

第3層黒色土 lOYR1 .7/l ｼﾙﾄ質粘土

第4層黒色土 75YRL7/lｼﾙﾄ質粘土

第5層黒色土 l0YR1.7/l ｼﾙﾄ質粘土

第6層黒色士 7.5YR1‘7/lｼﾙﾄ質粘土

第7層黒褐色士lOYR2/3 シルト質粘土

SDXO3③
第1層黒色士 lOYR2/1 ｼﾙﾄ

第2層黒色士 l0YR】 ､7/【 ｼﾙﾄ

第3層黒色士 10YR1.7/I ｼﾙﾄ

第4層黒色土 lOYR1.7/l ｼﾙﾄ

第5層黒褐色士lOYR2n ｼﾙﾄ

B－Tmを若干含むo

B－Tmを若干含む。

B－Tmを若干含む。

径l～5mmのローム粒
を少量含む。

径1mmのﾛｰﾑ粒を少
量含む。

径l～3mmのﾛｰﾑ粒
を少量含む。

含有物特になし。

径1mm以下の浮石を
微量含む。

径50～100mmのローム

プﾛｯｸを少量含む。

径1～3mmのﾛｰﾑ粒
を微量含む。

径1mm以下の浮石を微
量含む。

径1mm以下のﾛｰﾑ粒
を少量含む。

径10～30mmのローム

プﾛｯｸを中量含む。

火山灰を微量含む。

火山灰を微量含む。

火山灰を少量含む。

径1mmのﾛｰﾑ粒を微
量、火山灰を少量含
む。

径1～3mmのローム粒
を少量含む。

径I~3mmのﾛｰﾑ粒
を中量、径10mmの
ロームプロツクを少量
含む。
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SDl 2

第1層黒色土 10YR1 .7/1 ｼﾙﾄ

炭化物を少量、火山灰を含む。

第2層黒色土 lOYR2/1 ｼﾙﾄ
炭化物を少量、火山灰を含む。

第3層黒褐色土lOYR2/2 シルト

陸1mmのローム粒を微量含む。

第4層黒色土 lOYR2/I ｼﾙﾄ

径1mmのローム粒を微量、火山灰を含むc

SDl 3

第1層黒褐色土lOYR2/3 シルト

径卜3mmのローム粒を少量、砂を中量含む。

第2層黒色土 lOYRl7/l シルト

炭化物を微量､火山灰を含む｡
第3層黒色土 lOYR2/1 シルト

径1mm程のローム粒を少量、火山灰を含む。

第4層黒褐色土lOYR2/3 シルト質粘土
陸|～8mmのローム粒を多量、径10mmのロームブ
ロ､ノクを微量含むc

SDl 4

第1層黒色土 lOYR2/l シルト

火山灰を含む。

第2層黒色土 lOYR2/l シルト

炭化物を少量、火山灰を含む。

第3層黒褐色土lOYR2/2 ｼﾙﾄ

径' --3mmのﾛｰﾑ粒を微量､炭化物を少量､火
｜u灰を含む。

第4層黒褐色土lOYR3/2 ｼﾙﾄ質粘土
径]～8mmのローム粒を多量、径10m｢､のロームブ
ロックを少量、炭化物を少量含む｡
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第96図第12． 13． 14号溝状遺構第3号方形溝状遺構（セクションはスケールの2倍）
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隠川(2)外遺跡
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A′ シルト白頭山苫小牧火山灰(B-Tm)を少量含む。

シルト白頭山苫小牧火111灰(B-Tm)を多量含む。

0 2m

第97図第1号並列溝状遺構
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第5章検出遺構と出土遺物

第2節平安時代の出土遺物

今回の調査で出土した平安時代の遺物は全部で天箱数にして200箱程である。 うち遺構内から出土

し、その帰属層位が明確なものは全体の約3分の1の70箱程である。

1 出土土器

a 出土土器の概要

隠川(2)外遺跡で出土した遺跡は、出土遺構内に堆積するB-Tmの状況から考えると9世紀末から

10世紀初頭に位置づけられる土器群に相当する。

b分析土器の選定

分析に使用した土器は本遺跡において畑等の耕作により、包含層は削平もしくは攪乱を受けている

ために、遺構外から出土した土器を除外し、遺構内での出土層位が明確な土師器の中から、完形土

器と個体認定が可能な口縁部及び底部土器片を抽出し、型式学的分析を進めた。

そのさいに分析に使用するための属性として①形態、②成形技術、③調整手法、④焼成、⑤器面

の色調を検討してみた。

c器形の類型化

器形の類型化では、当時期の土器は定型化が進んでおり、法量も各類型で同様の傾向がみられる。

そこで、各遺構間での出土土器を比較できるように従来から使用されている器形を使用し、その基

本枠として、A類甕、B類鉢(小型甕)、C類坏、D類Ⅲ、E類壺、F類その他、G類ミニチュ

アの7つに大別した。その内須恵器に関しては各器種類型の頭にSを付した。

d 成形技法

各種土師器の製作技法は基本的には輪積み法により、土器を製作しているが、その成形過程で大き

く分類して以下の2つの方法がとられている。

1類：ロクロを使用するもの

2類：ロクロを使用しないもの

1類は以下の7つに細分される

la類：ロクロナデのみで調整されるもの

lb類：ロクロによる成形後、横ナデが施されるもの

1c類：ロクロによる成形後、ケズリ調整が施されるもの

ld類：ロクロによる成形後、ナデ調整が施されるもの

le類：ロクロによる成形後、ケズリ調整が施された後、ナデ調整が施されるもの

1f類：ロクロによる成形後、 ミガキ調整が施されるもの

1g類：ロクロによる成形後、叩き調整が施されるもの

2類は以下の5つに細分される。
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ケズリ調整により、成形されるもの

ナデ調整によるもの

ケズリ調整後、ナデ調整が施されるもの

叩き調整が施されるもの

叩き調整後、ナデ調整が施されるもの

類
類
類
類
類

ａ
‐
，
Ｃ
‐
。
ｅ

２
２
２
２
２

e 底面の切り離し・調整技法

各種土器の底面の切り離し．調整技法はロクロの使用の有無、成形台から切り離した後の調整手法

により、以下の7種類に分類される。

1類：無調整

2類：砂底

3類：回転糸切痕をもつもの

4類：静止糸切痕をもつもの

5類：ヘラケズリの調整をもつもの

6類：ナデ調整をもつもの

7類：ケズリ調整後、ナデ調整が施されるもの

さらに3類は以下の4類型に分類される。

3a類：回転糸切痕のみのもの

3b類：回転糸切り離し後、ケズリ調整が施されるもの

3c類：回転糸切り離し後、ナデ調整が施されるもの

3d類：回転糸切り離し後、ケズリ調整が施された後、ナデ調整が施されるもの

f 口縁部端面の形状

各種土器の口縁部の端面形を第98図に並記した。

1類：口唇部が丸く収まる形状である。士師器の長胴甕、小型甕、坏、Ⅱ、須恵器の坏等にみら

れ、当時期に該当する土器ではもっとも一般的である。

2類：口唇部が先細りとなる形状である。土師器の坏、須恵器の鉢、坏にみられる。

3a類：口唇部が平坦な形状であり断面系が四角形を呈する。土師器の長胴甕、小型甕、須恵器

の鉢にみられる。

3b類：口唇部は3a類と同様であるが、口唇部両端を面取りすることにより、断面は角の丸い

逆台形状を呈する。土師器の長胴甕、小型甕、須恵器の鉢、壺等にみられる。

4a類：口唇部が指等による押圧により、断面形がU字状を呈する。土師器の長胴甕、小型甕、

須恵器の壺、鉢等にみられる。

4b類：口唇部は4a類と同じであるが、口唇部両端下を面取りすることにより、断面はY字状

を呈する。

5類：口唇部に2段面取りが行われ、上半が3類の形状、下半が4類の形状を呈するもの。土師

器の長胴甕、須恵器の中甕等にみられる。
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6類：口唇部に2段面取りが行われ、上半下半ともに4類の形状を呈するもの。

JM 噸が
第98図口縁部の端面形各種

SA1類

A2b類A2a類

R~TK蕊Ⅷ
□□

江ｽ.,ゞロープ

頃”ノ □砥”』 B2b類

更。;3ゞp C2類

~62類てロG!類

SE1類
SE2類

第99図出土土器の器種類型

g色調

土器はその焼成状況により様々な色調を呈する。ここでは分類基準として、隠川(4)。(1"遺跡(木村・

三林1998)に準拠した。なお色調の分類には「新版標準士色帖｣(小山・竹原1990)を使用した。

須恵器 1 青灰色系のもの 土師器 6 赤褐色系のもの

2 灰色系のもの 7 褐色系のもの

3 褐灰色系のもの 8灰白色系のもの

4 明褐灰色系のもの 9 その他

5 その他
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h 器種類型(土師器）

A類長胴甕(第100～104図）

A1類（第100～102図、第103図-1～7,9)

当遺跡において最も出土量の多い甕である。口縁部端面形は3．4．5．6類を呈し、口頸部にゆ

るやかな屈曲面をもち、体部最大径を体部上半に有する。体部上半から底部にかけては直線的ない

しはゆるやかに内誉する器型である。最大径は口縁部にくるものが大半を占める。個体復元が可能

なものでは、口径180～268mm、平均224mmである。器高に対する口径の比は1.32～1.35であり、平

均1.33である。

成形技法は輪積み技法の後成形にロクロを使用するものが大半であり、外面調整は体部上半から

底部にかけてケズリ調整を行うものが大半をしめる。内面はロクロナデのみもしくは布、へラ等の

工具を使用したナデが施される。

A2a類（第103図-8･10，第104図-1．3．4．8)

口縁部端面形は1類を呈し、口頸部と体部とに明確な屈曲点を有し、外反する器形である。体部

最大径はA1類と同様に体部上半に位置し、底部にかけては直線的ないしはゆるやかに内轡する器

型である。個体復元が可能なものは少ないが、口径182～231mm、平均207mmであり、器高に対する

口径の比が求められる個体は出土しなかった。

成形技法は輪積み技法の後、ロクロ使用のものと、不使用のものがあり、ロクロ使用のものは、

A1類と同様であり、不使用のものは、外面はケズリによる調整、内面はナデ及びケズリによる調

整が施される。

A2b類（第104図-2．5．8)

A2a類と同様の口縁部端面形を呈するが、頸部に明瞭な屈曲点を持たず、体部上半から頸部に

かけてゆるやかに内脅し、口頸部がゆるやかに外反する器形である。体部最大径は体部上半から中

央と各個体によりばらつきがみられる。最大径は口縁部ないし体部である。個体復元が可能なもの

は少ないが、口径183～217mm、平均201mmであり、器高に対する口径の比が判明したのは1個体で

あり、 1.27である。

成形技法は輪積み技法の後、ロクロは使用されておらず、外面はケズリによる調整、内面はナデ

による調整が施される。

B類小型甕（第104図－9、第105.106図）

B1類（第104図-1、第105図-1～12)

A1類と同様の口縁部端面形、器形を呈する。個体復元可能なものでは、口径120～156mm、平均

141mm、器高98～142mm、平均128mm、器高に対する最大径の比は、 0.73～0.97、平均0.91である。

成形技法は輪積み技法の後に、ロクロを使用し、内外面ともにロクロナデのみのものが大半を占

めるが、指ナデ調整を施すものも若干見られる。底面は回転糸切り痕を残すもの、ナデ、ケズリ調

整を施すものがある。

B2a類（第105図-13～15, 106図-1～5，7， 10～13, 15)

A2a類と同様の口縁部端面形を呈し、頸部に明瞭なくびれを有する。体部最大径は体部中央付
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近にあり、球胴形である。最大径は、口縁部もしくは体部中央付近に位置する。個体復元可能なも

のでは、口径111～171mm、平均133mm、器高111～165mm、平均130mm、器高に対する最大径の比は、

0.48～0.66、平均0.54である。

成形技法は輪積み技法の後に、ロクロを用いず、外面はケズリ及びナデにより、内面はナデによ

り調整が施される。

B2b類（第106図-6･8)

B2a類と同様の口縁部端面形を呈するが、頸部に明瞭な屈曲点をもたず、体部上半から頸部にか

けてゆるやかに内脅し、頸部から口縁部にかけてゆるやかに外反する。体部は最大径を上半に有し、

やや内脅しながら底部にかけて直線的にすぼまる器形である。最大径は口縁部に位置する。個体復

元可能なものは少ないが、口径124～174mm、平均155mm、器高113～152mm、平均133mm、器高に対す

る最大径の比は0.48～0.66、平均0.54である。

成形技法は輪積み法の後に、ロクロを用いず、外面はケズリ及びナデにより、内面はナデにより

調整が施される。

C類坏（第107図、第108図-1～16)

当遺跡で出土している坏は、口縁部形態の違いにより分類した。まず全体では口径110～155mm、

平均135mm、器高40～64mm、器高に対する口径の比は0.33～0.49、平均0.42である。

C1類：口縁部が直上するもの（第107図-1．2．4．6～8．10～21.24、第108図-1．5．7．12～16)

C2類：口縁部が内轡するもの（第107図-3)

C3類：口縁部が外反、外傾するもの（第107図-5．9．22．23，第108図-2．3．4．6．8．9～11)

いずれの個体もロクロを使用しており、口縁部形態の差はロクロ成形時に生じるものである。当

遺跡においてC1，C3類が多くみられ、C2類は僅か1点のみである。 ロクロ成形後は無調整の

ものが多いが、体部下半付近にナデ、ケズリ調整を施すものも若干みられる。底面は回転糸切り痕

を留めているものが多いが、第107図－11， 15，23は静止糸切り痕である。回転糸切り痕を留めて

いるものでも、僅かにケズリ調整がほどこされるものもある(第107図-2)◎完全にケズリ調整によ

り回転糸切痕を消しているものも見られる(第107図-8･14)｡また第107図-18～20は内面黒色処理

が施され、内面には丁寧なミガキ調整が施されている。第107図-5は墨耆土器であり、「大川」と

いう文字が記されている(国立歴史民俗博物館教授・平川南氏のご教示による)｡

D類Ⅲ（第108図-17～20)

D1類（第108図-17～19)

底部から口縁部にかけて直線的ないし内脅しながら立ち上がる器形である。個体復元可能なもの

では、口径15～15.6cm、平均15.4cmであり、器高に対する口径の比は、 0.23～0.26、平均0.25である。

成形技法は輪積み技法の後、ロクロナデのみの調整が施されている。この器形にはロクロ痕を強

く残すもの(第108図-17)とそうでないもの(第108図の18･19)が存在する。底面はいずれも回転糸切

痕を留めている。

D2類（第108図-20)

底部から体部上半にかけてゆるやかに外傾しながら内誉し、体部上半と口縁部に明確な屈曲点を
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有するⅢである。 10Hより1点のみ出土している。口径14.6cm、器高に対する口径の比は0.23ある。

成形技法は輪積み技法の後、ロクロナデの後、内外面ともに僅かに指ナデにより調整がほどこさ

れている。底面は回転糸切り後無調整である。

i 器種類型（須恵器）

SA類：甕（第112図-4～8)

須恵器の甕は法量の違いにより大甕、中甕、小甕に分類した。各類型とも成形する際に叩き調整が

施され、当て具痕として矢羽状の痕跡を留めているものがみられる。叩き目は平行叩き目が一般的

であるが、肩部及び底部では格子叩き目がみられるものがある。体部破片のみの出土が多いため、

完全に復元できたものはないので、正確な法量は不明である。

SA1類：大甕（第112図-4)

本遺跡では先述したように体部破片のみの出土で正確な法量は不明であるが、 2H出土の甕の口縁

部は口径33.8cmを計り、端面形は1類を呈し、口頸部にロクロナデが施されている。

SA2類：中甕（第112図-8)

11Hより1点のみ出土している。底部が欠損しているため正確な形態は不明であるが、口径22.2cm、

最大径を体部中央に有し39.8cmを測る。頸部はロクロナデ、肩部には格子目のタタキ、体部_上半か

ら下半は平行夕タキ調整が施され、内面には矢羽状の当て具痕がみられる。

SA3類：小甕（第112図-5～7)

SDO2･04、遺構外から出士している。いずれも口縁部～肩部にかけての破片資料であり、正確な

法量は不明であるが、端面形は4ないし6類型を示し、口径は14～18.2cmを測る。いずれの頸部に

もロクロナデ調整後にへう記号が施されている。

SB類：鉢（第110図-14～20、第111図-1．2，第112図-10)

須恵器の鉢は口縁部の形態の違いにより、 2類型に分類される。

SB1類（第110図-14･16～20、第111図-1．2、第112図-10)

口縁部端面形が3類を呈し、頸部は緩やかに内誉する。最大径は体部上半～中央部に位置する器形

である。出土数は少ないが、口径10.2～20.4cm、平均15.3cm、底径6.1～9cm、平均7.19cm、器高に対

する口径の比は0.58～0.89、平均0.71を測る。

SB2類（第110図-15)

口縁部端面形が2類を示し、頸部に屈曲点を有し、頸部から口縁部にかけて外反する。最大径は体

部中央に位置する器形である｡SDO4から1点のみの出土であり、口径10.8cm、底径6.8cm、最大径1

1.6cm、器高に対する口径の比は0.75を測る。

SC類：坏（第108図-21～24、第109図、第110図-1～12)

須恵器坏は、土師器と同様に口縁部形態の違いにより分類した。まず全体では口径11～14.6cm、平

均13.2cm、器高4.1～6.7cm、平均5.2cm、器高に対する口径の比は0.31～0.50、平均0.40である。

SC1類：口縁部が直上するもの（第108図-21.22.24，第109図-2．3．7．9～12． 14． 15．20～24、第

110図-6～12)
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SC2類：口縁部が内蟹するもの（第110図-5)

SC3類：口縁部が外反、外傾するもの（第108図-23，第109図-1．4～6．8．13． 16～19、第110図-1

～4）

いずれの個体もロクロ成形であり、土師器の坏と器形、製作技法に変化は認められない。須恵器の

坏に関しても土師器同様SC1，3類が多くみられ、SC2類は僅か1点である。 ロクロ成形後は無

調整の個体が多いが、体部下半付近にナデ、ケズリ調整を施すものも若干みられる。底面はすべて

回転糸切り痕を留めているが、回転糸切り痕を留めているものでも、ケズリ調整が施されるもの

（第109図-1．2．4･24、第110図-4)、ナデ調整がほどこされるもの(第108図-22)も若干みられる。

焼成は還元焼成のものが全体の80.9％を占め、酸化焼成のものは僅か19.1％であり、いずれも焼成

は良好で、硬質である。

SE類壺（第111図-3～13、第112図-9)

壺は頸部径に対する最大径の比率で細口壺(0.4未満)、広口壺(0.4以上)に分類した。

SE1類：細口壺（第111図-4～10･14)

いわゆる長頸壺であり、頸部と体部の付け根に隆帯を巡らすものが一般的であるが、第111図－6は

隆帯の下端部のみがみられ、上端は平滑である。口縁部の形態は持子沢系の口縁部といわれている

端面形4b類を呈し、肩から体部上半にかけて直線的ないしはゆるやかに内脅し、体部上半から屈

曲の度合いが高くなり、最大径を体部上半から中央に有する。体部上半から底部にかけて再びゆる

やかに内脅している。成形技法は、口頸部、胴部、底部を個別につくり、接合している。底面は細

い工具によりケズリ調整を行い、高台状に作り出しているいわゆる「菊花文」を呈するものとケズ

リ調整のものとの2種類である。菊花文全体が復元できた個体は12Hより出土したもので、能代市

十二林遺跡で出土している菊花文が丁寧な造りであるのに対し、当遺跡で出士しているものは簡略

化が進んでいる。復元可能な個体は少ないが、口径9.4～10.3cm、平均9.9cm、最大径18.1～19.6cm、

平均18.7cmを測る。

SE2類：広口壺（第111図-11～13，第112図-9)

当遺跡で出土しているものは広口短頸壺であり、完全な形に復元できたものはSDO4から出士した

1点にすぎない。口縁部から頸部にかけての器形は中甕と酷似している。中甕との相違点は、叩き

調整の有無、器形全体にわたるロクロナデの有無による。肩部から体部下半にかけてゆるやかな球

胴形を呈し体部中央付近に最大径を有する。口径14.2cm、頸部最小径11.4cm、最大径21.9cm、器高

25.8cm、器高に対する最大径の比は1.18である。

成形技法は輪積み技法の後に、第112図－9は夕タキ調整が施されているが、それを除くとロクロ

ナデ調整を施し、体部下半から底部にかけてケズリ調整が施される。底面はケズリ底である。

G類 ミニチュアt器（第113図－3～17）

ミニチュア土器は全部で15個体出土しており、須恵器が1点出土している。ロクロ使用の有無及び

形態の違いにより以下の2類型に分類された。

G1類：ロクロを使用していないもの｡器形により以下の2類に細分される。

Gla類（第113図-3．4．7．10)
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隠川(2)外遺跡

口縁部が外反する器形である。いずれも内外面はナデ調整が施されているものの、器面は凹凸が激

しく、粗雑である。

G1b類（第113図-5．6．9．11)

口縁部が直上ないしやや内轡する器形である｡G1類同様内外面ともナデ調整が施されてはいるが、

つくりは粗雑である。

G2類：ロクロを使用しているもの。器形により以下の2類型に細分される。

G2a類（第113図-12)

口縁部が外反し、頸部に明瞭な屈曲点を有するもの。成形技法はロクロナデの後、指ナデが施され

ている。G1類と異なり、つくりは精巧である。

G2b類（第113図-8)

口縁部が直上するもの。成形技法はロクロナデの後、ケズリ調整が施される。G2a類同様つくり

は精巧である。

G2c類（第113図-15)

Ⅲ形を呈するもの｡ 2Hからの出士であり、成形技法はロクロナデの後、体部下半に粘土を貼付け、

厚さを増して、焼成した後、 ミガキ調整を施している。焼成も良好で、硬質である。
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第5章検出遺構と出士遺物

2 出土土製品

1 土玉（第118図－1～29）

t玉は25点出土し、内遺構内の出土は17点であり、 11Hからの出士が12点と多い｡30の管玉を除

き、器形は球形を呈し、穿孔部を平坦ないし凹状にしている。 16を除くすべてが焼成前の穿孔であ

る。色調は酸化して褐色を呈するものと黒色を呈するものが過半を占めている。穿孔方法も粗雑さ

がみられ、 5は端に穿孔して穴が破損した状態であり、 17，24は穿孔失敗の箇所が修復せずに留め

られたままである。焼成状況は暗胄灰色をしたものを除くと、いずれのものも脆弱で、特に黒色の

ものは極めて脆弱である。

2 穿孔のない球状を呈するもの（第118図-31～33）

11Hから2点と遺構外から1点出士した。いずれも酸化焼成で褐色を呈し、焼成は良好である。

3 土鈴（第119図－1～6）

3を除き遺構外からの出土である。色調はにぶい黄榿色から暗褐色を呈する｡ lは全体のおよそ

3分の1程度が確認された。突起部分に穿孔が施されている。粗雑なつくりで、粘土の接合部分が

残存しており、調整が殆ど施されていない。 2は突起部分と本体とを接合するための溝状の痕跡を

もつ。その他の遺物は士鈴の紐帯部分のみの出土であり、 3は紐帯部先端が指により、外側へのつ

まみがみられる｡ 3･4･6の紐帯部への調整は丁寧なナデが施されている｡ 5は調整が殆ど施され

ず、成形時の指圧痕を留めている。

4棒状土製品（第119図－7～15、第120図5．6)

第119図－9を除き遺構外からの出土である。色調はにぶい黄榿色～褐色を呈し、第119図－9を

除いて全体に調整が丁寧であり、ナデ、 ミガキ、指による調整が施されている。全ての遺物が破損

しており、全体の形態は不明であるが、先端部分は指等により、丸く調整が施され、破損部分にい

くにしたがって直線的もしくはやや厚みを増す形態である。
ー

5紐状土製品（第120図-1．2)

11Hと遺構外から各1点ずつ出土している。いずれも破損品であるが、円形を呈し、耳飾り？

の可能性も考えられる。色調は1が明褐色、 2がにぶい黄榿色を呈する。

6 盤状土製品（第120図-3)

遺構外からの出土である。両端が破損しているが、少なくとも2つの穿孔がみられ、装飾品の可

能性が考えられる。
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隠川(2)外遺跡

7 焼成粘土塊

（第120図 4．7～9)

11号住居跡から1点出土

している他は、遺構外から

の出土である。色調はにぶ

い黄榿色～明黄褐色である。

8は、中央付近に半円形の

窪みが穿たれているが、用

途は不明である。 7．9は

いずれも隠川(4) ． (13遺跡

で出土したものと同様の焼

成粘土塊であり、 7は平坦

面を有するが、調整は全く

施されていない。 8は一部

平坦面を有するが、全体に

凹凸が激しく、 7同様調整

は施されていない。

側の脱鋤
3 －

0 2 4

○ 6 ! ! ic"

-ﾘｰ》
○ 1

心組
Cb 8

雪辱
くつ ，

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ

（
Ⅱ
Ｖ
心

8 羽口（第120図-10． 11)

いずれも遺構外からの出

土であるが、グリッドが同

じであり、遺物間の距離も

短い。形態は平坦面を有す

る蒲鉾形を呈し、大きさも

230mm前後と近似している。

色調はいずれもにぶい黄榿

色を呈する。調整はいずれ

もケズリ調整が施されてい

るが、 10はスサが混入され

ており、器面に凹凸が目立

つ。いずれも製鉄の際の送

風管として使用されたもの

であり、送風口にガラス質

溶融及び鉄津の付着がみら

れる。

〃

10

ｍＣ
．

０１
０

１

第120図出ii製品(3)
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第5章検出遺構と出土遺物

第3節旧石器時代の出土遺物（第121図）

CX-04グリッドの攪乱層より1点出土。石質は頁

岩である。石刃技法による縦長剥片から作られた彫

器(彫刻刀形石器)であり、 ノッチは2～3回の打撃

によって斜めに切り落とされ作成された左刃斜刃型

である。旧石器時代の遺物は、鞠ノ沢遺跡での石器

の出土の記録があるものの、詳細はわかっておらず、

遺構内外においての五所川原市内の遺跡からの出士

はきわめて稀であると言える。

この1点だけで判断するのは難しいかもしれないーぜ一ユノ．､、、ダーロノ－ 1ｺ四I フ ーンー一U‐六匹し可 〃ソ しｰ・Wv．‐可

＜＞2 ， 1
4cm

が、いわゆる荒屋型彫刻刀の一般的定義として、

1，先端部左肩にファシットがなされる。 第121図出土旧石器

2，先端部は急斜度調整によって尖頭状に仕上げ

られる。そしてその切っ先は器軸のほぼ中央にくる。

3，石器の周縁には急斜度調整がなされる。

の三項目が挙げられる。これをこの石器に当てはめるとほぼすべて該当することから、この1点のみ

からの判断では荒屋型彫刻刀と考えられる。 （山口航堆）

第4節縄文時代の出土遺物

縄文時代の遺構は今回の調杳区内では検出されず、遺物のみの出土であった。さらに各遺物の出士

状況をみると、平安時代の出土居位よりも上層あるいは、同一層での検出であり、本来遺物の帰属す

る居序での出土ではなく、流れ込みもしくは攪乱等による、流入であると考えられる。そこで、ここ

では出土遺物の形式的な記載に留めることにする。

1 縄文土器（第122図）

縄文土器は遺構外からの出土であり、その出土層位も本来の帰属層位であるとは考えにくい。そこ

で形式、文様等に着眼して、各遺物の時期を想定するに留めることにした。

縄文時代早期(第122図－1）

尖底部が出土している。胎士は焼成不良のため非常に脆弱である。早期後半から前期初頭にみら

れる繊維の混入はみられなかった。

縄文時代前期(第122図－2．3）

2は円筒下層b式期に該当する器形であり、口縁部に横位の押圧縄文がみられる。 3は縄文前期？

の深鉢の底部で網代痕を留めている。胎士に石英粒、砂粒を多く含み、焼成は比較的良好である。
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隠川(2)外遺跡

縄文時代後期(第122図－4．5．6．8）

いずれも十腰内I式期の土器である。 4は鉢形土器であり、口縁部は無文で、頸部から体部にか

けて1本ないしは2本1組の沈線による直線的な幾何学紋様が描かれている。外面は焼成による剥

落が目立ち、内面にはススが付着している。胎士には海綿骨針、黒雲母が混入しており、小礫の混

入が目立つ。

5．6は深鉢の体部破片で、 5は充填縄文手法、 6は磨消縄文手法により、曲線的な文様が施さ

れている。 5は文様の方向に沿ってLRの斜行縄文が施されている。 6はLRの横走の斜行縄文が施

された後文様を区画している。

8は、後期の台付鉢の台部である。無文で外面は丁寧なナデ調整が施されている。

縄文時代晩期(第122図－7．9．10･11)

7は後期最終末～晩期初頭に位置づけられる壺形土器である。グリッドAJO5・AKO6の表土から

出土している。やや外傾する長めの口頸部をもち、肩部が張る器形である。口頸部外面は丁寧なミ

ガキ調整が施され、肩部にはLRの斜行縄文が施文されている。内面はナデ調整が施されている。

胎士に砂粒、石英粒、海綿骨針を多く含み、焼成は良好である。

9は晩期前葉の深鉢形土器である。口縁部は小波状口縁であり、体部上半から口頸部に屈曲点を

有する器形である。体部にLRの斜行縄文を施文した後、口頸部及び、体部_上半に沈線を引き区画

体を形成し、入り組み三叉文を充填した後、 ミガキ調整を施している。内面も丁寧なミガキ調整が

施され、非常に精巧なつくりである。胎士には海綿骨針、石英粒が含まれるが、砂粒はあまり含ま

れておらず、焼成は非常に良好である。

10は晩期前葉の鉢形土器である。山形の突起が連続する小波状の口縁を有し、単位は不明である

がそれよりも大きな突起を有し、外反する短い口頸部を有する。口唇部下及び体部文様帯には、沈

線で区画された中に同一方向で爪形文が配される。その後体部下半を区画する沈線が引かれ、RL

横走縄文が充填されている。胎士には砂粒が多く含まれ。胎士は非常に脆弱である。また内外面に

はススの付着がみられ、煮沸用に使用されたと考えられる。

11が晩期2期の注口土器であり、頸部は無文であり、頸部と肩部境界に列点文を配し、肩部には

入り組み三叉文が施される。

2 石器（第123.124図）

石器はほぼすべて遺構外からの出土であるため、土器等との共伴関係を見ることができないため、

他遺跡との大まかな比較によって時代を推定した。ここでは、いわゆる定型石器および、微細剥離や

使用痕の残る石器について掲載した。

石鑪(第123図）

13点のうち2，9以外は基本層序I～Ⅳ層からの出士である。 2はSD-01の埋士3層からの出土で

あり、 9はSK-26の埋士3層からの出土であるが、ともに遺構と遺物の年代は合致しないものと思わ

れ、何らかの作用によってこれらの遺構に流入したものと思われる。また、 9には器体裏面中央より

やや下に、楕円形のくぼみが見られる。おそらくこれは、火はねによる欠損と思われる。石質は1が
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隠川(2)外遺跡

黒曜石、 9がチャートであるほかはすべて頁岩である。基部の形状で分類した場合、平基が1，2，6｡

円墓が3｡凹基が5．尖基が7，8．有茎が9～13である｡ 4は基部を欠損しているため不明である。

石匙(124図－1．2）

1は縦型石匙で、間接打撃による素材剥片を用い加工したものである。つまみ部分及び刃部を比

較すると、剥離面の切り合いから、つまみ部分を最後に作成したものと思われる｡ 2は器体のうち

つまみ部分から刃部にかけ3分の2あまりを欠損しているが、残存部の形態から石匙の欠損品と思

われる。共に基本層序Ⅳ居、石質は頁岩である。

加工痕のある剥片(124図－3～6、使用痕のある剥片を含む）

3は器体下半に2次加工が為され、刃部を形成している。 4は器体下端に2次加工らしき剥離が

見られるが、その形状から刃部として機能していたものではないと思われる。また、左側縁に微細

剥離が見られることから、ここを刃部として使用していた剥片と考えられる。 5， 6もはっきりと

した2次加工は見られないものの、 5は左側縁から下端部まで、 6は下端部付近に微細剥離が見ら

れるため、ここを刃部として使用していたと考えられる。 4を除きすべて基本層序IからⅣ層より

出土、石質は頁岩である。 4は9H埋士中からの出土であるが、 9Hは平安時代の遺構であると考

えられるため、何らかの作用でこの遺構に流入したものと思われる。

磨製石斧(124図－7）

欠損品であり、刃部のみの出土である。刃部に垂直に線条痕が見られる。基本層序Ⅱ層からの出

士で、石質は緑色細粒凝灰岩である。 (山口航生）
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3
7
H

覆
土
剛
S

1
8
.
6
8
.
6
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
2
b

2
b
I
n
d
e
t
2
b

2
b
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
酸
化
軟
質
6

海
綿
骨
針
含
む

P
X

3
4
図
－
8

1
1
3
図
－
1
6
須
恵
器
S
G
G
Q
2
3
7
H

床
直
B
F
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
3
.
1
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
2
a
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
2
a

5
還
元
硬
質
2

海
綿
骨
針
含
む

P
l
O
7

3
8
図
－
1

1
0
5
図
－
2
土
師
器
B
1
G
E
2
7
8
H

覆
土
4
層
R
N
S
B
F
3
a

1
4
．
4
1
4
．
4
1
3
．
9
8
.
3

l
a

1
a

1．
1．

1
a

1
a

3
a
酸
化
軟
質
6

頚
部
内
面
に
ス
ス
付
着

P
5
,
7

3
8
図
－
2

1
0
7
図
－
2
3
土
師
器
C
3
G
E
2
7
8
H

覆
土
2
層
剛
S
B
F

1
14
．
7
14
．
7
6
5
.
6

l
a

1．
1．

1
a

l
a

l
a

4
酸
化
軟
質
6

海
綿
骨
針
含
む

P
1
1

3
8
図
－
3

1
1
3
図
－
1
1
土
師
器
G
1
c
G
E
2
7
8
H

床
直
R
N
S

1
8
.
4
8
.
4
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
2
b

2
c
I
n
d
e
t
2
b

2
b
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
酸
化
硬
質
7

海
綿
骨
針
含
む

P
5
1



付
表
3
出
土
土
器
観
察
表
（
3）

珊 函 側 莎 圧 飾 蕪 作 圧 什 師 雪
室 一

図
版
No
.
種
別
器
種
グ
リ
ッ
ド
出
土

位
置
1

出
土

位
置
2
層
位
残
存
部
口
縁
部

端
面
形

計
測
値

口
径
最
大
径
器
高
底
径

外
面
調
整

口
頚
部
体
部
上
半
体
部
下
半

内
面
調
整

口
頚
部
体
部
上
半
体
部
下
半
底
面

焼
成
色
調

分
類

胎
土

分
析

そ
の
他
の
特
徴

P
番
号

4
1
図
－
1

1
0
1
図
－
8
土
師
器
A
1
F
E
1
9
9
H

覆
土
2
層
剛
S
3
a
2
1
.
2
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
l
a

l
e
I
n
d
e
t
1
a

1
c
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
酸
化
硬
質
7

海
綿
骨
針
含
む

P1
－
1

4
1
図
－
2
土
師
器
C
l
即
1
9
9
H

覆
土
3
層
剛
S
B

1
15
．
5
1
5
.
5
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
1
a

1
a

1
a

l
a

1
a

l
a
I
n
d
e
t
酸
化
軟
質
6

海
綿
骨
針
含
む

P
5
,
8

4
1
図
－
3

1
0
8
図
－
1
9
土
師
器
D
1
即
1
9
9
H
S
P
O
1
覆
土
1
層
R
N
S
B
F

1
1
5
.
5
1
5
.
5
4
5
.
2

l
a

1．
1．

1
a

1
a

1
a

3
a
酸
化
硬
質
6

海
綿
骨
針
含
む

P
1
-
2

4
4
図
－
1
土
師
器
A
F
C
2
2
1
0
H

覆
土
3
層
B
F
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
1
0
.
2
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
2
a
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
2
b

6
酸
化
硬
質
7

海
綿
骨
針
含
む

P
2
4

4
4
図
－
2
須
恵
器
S
C
1
F
H
2
2
1
0
H

覆
土
2
層
R
N
S

1
1
3
1
3
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
1
a

1
a

1
a

1
a

1
a
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
還
元
硬
質

1
海
綿
骨
針
含
む

P
2
9

4
4
図
－
3

1
0
9
図
－
1
8
須
恵
器
S
C
3
F
H
2
2
l
O
H

覆
土
3
層
R
N
S
B

1
1
3
1
3
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
1
a

1
a

l
a

1．
1
a

l
a
I
n
d
e
t
還
元
軟
質
2

P9
，
11

4
4
図
－
4

1
0
8
図
－
2
0
土
師
器
D
2
F
H
2
2
l
0
H

覆
土
4
層
剛
S
B
F

1
1
4
.
6
14
．
6
3
.
4
6
.
1

1
a

1
a

1
a

1
a

l
a

1
a

3
a
酸
化
硬
質
7

海
綿
骨
針
含
む

P
l
7

4
7
図
－
1

1
0
3
図
－
9
土
師
器
A
l
肥
･
D
H
O
4
l
1
H

覆
土
6
層
R
N
S
B
4
a
2
0
.
5
2
0
.
5
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
1
a

l
c

l
c

1
a

1．
1．

I
n
d
e
t
酸
化
軟
質
7

海
綿
骨
針
含
む

P
H
2
5
,
3
9
,
5
3
,
5
8
,
6
1
,
7
1
,
7
2
,
1
4
6
,
1
4
8
,
1
5
9
,
1
8
1
,
2
2
2
,
2
2

8
,
2
3
2
,
2
4
0
,
2
4
8

4
7
図
－
2

1
0
4
図
－
5
土
師
器
A
2
b
肌
･
D
H
O
4
l
l
H

覆
土
6
層
R
N
S
B
F

1
2
1
.
7
2
1
.
7
2
7
.
5
7
.
1
2
a

2
a

2
a

2
b

2
b

2
b

2
酸
化
硬
質
7

海
綿
骨
針
含
む

P
H
2
4
,
2
6
,
4
6
,
4
7
,
4
8
,
4
9
,
5
3
,
5
5
,
6
2
,
6
3
,
6
7
,
7
3
,
9
5
,
9
6
,
9

9
,
1
0
0
,
1
0
1
,
1
0
6
,
1
0
7
,
1
0
8
,
1
1
0
,
1
1
1
,
1
1
2
,
1
1
4
,
1
1
5
,
1
6
6

1
6
7
,
1
9
3
,
2
1
7
,
2
1
8

4
7
図
－
3

1
0
6
図
－
1
土
師
器
B
2
a
D
H
O
4
l
1
H

覆
土
6
層
剛
S
B
F

1
1
3
.
4
13
．
4
1
5
7
.
8

1
b

l
c

l
c

1
a

l
a

l
a

2
酸
化
軟
質
6

海
綿
骨
針
含
む

P
H
4
4
,
1
6
8
,
1
7
2
,
1
7
3
,
1
7
9
,
2
4
0

4
7
図
-
4

1
0
5
図
-
1
土
師
器
B
1
D
H
0
4
.
0
5
l
1
H

覆
土
6
層
剛
S
B
F
4
b
1
7
.
1
1
7
.
3
1
6
.
5
8
.
5
1
b

1
e

l
e

1
a

1
a

1
a

1
酸
化
軟
質
6

海
綿
骨
針
含
む

P
H
l
4
,
1
8
1
3
0
,
1
8
6

4
7
図
－
5

1
0
8
図
－
6
土
師
器
C
3
D
H
O
4
1
1
H

覆
土
6
層
R
N
S
B
F

1
1
4
．
7
1
4
．
7
5
.
1
5
.
7
l
a

1．
1．

l
a

l
a

l
a

3
a
酸
化
硬
質
7

P
H
l
8
2

4
7
図
－
6

1
0
7
図
－
8
土
師
器
C
l
D
H
O
4
l
l
H

覆
土
6
層
R
N
S
B
F

1
1
3
.
6
1
3
.
6
5
.
6
6
.
3

l
a

1．
1．

l
a

1
a

1
a

7
酸
化
軟
質
6

ヘ
ラ
記
号
、
海
綿
骨
針
含
む
P
H
2
3
4

4
7
図
－
7

1
0
8
図
－
2
土
師
器
C
3
脇
･
D
H
O
4
l
1
H

覆
土
6
層
剛
S
B
F

1
15
．
5
1
5
.
5
6
.
5
5
.
7
l
a

1．
1．

1
a

1
a

1
a

3
a
酸
化
軟
質
6

海
綿
骨
針
含
む

P
H
6
0
,
6
9
,
1
5
9
,
1
8
8
,
2
1
9

4
7
図
－
8

1
1
0
図
－
1
6
須
恵
器
S
B
1
D
H
O
4
l
1
H

覆
土
6
層
R
N
S
B
F
3
b
1
1
.
4
1
2
.
6
8
.
5
6
.
2
1
a

l
a

1．
1
a

1
a

l
a

3
a
還
元
硬
質
2

自
然
釉

P
S
2
0
,
2
1
,
2
3
,
2
4
,
4
0
,
4
9

4
7
図
－
9

1
1
0
図
－
1
8
須
恵
器
S
B
1
D
H
O
4
l
1
H

覆
土
6
層
R
N
S
B
F
4
b

1
1
1
2
.
2
8
.
9
6
.
1

1
a

1．
1．

1
a

1
a

l
a

3
a
還
元
硬
質
2

ヘ
ラ
記
号
、
輪
積
痕
、
海
綿

骨
針
含
む

P
S
6
9

4
7
図
-
1
0

1
0
7
図
－
6
土
師
器
C
l
D
H
O
5
l
l
H

覆
土
1
層
剛
S
B
F

1
1
2
1
2

5．
5
5
.
6
1
a

1．
1．

1
a

1
a

1
a

3
a
酸
化
軟
質
2

ヘ
ラ
記
号

P
H
4
,
7

4
8
図
－
1

1
0
9
図
－
8
須
恵
器
S
C
3
D
H
O
4
l
l
H

覆
土
6
層
R
N
S
B
F

1
1
3
.
3
1
3
.
3
5
.
9
5
.
2

l
a

1．
1．

1
a

l
a

l
a

3
a
還
元
硬
質
2

ヘ
ラ
記
号
、
火
檸
痕
、
海
綿

骨
針
含
む

P
S
1
2
,
2
6
,
2
7
,
3
7
,
5
2
,
6
0

4
8
図
－
2

1
1
2
図
－
8
須
恵
器
S
A
2
D
H
0
4
．
0
5
l
l
H

覆
土
6
層
剛
S
B
6
2
2
.
2
3
9
.
8
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
2
e

2．
2．

1．
1
a

0
I
n
d
e
t
還
元
硬
質
2

ヘ
ラ
記
号
、
輪
積
痕
、
当
具

痕

P
S
1
,
3
,
1
8
,
2
9
,
3
0
,
4
1
,
4
3
,
4
5
,
4
6
,
4
7
,
4
8
,
5
3
,
5
4
,
5
5
,
6
1

6
2
,
6
6
,
9
7

4
8
図
－
3

1
1
2
図
－
3
須
恵
器
S
E
D
H
O
4
l
l
H

覆
土
6
層
B
F
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
9．
8
I
n
d
e
t

1
a

1．
I
n
d
e
t

1
a

1
a

7
還
元
硬
質
2

火
襟
痕
、
海
綿
骨
針
含
む
P
S
6
7
,
7
3

4
8
図
－
4

1
0
9
図
－
1
9
須
恵
器
S
C
3
D
H
O
4
l
l
H

覆
土
6
層
剛
S
B
F

1
1
4
.
6
1
4
.
6
6
.
4
6．
2
1
a

1．
1．

1
a

l
a

l
a

3
a
還
元
硬
質
2

自
然
釉
、
火
裡
痕

P
S
7
1
,
7
4
,
P
H
2
3
5

4
8
図
-
5

1
0
8
図
-
2
1
須
恵
器
S
C
l
D
H
O
4
l
l
H

覆
土
6
層
剛
S
B
F
2

11
．
4
1
1
.
4
4．
5
4

1
a

l
a

1
a

l
a

1
a

1
a

3
a
酸
化
硬
質
4

ヘ
ラ
記
号
、
火
棒
痕

P
S
8
,
1
0
,
1
1
,
7
6

4
8
図
－
6

1
0
9
図
－
6
須
恵
器
S
C
3
配
･
D
H
O
4
1
1
H

覆
土
6
層
剛
S
B
F

1
12
．
6
1
2
.
6
4

4．
2
l
a

1．
1．

l
a

1
a

1
a

3
a
還
元
硬
質
2

ヘ
ラ
記
号
、
火
棒
痕
、
海
綿

骨
針
含
む

P
S
4
,
6

4
8
図
－
7

1
0
9
図
－
1
2

4
8
図
－
8

1
1
3
図
－
7

須
恵
器

土
師
器

S
C
l

G

船
･
D
H
O
4

船
0
4

l
1
H

l
l
H

床
直

覆
土
6
層

R
N
S
B
F

R
N
S

1 1

1
3
.
4

9
.
6

13
．
4

9
.
6

5
.
4

I
n
d
e
t

5
.
6

I
n
d
e
t

l
a

1
b

1． 1．

1．

I
n
d
e
t

1
a

1
b

1
a

l
b

l
a

I
n
d
e
t

3
a

I
n
d
e
t

酸
化
硬
質

酸
化
軟
質

5 7

ヘ
ラ
記
号
、
火
檸
痕
、
海
綿

骨
針
含
む

P
H
1
1
9
,
1
2
0
,
1
2
1

P
H
1
6
6

5
2
図
－
1

1
0
0
図
－
6
土
師
器
A
l
G
W
2
1
l
2
H

覆
土
剛
S
3
a
2
4
.
8
2
4
.
8
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
1
b

l
c
I
n
d
e
t

1
a

1．
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
酸
化
軟
質
6

海
綿
骨
針
含
む

P
H
2
1

5
2
図
－
2

1
0
2
図
－
2
土
師
器
A
1
G
W
2
1
l
2
H

覆
土
6
層
剛
S
3
b
2
2
.
2
2
2
.
2
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
l
a

1
a
I
n
d
e
t

1
a

l
d
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
酸
化
軟
質
6

輪
積
痕

P
H
5
5
,
5
6
,
9
1

5
2
図
－
3

1
0
0
図
－
1
土
師
器
A
1
G
W
2
1
l
2
H

覆
土
6
層
R
N
S
B
F
6
2
3
.
7
2
3
.
7
3
1
.
3
9
.
1

1
a

1
c

l
c

l
a

1．
1．

5
酸
化
軟
質
6

輪
積
痕
、
海
綿
骨
針
含
む
P
H
l
,
3
,
1
5
,
2
0
,
3
1
,
3
2
,
3
4
,
1
0
0
,
1
0
4
,
1
3
5
,
1
4
4
,
1
6
3
,
1
7
3

1
8
1



付
表
4
出
土
土
器
観
察
表
(
4
)

寵 三 重 糞 賦 雲

昌 一 】

図
版
No
.
種
別
器
種
グ
リ
ッ
ド
出
土

位
置
1

出
土

位
置
2
層
位
残
存
部
口
縁
部

端
面
形

計
測
値

口
径
最
大
径
器
高
底
径

外
面
調
整

ロ
頚
部
体
部
上
半
体
部
下
半

内
面
調
整

口
頚
部
体
部
上
半
体
部
下
半
底
面

焼
成
色
調

分
類

胎
土

分
析

そ
の
他
の
特
徴

P
番
号

5
2
図
－
4

1
0
1
図
－
4
土
師
器
A
1
師
2
1
1
2
H

覆
土
7
層
剛
S
B

5
1
8
.
2
1
8
.
2
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
l
e

l
c
I
n
d
e
t

l
a

1
a

l
a
I
n
d
e
t
酸
化
軟
質
6

u
豚
首
b
門
皿
ト
ハ
ハ
1
丁
看
、

海
綿
骨
針
含
む

P
H
9
,
1
0
,
1
2
,
1
3
,
1
6
,
4
0
,
1
2
7

5
2
図
－
5

1
0
3
図
－
1
土
師
器
A
1
G
W
2
1
l
2
H

覆
土
6
層
剛
S
3
b
2
0
2
0
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
l
a

1
a
I
n
d
e
t
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2
図
－
1
土
師
器
A
1
D
D
O
3
S
K
O
5

覆
土
6
層
剛
S
B
F
5
2
0
.
6
2
1
3
2
.
8
8
.
8

l
a

1
c

l
e

l
a

1．
1．

5
酸
化
軟
質
7

海
綿
骨
針
含
む

P
1
1
,
1
6
,
5
6
,
6
1
,
6
2
,
6
6
,
6
7
,
7
0
,
1
0
2
,
1
1
5
,
1
6
0

1
0
2
図
－
6
土
師
器
A
1
D
D
O
3
S
K
O
5

覆
土
3
層
剛
S
B
6

1
8
1
8
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
1
a

1
a

l
c

l
a

1
a

1．
I
n
d
e
t
酸
化
軟
質
6
N
o
.
1
5
海
綿
骨
針
含
む

P
7
,
2
3
,
5
6

1
0
3
図
－
7
土
師
器
A
1
D
D
O
3
S
K
O
5

覆
土
3
層
R
N
S
3
a
2
0
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
l
e

l
e
I
n
d
e
t

l
a

1．
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
酸
化
軟
質
6

海
綿
骨
針
含
む

P
l
2

1
0
3
図
－
8
土
師
器
A
2
a
D
D
O
3
S
K
O
5

覆
土
6層
剛
S

1
2
4
.
3
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
l
b

1．
I
n
d
e
t

1．
1．

I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
酸
化
軟
質
6

海
綿
骨
針
含
む

P
1
0
9
,
1
2
8
,
1
2
9

1
0
6
図
－
7
土
師
器
B
2
a
D
D
O
3
S
K
O
5

覆
土
3
層
剛
S
B
F

1
1
2
.
4
1
3
1
4
.
2
8
.
3

l
a

l
c

1
c

1
a

1
a

l
a

2
酸
化
軟
質
7

海
綿
骨
針
含
む

P
5
,
1
3

1
0
7
図
－
1
6
土
師
器
C
l
D
D
O
3
S
K
O
5

覆
土
3
層
R
N
S
B
F

1
1
3
.
1
13
．
1
5
.
6
6
.
9
1
a

1．
1．

1
a

l
a

1
a

3
a
酸
化
硬
質
8

海
綿
骨
針
含
む

P
l

1
0
8
図
－
3
土
師
器
C
3
D
D
O
3
S
K
O
5

覆
土
2
層
剛
S
B

1
1
4
．
8
14
．
8
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
1
a

1
a

l
a

1
a

l
a

1
a
I
n
d
e
t
酸
化
硬
質
8

P
2
0
,
3
3

1
0
8
図
－
4
土
師
器
C
3
D
D
O
3
S
K
O
5

覆
土
6
層
R
N
S
B
F

1
14
．
5
1
4
.
5
6
6
.
1

l
a

l
a

l
a

1
a

l
a

l
a

3
a
酸
化
硬
質
6

海
綿
骨
針
含
む

P
1
9
,
2
7
,
2
9
,
5
4
,
5
5
,
1
2
3

1
0
8
図
－
1
2
土
師
器
C
l
D
D
O
3
S
K
O
5

覆
土
3
層
R
N
S
B
F

1
1
4
.
6
1
4
.
6
5
5
.
4

1
a

1
a

l
a

1
a

1．
1．

1
酸
化
軟
質
8

海
綿
骨
針
含
む

P
1
5
,
1
7



付
表
7
出
土
土
器
観
察
表
（
7）

拙 函 側 誹 匪 臨 蕪 作 匪 汁 飾 雪
］ 一 山

図
版
N
o
.
種
別
器
種
グ
リ
ッ
ド
出
土

位
置
1

出
土

位
置
2
層
位
残
存
部
口
縁
部

端
面
形

計
測
値

口
径
最
大
径
器
高
底
径

外
面
調
整

口
頚
部
体
部
上
半
体
部
下
半

内
面
調
整

口
頚
部
体
部
上
半
体
部
下
半
底
面

焼
成
色
調

分
類

胎
土

分
析

そ
の
他
の
特
徴

P
番
号

1
0
9
図
－
2
0
須
恵
器
S
C
1
D
D
O
3
S
K
O
5

覆
土
6
層
R
N
S
B
F

1
1
3
1
3

5
6

l
a

1
a

1
a

1
a

1
a

l
a

3
a
酸
化
硬
質
4

ヘ
ラ
記
号
、
海
綿
骨
針
含
む
P
3
4
,
1
0
1

1
1
1
図
－
1
須
恵
器
S
B
1
D
D
O
3
S
K
O
5

覆
土
6
層
剛
S
B
3
b
1
3
．
7
1
3
.
7
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
l
a

1
a

l
a

l
a

1
a

l
a
I
n
d
e
t
還
元
硬
質
3
N
o
.
1
4
頚
部
穿
孔

P
6
4
，
1
0
3

1
0
1
図
－
5
土
師
器
A
1
D
L
O
5
S
K
1
2

床
直
R
N
S
3
b

19
．
4
1
9
．
4
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t

1．
l
c
I
n
d
e
t

1
a

1．
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
酸
化
軟
質
8

海
綿
骨
針
含
む

P
7
,
1
2

1
0
4
図
－
3
土
師
器
A
2
a
D
L
O
5
S
K
1
2

覆
土
4
層
R
N
S
B

1
2
1
.
4
2
1
.
5
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
1
b

l
c

1
c

1．
1．

1．
I
n
d
e
t
酸
化
軟
質
7

海
綿
骨
針
含
む

P
9

1
0
5
図
－
1
3
土
師
器
B
2
a
D
L
O
5
S
K
1
2

覆
土
1
層
R
N
S
B
F
3
b
1
4
．
9
1
4
．
9
1
1
．
8
7
.
2
1
a

1．
l
d

1
a

1．
1
a

3
a
酸
化
硬
質
7

輪
積
痕
、
海
綿
骨
針
含
む

P4
，
6，
11

1
0
8
図
－
1
6
土
師
器
C
l
D
L
O
5
S
K
1
2

床
直
R
N
S
B

1
1
4
．
5
1
4
．
5
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t

1．
1．

1．
l
a

l
a

1
a
I
n
d
e
t
酸
化
軟
質
7

海
綿
骨
針
含
む

P
8

1
0
1
図
－
3
土
師
器
A
1
E
P
1
6
S
K
1
6

覆
土
2
層
R
N
S
B
3
a
2
2
.
7
2
2
.
7
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
1
a

1．
l
c

1．
1．

1．
I
n
d
e
t
酸
化
軟
質
7

輪
積
痕
、
海
綿
骨
針
含
む
P
1
,
2
,
3
,
8

1
0
1
図
－
1
0
土
師
器
A
1
E
O
1
6
S
K
1
7

覆
土
2
層
R
N
S
3
a
2
2
.
1
2
2
.
1
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
1
a

1
a
I
n
d
e
t

l
a

1．
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
酸
化
軟
質
8

海
綿
骨
針
含
む

P
4
7

1
0
4
図
－
1
土
師
器
A
2
a
E
O
l
6
S
K
1
7

床
直
R
N
S
B
F

1
2
4
.
8
2
4
.
8
2
7
.
8
1
0
2
b

2
a

2
a

2
b

2
b

2
b

7
酸
化
軟
質
6

海
綿
骨
針
含
む

P
3
6
,
4
5
,
5
0
,
5
1
,
5
2
,
5
3
,
5
5
,
5
6
,
5
8
,
6
3
,
9
3

1
1
8
図
－
1
土
師
器
E
E
O
･
E
P
l
6
S
K
1
7

覆
土
2
層
S
B
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
1
4
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t

l
e

1．
I
n
d
e
t

1
c

l
c
I
n
d
e
t
酸
化
軟
質
7

輪
積
痕
、
海
綿
骨
針
含
む
P
2
5
,
3
8
,
4
1
,
7
1

1
1
1
図
－
5
須
恵
器
S
E
1
E
O
1
6
S
K
1
7

覆
土
2
層
R
N
4
b
1
0
．
3
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
1
a
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
1
a
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
還
元
硬
質
2

輪
積
痕
、
海
綿
骨
針
含
む
P
8
3
,
8
5
,
8
7
,
8
9

1
1
0
図
－
1
4
須
恵
器
S
B
1

E
O
l
5
,
l
6

E
P
1
6
,
1
7

E
Q
1
6

S
K
1
6

S
K
1
7

層 層２ １
土 土
覆 覆

剛
S
B
F
3
b
13
．
8
1
3
.
8
1
0

7
1
a

1．
1．

1
b

1
a

1．
3
b
還
元
硬
質
2

ヘ
ラ
記
号

P
1
0
，
1
4
7

1
0
1
図
－
1
土
師
器
A
l
E
N
1
3
S
K
1
9

覆
土
2
層
R
N
S
B
3
b
2
3
2
3
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
1
a

l
c

l
c

l
a

1
a

1．
I
n
d
e
t
酸
化
軟
質
8

輪
積
痕
、
海
綿
骨
針
含
む
P
1
4

1
0
2
図
－
8
土
師
器
A
1
E
N
1
3
S
K
1
9

覆
土
3
層
R
N
S
3
a
2
2
.
8
2
2
.
8
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
1
a

1
c
I
n
d
e
t
1
b

1
c
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
酸
化
軟
質
6

輪
積
痕
、
海
綿
骨
針
含
む
P
1
,
1
2
,
1
0
2

1
1
0
図
－
1
0
須
恵
器
S
C
l
E
N
1
3
S
K
1
9

覆
土
1
層
剛
S
B
F

1
1
2
.
6
1
2
.
6
4．
5
6．
8
l
a

1．
1．

1
a

1
a

l
a

3
a
還
元
硬
質

1
海
綿
骨
針
含
む

P
1
1

1
0
1
図
－
9
土
師
器
A
l
E
Y
l
9
S
K
2
0

覆
土
3
層
剛
S
3
a
2
2
.
6
2
2
.
6
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
l
a

l
c
I
n
d
e
t

l
a

1．
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
酸
化
軟
質
7

輪
積
痕
、
海
綿
骨
針
含
む
P
9

1
0
4
図
－
8
土
師
器
A
2
b
E
Y
1
9
S
K
2
0

覆
土
2
層
R
N
S

1
18
．
3
1
9
.
1
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
2
a

2
a
I
n
d
e
t
2
b

2
b
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
酸
化
軟
質
8

海
綿
骨
針
含
む

P
1
0
,
1
2
,
2
0
,
2
1
,
4
4

1
0
7
図
－
1
4
土
師
器
C
l
E
Y
1
9
S
K
2
0

覆
土
2
層
R
N
S
B
F

1
13
．
1
13
．
1
5
.
9
5
.
5
1
a

1．
1．

1
a

l
a

1
a

5
酸
化
硬
質
7

海
綿
骨
針
含
む

P
1
3
，
1
0
0
1
，
1
0
0
5

1
0
7
図
－
1
5
土
師
器
C
l
E
Y
1
9
S
K
2
0

覆
土
2
層
R
N
S
B
F
2

13
．
2
1
3
.
2
5
.
8
5
.
2

1．
1．

1．
1．

1
a

l
a

4
酸
化
軟
質
6

海
綿
骨
針
含
む

P
3
4

1
0
8
図
－
1
0
土
師
器
C
3
E
Y
1
9
S
K
2
0

覆
土
1
層
R
N
S
B
F

1
1
3
1
3
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
l
a

1
a

1
a

l
a

1
a

1
a
I
n
d
e
t
酸
化
軟
質
6

ヘ
ラ
記
号

P
5
3

1
0
9
図
－
1
須
恵
器
S
C
3
E
Y
1
9
S
K
2
0

覆
土
2
層
剛
S
B
F

1
1
3
.
1
1
3
.
1
5
.
5
5
.
2
1
a

1
a

l
a

l
a

l
a

l
a

3
b
酸
化
硬
質
4

ヘ
ラ
記
号
、
火
樺
痕
、
海
綿

骨
針
含
む

P
5
1
,
1
0
0
4

1
0
9
図
－
1
0
須
恵
器
S
C
3
E
Y
1
9
S
K
2
0

覆
土
6
層
剛
S
B
F

1
13
．
4
1
3
．
4
4
.
2
6
.
4

1
a

1
a

1．
l
a

1
a

l
a

3
a
還
元
硬
質

1
ヘ
ラ
記
号
、
火
裡
痕
、
海
綿

骨
針
含
む

P
3
9
,
4
3

1
0
9
図
－
1
1
須
恵
器
S
C
3
E
Y
1
9
S
K
2
0

覆
土
3
層
R
N
S
B
F

1
14
．
3
14
．
3
4
.
8
5
.
8

l
a

1．
1．

l
a

1
a

1
a

3
a
還
元
硬
質
2

ヘ
ラ
記
号
、
火
襟
痕
、
海
綿

骨
針
含
む

P
8

1
1
0
図
－
4
須
恵
器
S
C
3
E
Y
l
9
S
K
2
0

覆
土
5
層
剛
S
B
F

1
14
．
4
1
4
．
4
5
.
3
6
.
4

l
a

1．
1．

1
a

1
a

l
a

3
b
還
元
硬
質
2

海
綿
骨
針
含
む

P
4
9
,
5
0
,
5
1

1
1
2
図
－
2
須
恵
器
S
E
E
Z
1
9
S
K
2
0

覆
土
6
層
B
F
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
2
1
.
4
I
n
d
e
t
9
.
7
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t

1
c
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
1
a

5
還
元
硬
質
3

海
綿
骨
針
含
む

P
3
1
,
3
2
,
6
3

1
0
9
図
－
2
4
須
恵
器
甑
1
E
Y
1
9
S
K
2
2

覆
土
6
層
R
N
S
B
F

1
13
．
3
1
3
.
3
5
.
2
4
.
9
1
a

1
a

1
a

1
a

1
a

l
a

3
b
還
元
硬
質
2

火
樺
痕
、
海
綿
骨
針
含
む
P
2
9

1
0
4
図
－
2
土
師
器
A
2
b
即
1
9
遺
構
外

Ⅱ
層
R
N
S
B
3
b
2
0
.
2
2
0
.
2
I
n
d
e
t
I
n
d
e
t
2
b

2
b

2
a

2
b

2
b

2
b
I
n
d
e
t
酸
化
軟
質
7

輪
積
痕

P
8

1
0
6
図
－
4
土
師
器
B
2
a
F
A
1
8
遺
構
外

Ⅱ
層
R
N
S
B
F
3
a
1
3
．
5
1
3
．
5
1
2
．
2
8
.
3
1
a

1
e

1．
l
b

1．
l
c

6
酸
化
軟
質
8

P
1
1
2
,
1
3
7
,
1
3
8
,
1
3
9
,
1
4
0
,
1
4
2
,
1
4
4

1
0
7
図
－
5
土
師
器
C
1
F℃
19
遺
構
外

Ⅱ
層
R
N
S
B
F

1
11
．
3
11
．
3
4
.
7
5
.
3
1
a

1
a

l
a

l
a

l
a

l
a

3
a
酸
化
軟
質
8

墨
書
、
ヘ
ラ
記
号

P
7



付
表
8
出
土
土
器
観
察
表
（
8）

頭 三 重 婁 飾 雲

昌 一 。

表
中
で
用
い
て
い
る
記
号
に
つ
い
て

1
「
器
種
」
の
分
類
記
号
は
、
本
文
に
一
致
す
る
。

（
大
別
A
：
甕
B
：
鉢
も
し
く
は
小
型
甕
C
：
坏
D
：
皿
E
：
壺
F
：
そ
の
他
G
：
ミ
ニ
チ
ュ
ア
）

2
「
残
存
部
位
」
の
分
類
記
号
は
次
の
通
り
で
あ
り
、
記
号
の
組
合
せ
に
よ
り
、
残
存
部
を
示
し
た
。

R
：
口
縁
部
N
：
頸
部
S
：
体
部
上
半
B
：
体
部
下
半
F
：
底
部
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第5章検出遺構と出土遺物

付表9 出土土製品観察表
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図版番号 遺物名 層序 出十位置 グリッド
ヨ
ロ

長さ 幅

-測 頁

厚さ 雷量
色調 備考

118図-1 丸玉 床直 lOH FI23 13．25 不明 10．35 1．6 黄褐色

118図-2 丸玉 覆土3層 l1H DHO4 13．35 12．7 9．55 1.8 黒褐色

118図-3 丸玉 覆土3層 11H DHO4 16．95 不明 不明 2.1 暗青灰色

118図-4 丸玉 覆土6層 11H DGO4 10．6 10．45 6．3 0.7 灰黄褐色

118図-5 丸玉 覆土6層 11H DGO4 14．6 11．25 10．9 1.6 明黄褐色 穿孔部破損

118図-6 丸玉 覆土6層 11H DGO4 10．5 10．35 6．6 0.9 褐灰色

118図-7 丸玉 覆土6層 11H DGO4 11．45 11．3 8．5 1．1 黒色

118図-8 丸玉 覆土6層 11H DGO4 13．6 13．1 10．95 2.0 黒色

118図-9 丸玉 覆土6層 11H DHO4 12．5 11．6 7．65 1．3 黒色

118図-10 丸玉 覆土6層 11H DHO4 9．65 9．45 5．75 0.6 黒色

118図-11 丸玉 覆土6層 llH DHO4 12．65 12．15 7．7 1.3 黒色

118図-12 丸玉 覆土6層 llH DGO4 11．85 不明 8．35 0.6 黒色 半分欠損

118図-13 丸玉 覆土6層 l1H DGO4 9．55 8．85 6．2 0.6 にぶい黄榿色

118図-14 丸玉 床直 12H GW21 14．9 14.5 11．3 2.2 黒色

118図-15 丸玉 覆土1層 SDO2 DDO3 18．6 18．1 14．95 4.9 明黄褐色

118図-16 丸玉 覆土2層 SDO5 ER16 16．85 16．2 7.7 2.1 褐灰色 焼成後穿孔

118図-17 丸玉 覆土2層 SDO5 ER16 12．7 12．15 9．6 1.5 黒色 穿孔痕が2つ

118図-18 丸玉 Ⅲ層 遺構外 DBO3 13．35 13.15 10．7 2.0 にぶい黄榿色

118図-19 丸玉 Ⅳ層 遺構外 DGO5 11.2 10.15 8.4 0.9 にぶい黄榿色

118図-20 丸玉 Ⅳ層 遺構外 DGO5 14．15 13.4 11 2.5 暗青灰色

118図-21 丸玉 Ⅲ層 遺構外 ER16 不明 10．85 8．5 1.0 にぶい黄榿色

118図-22 丸玉 Ⅲ層 遺構外 ER17 14．2 10.3 不明 1.4 にぶい黄榿色

118図-23 丸玉 Ⅳ層 遺構外 ES16 10.6 10.4 8．7 1.1 暗青灰色

118図-24 丸玉 I層 遺構外 ES18 19.15 18.6 16.15 6.4 にぶい黄榿色 穿孔痕が3つ

118図-25 丸玉 Ⅱ層 遺構外 EZ18 不明 不明 14．2 1.6 褐色

118図-26 丸玉 Ⅳ層 遺構外 DHO4 11．05 10．6 7．75 1.0 黒色

118図-27 丸玉 Ⅱ層 遺構外 EZ18 18．75 17．95 不明 3.0 にぶい黄榿色

118図-28 丸玉 Ⅲ層 遺構外 ET16 11．45 11．2 9．55 1．2 褐色

118図-29 丸玉 Ⅲ層 遺構外 ET16 18 16．05 13．9 4.1 暗青灰色

118図-30 管玉 Ⅲ層 遺構外 ET16 9.2 8.8 22 2.1 褐色

118図-31 丸玉 覆土1層 11H DHO4 11．15 10．2 8．25 0.9 にぶい黄榿色 穿孔なし

118図-32 丸玉 覆土6層 11H DGO4 15．25 13．65 12．65 2.4 褐色 穿孔なし

118図-33 丸玉 Ⅲ層 遺構外 ET16 18．55 17 15．7 4.5 褐色 穿孔なし

119図-1 土鈴 I層 遺構外 EOl5 75.45 48.5 19．25 30.3 にぶい黄榿色 紐帯に穿孔

119図-2 土鈴 Ⅱ層 遺構外 FC20 22.2 26.85 3.2 2.3 にぶい黄榿色 紐帯部に2本の溝

119図-3 土鈴 埋土1層 SK26 GR23 50.5 33.7 3.5 8.8 にぶい黄榿色 外面ナデ調整

119図-4 土鈴 I層 遺構外 EP14 30.75 34.2 4．05 10．3 黄褐色

119図-5 土鈴 I層 遺構外 EP14 19．8 33.4 5．55 9.5 にぶい黄榿色 指圧痕多数

119図-6 土鈴 I層 遺構外 EZ18 41.95 31.3 7.2 17．6 暗褐色 外面ナデ調整､海綿骨針含む

119図-7 棒状 Ⅱ層 遺構外 FA18 34.25 27.9 18．7 10．4 灰黄褐色 ナデ調整､2次焼成､石英粒､海綿骨針含む

119図-8 棒状 Ⅲ層 遺構外 CRO1 46.5 19．25 不明 6．8 褐色 胎土中にスサ混入､ミガキ調整

119図-9 棒状 埋士2層 2H FD19 40 14.3 11．2 5.9 黄褐色 焼成不良

119図-10 棒状 I層 遺構外 EP14 36.8 22.95 19．3 19．1 にぶい黄榿色 ナデ調整

119図-11 棒状 カクラン 遺構外 CXO4 72.45 31.75 21.85 45.3 にぶい黄榿色 ナデ調整

119図-12 棒状 Ⅳ層 遺構外 DBO2 56 24.3 23.85 34.7 にぶい黄榿色 ナデ調整

119図-13 棒状 Ⅳ層 遺構外 DHO3 53.1 20.55 不明 12．8 褐色 ミガキ調轄､半分欠損

119図-14 棒状 Ⅳ層 遺構外 DBO3 59.6 20.95 17．65 25.3 褐色 指圧痕多数､海綿骨針含む

119図-15 棒状 Ⅱ層 遺構外 EZ18 34.5 17．1 13．5 6.1 褐灰色 ナデ調整､穿孔部破損

120図-1 紐状 埋土3層 11H DHO4 20 5 4 0.5 明褐色 完形は円形？耳飾りであると思われる。

120図-2 紐状 Ⅲ層 遺構外 DCO3 30 5 4 0.7 にぶい黄榿色 完形は円形？耳飾りであると思われる。

120図-3 円盤状 Ⅳ層 遺構外 DBO2 22 1．4 6 1．5 黄褐色
完形は円盤状か？図の上下の半円状のくぼみは穿孔
であると思われる。

120図-4 粘土塊 埋土6層 11H DGO4 11 1.5 4 0．7 にぶい黄榿色

120図-5 粘土塊 I層 遺構外 FF21 26 6 9 2.3 明黄褐色 表面は非常に滑らかである。

120図-6 粘土塊 埋土2層 2号溝 DDO2 40 15 11 8.8 にぶい黄榿色 表面にナデ､ケズリが見られる。

120図-7 粘土塊 Ⅲ層 遺構外 EL14 2.6 3.2 11 9.1 榿色

120図-8 粘土塊 Ⅱ層 遺構外 BHO9 20 21 11 3．5 褐色

図中央やや左下のくぼみは穿孔であると思われる。
又､表面にはミガキがなされていることから､完形品は
筒状の士製品であった可能性もある。

120図-9 粘土塊 Ⅱ層 遺構外 FB21 27 25 12 7 明褐色

120図-10 羽口 Ⅱ層 遺構外 FD21 223 103 91 1200 にぶい黄榿色

表面にはガラス質溶融は見られず､図上端の切断面
全体に多くの気泡と共に見られる｡調整:全体にケズリ
が施されているが､スサの混入および､繊維の跡が全

体に残っているため､120図-11のものに比べ表面は凹

｢､,や圧痕が多く､粗い。

120図-11 羽口 Ⅱ層 遺構外 FD21 235 90 79 1400 にぶい黄榿色

図上端から約9cmにわたり､ガラス質溶融が見られる
調整:設置面以外の表面ほぼ全体に､丁寧なケズリカ
施されているため滑らかである。

。
⑭
、
４



隠川(2)外遺跡

付表10出土旧石器･石器観察表

※刃部調整の｢HMP｣は､ハードハンマーによる､何らかの器具を用いて面を固定した押圧剥離。
「SMP｣は､ソフトハンマーで同様の調整をしたもの。

※｢緑細凝｣は｢緑色細粒凝灰岩｣の略。

※RFはRetuchedFlake(二次加工のある剥片)の略

付表11 出土縄文土器観察表
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列版Nn 器種 石質 仕 ＋付
ー

自 層付 長さ(mm) ’ E(mm) 厚さ(mm) 宣量(貝） ※刃音 I調整 備考

121図 彫器 頁岩 CX－04 撹乱 64 25 7 12．9 旧石器

123図－1 石鍼 頁岩 C区 ⅡB層 31 18 4 1.7 SMP 凹基

123図-2 石鍼 頁岩 4号溝 埋士3層 36 15．5 5 2.3 SMP 平基

123図-3 石鍼 頁岩 AL－06 I層 37 18．5 5 3.1 SMP 円基

123図-4 石錐 頁岩 CC－05 I層 32 14 5 2.6 HMP 基部欠損

123図-5 石鎌 黒曜石 FA－20 Ⅱ層 21.5 16 4 0.9 SMP 平基

123図-6 石鐡 頁岩 BH－10 Ⅱ層 42.5 13 4 2.1 SMP 平基､先端部欠損

123図-7 石鍛 頁岩 ER－16 Ⅳ層 30 18．5 4 1.5 HMP 尖基､先端部欠損

123図-8 石鍼 頁岩 AO－07 I層 39 16 5 2.7 SMP 尖基､先端部欠損

123図-9 石錐 チャート SK－26 埋士3層 37.5 12 4 1.5 HMP
有茎､器体裏面中央よりやや
下に火はねによる楕円形欠損

123図－10 石鐡 頁岩 CU－03 I層 25 11 5 0.8 HMP 有茎､先端部欠損

123図－11 石錐 頁岩 FK－21 Ⅳ層直上 26 16．5 5 1 SMP 有茎

123図－12 石鎌 頁岩 DP－05 Ⅳ層 31.5 12．5 3.5 1.3 HMP 有茎

123図－13 石嫉 頁岩 AS－08 I層 42 17 6 3.4 HMP 有茎

124図－1 石匙 頁岩 FS－24 Ⅳ層 71.5 28 8.5 14．2 HMP

124図-2 石匙 頁岩 CR－04 Ⅲ層 74 26 17 18．1

124図-3 RF 頁岩 BU－07 Ⅳ層 46 33 7 10.1 HMP 石匙未製品か

124図-4 RF 頁岩 9H 埋土 82 40 13 36.2

124図-6 RF 頁岩 FT－26 I層 75 47 10．5 29.4

124図-5 剥片 頁岩 EF－16 I層 42.5 39 10 13．5 使用痕のある剥片

124図-7 磨製石斧 ※緑細凝 AK－04 Ⅱ層 45.5 44 19 31.7

、、

版No． 出土地点 グリッド 層位 器種
立
口 1位 地文 炭化』 勿 庸考

E 1122-1 遺構外 CZ－03 I層 深鉢 底部 無文 尖底

図122-2 13Hカマド EY－18 埋士1層 深鉢 口縁部 撚糸 2条のR撚糸圧痕

図122-3 遺構外 EL－14 I層 深鉢 底部 不明 底面に網代痕

図122-4 遺構外 深鉢 底部 無文
内面スス

付着
二次焼成により､外面剥落

図122-5 SD－07 HB－19 埋士 深鉢 体部 LR 充填縄文手法

図122-6 SK－12 DJ-05 埋土1層 深鉢 体部 LR 磨消縄文手法

図122-7 遺構外 AJ-05 Ⅱ層 壷
口縁～
肩部
LR 口縁部端面から口頚部及び､内面に横方向のﾐガキ

図122-8 SK－18 EN－17 埋土1層 台付鉢 台部 無文

図122-9 遺構外 DD－03 Ⅳ層 深鉢 口縁部 LR
波状口縁下に、

文､沈線間ﾐｶﾞｷ
入り組み三叉文及び沈線間にも三叉

図122-10 遺構外
ET～

GT－22
カクラン 鉢 口縁部 RL

内外面に
スス付着

3条の沈線間に2列の刻み目文が配される

図122-11 遺構外 BL－10 埋士1層 注口
頚部～

肩部
無文

肩部に3条の沈線が施され､その間刻み目文が配され

る､体部には入り組み三叉文が施される
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第6章調査の成果

第1節出土遺構について

1 住居跡（第125図）

竪穴住居跡は当遺跡での検出数は改築したものも複数とみなすと、全部で16棟検出された。各住居

跡の特徴として、①住居跡の立地する場所は標高50～60mの緩斜面ないしは平坦地である。②住居跡

の形態はすべて方形である｡O2H・3･4H、 5H、 6H、 9H、 10Hは比較的まとまりをみせてい

るが、その他の住居は単独もしくは少数のまとまりであり、各住居間の距離も充分なスペースが設け

られており、込み入った状態ではないということがいえる。

その内住居廃絶時期の上限を確定する白頭山苫小牧火山灰が覆土中から確認されたのは、 7Hと12

Hのみであり、他では確認されなかった。故に各住居跡の新旧は確認できないが、住居跡内から出土

する士器の形式的比較から、各住居跡に時期差が唯じないものと考えられる。そこでここでは、各住

居跡の規模、形態、主軸方位、カマドの形態、使用頻度の状況等を比較検討したい。

a 規模・形態

全体を検出できた住居跡が少なく、各住居跡の床面積での比較が困難なため、壁長での比較を試み

た。表6に壁長の大きさ順に並べたものを示す(9Hは柱穴間の距離のため、実際の壁長はこれより

も大きくなる)｡これによると住居の棟数が少ないため厳密なことはいえないが、①壁長300cm未満の

もの、②300cm前後のもの、③短辺が350cm前後、長辺が380～390cm前後のもの、④壁長460cm前後の

もの、⑤一片が500cm前後のもの、⑥壁長580cm前後のものの6区分が可能である。各グループ内にお

ける住居の距離は離れているものの、

各グループで重複する住居の壁長の差

異は10cm以内に収敏されるため、同一

の規格により建てられていることが判

明した。また各住居において、ほぼ正

方形を呈するものと短辺と長辺の差が

30～40cm前後ある長方形を呈するもの

の2種類が存在していることが判明し

た。

b 主軸方位

主軸方位を表6に示す。ほぼ全体に

わたって東南方向を向いているが、さ

らに角度ごとに分類してみると、①

120．前後のもの、②140．前後のグルー

プ、③150．前後のグループ°、④それ

諸

149

住居跡 壁長(mm) 壁溝 主柱穴 主軸方位

3H 237 ○ ○ N-120
◎

-E

2H 304 × × N-138
◎

-E

8H 303×309 ○ × N-148
◎

-E

9H 334 × ○ 不明

4H 352 ○ ○ N-120
0

-E

11H 355×394 ○ ○ N-139
0

-E

5H 364×392 ○ ○ N-136
0

-E

6H 385 × × 不明

lH 459×462 ○ ○ N-143
0

-E

12H 502 ○ ○ N-150
0

-E

10H 578 ○ ○ 不明

7H 580 ○ ○ N-148
◎

-E

13H 不明 × × N-172
0

-E

14H 不明 × ○ N-167o－E

15H 不明 × × N-158o－E
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第6章調査の成果

以上のグループ．の4区分が可能である。そこで各グループの立地場所をみるといずれもグループ内の

各住居は隣接していることがわかる。

c カマド

設置場所第125図に示すように、各カマドは5Hを除き、住居壁面の中心より右側に位置している。

構造各住居のカマドを第126図に示す。 これをみると構造上、以下の3グループ．に分類される。①

素材は粘土を使用し、心材等の仕様はみられない。 ソデの形態は焚きn部から焼成部にかけてほぼ平

行であり、壁からの長さは短い。②素材は①と同様に粘土であるが、ソデの形態が、焚き口部から焼

成部にかけて幅が狭くなり、ハの字形を呈する。ソデの長さは①と比較すると長めである。③焚き口

部の素材に凝灰岩の切り石を使用する点で、①．②とは異なる。 ソデの心材にも丸石が使用されてい

る。 ソデの形態は②と同様ハの字形を呈するがソデの長さは短い。以上のように①から③にかけてカ

マドのつくりは精巧になっている。

使用頻度カマドの使用頻度を発掘時のソデの焼成による堅牢さ及び火床面の発達度によりみていく

ことにする。①のグループのソデは軟質であり、あまり被熱していない。火床面も発達しておらず確

認することが困難であった。②のグループのソデは軟質のものと硬質のものがあり、火床面の発達し

ているものとそうでないものの両者が存在する。③はすべてソデは硬質であり、火床面もよく発達し

ている。故に①～③の順にカマドの使用頻度が高くなる傾向が窺える。

〆一一

、ﾐ〒〒－－

Lー

'

7H

〃
〃
、

一ダ
〆

3．4H

。

1m
’

０
」

第126図検出カマド一覧
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隠川(2)外遺跡

カマドの形態と住居の規模についてみていくことにする。①。②のグループ°は当遺跡で中型から小

型の住居に設置されており、③は大型の住居に設置されている。

以止のことから当遺跡のカマドは使用頻度の違いに応じて、そのカマドの形態を変化させているこ

とが判明した。つまり短期的な使用に関しては簡略化されたもの、長期的な使用に際しては精巧なつ

くりのカマドといった具合に作り分けを行っている。

d 付属施設

付属施設には溝跡、ロクロピットなどがあるものの、隠川(4)遺跡でみられるような住居の周囲を

巡る外周溝、掘立柱建物跡等は確認できなかった。

溝跡 1H、 2H、 12Hで外延溝が検出されている。いずれの溝跡も住居の一番低い場所からさらに

低い方向へと延びているために、住居内に流入した水を排水する目的で設置されたものと考えられる。

ロクロピット 7Hで検出されている。ロクロ軸受部を粘土で補強したつくりで、隠川(4) 。 (13遺跡

等でみられるものとほぼ同規模のものである。

e その他

その他に各住居群の端に溝が配される傾向がみられる。すなわち1H、 11HにはSDO2、 2H、 3．

4H、 5H、 6H、 7H、 9H、 10HにはSDO7．08， 7H、 12HにはSDXO3が近接する。これらの各溝

は幅、深さとも30cm前後であり、高屋敷館遺跡でみられるような濠状のものではなく、排水路の様相

を呈する。従ってこれらの溝は防御用というよりはむしろ、各集落を区分するための境界線的な溝跡

であると考えられる。

2 土擴

土壌には用途不明の士擴が大半を占めるが、その中で被熱を受けている士曠が数某検出されている。

以下その焼成土壌についてその構造を記していくことにする。

焼成土壌と考えられるのはSKO1、02， 26，30，31である。規模は78～219cmと大きさに幅があるが、

形態はいずれも隅丸の方形ないしは長方形である。いずれの士壊も床面に被熱の痕跡がみられ、覆土

中にも多くの炭化物を含むが、土器等の遺物が出土せず、土器焼成遺構の可能性が考えられる士壊は

なく、何を焼成した士塘であるか用途は不明である。いずれの土壌も壁面までの強い被熱、及び還元

化等がみられないことから、使用期間もしくは一回の焼成温度が比較的低いと考えられる。

3 溝跡

溝跡には大きく分けて3種類の溝跡が検出された。以下各溝跡についてその構造を明記していきた

い。

a 直線的な溝跡

平安時代に一般的にみられる溝跡である。SDO1～03,05～09, 12～14がそれに該当する。

b 周溝状の溝跡

SDO4、 10， 11が該当する。当初円形周溝墓の可能性も考えられたが、墳丘部が削平を受けていた

り、調査区外のため、不明である。但し、SDO4は周溝内に大量の須恵器の出士がみられたため、円
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形周溝墓の可能性は高いと考えられる｡SD10、SD11に関しては削平が著しいため、正確な遺構の性

格は不明である。

c方形状の溝跡

SDXO1～03が該当する。その内全体が把握できた溝跡はなく、各コーナの形態をみて方形である

と判断した。いずれの覆土中にも白頭山苫小牧火山灰が上層付近で検出されているため、当溝跡の築

造時期は9世紀代に遡る可能性も考えられる。規模の判明しているものはSDXO3のみであり、一辺

約9.4m、幅38～115cm、深さ30～70cmである。墳墓及び住居の外周溝の可能性も考えられたため、墳

丘及び埋葬施設、柱穴等の確認を行ったが、検出されなかった。

SDXO1及びSDXO2は1コーナーのみの検出であるため、正確には方形と呼ぶことはできないが、

各々幅48～135cm、深さ22～41cm、幅53～103cm、深さ38～58cmとSDXO3と同様の形態及び堆積状況

を示すため、方形溝状遺構とした。全体に遺物の出土数は少なく、細片のみであった。故に他の溝跡

と同様に排水の機能を目的とした溝跡である可能性が高いと考えられる。

第2節出土土器について

1 土師器

士師器に関しては第5章で述べたように器種分類を行っている。ここでは出十個体数の多い甕・坏

類に絞って、器形のプロポーション、焼成、調整手法の違いについてみていくことにする。

a 甕類

復元可能な個体は全部で73個体であった。そこで各種口縁部端面形の頻度、口径による法量の差、

各種調整技法の差を比較してみたいと思う。

（1） 各種端面形の頻度

甕類には2類を除くすべての端面形が観察された。第127図に土師器甕における各種端面形の割

合を示す。これによるとA類(長胴甕)、B類(小型甕)ともに1類と3類で全体の3分の2を占めて

いる。須恵器甕、壺等によくみられる4から6類の出現頻度は低い傾向にある。

（2） 口径による法量の差

第128図に士師器甕類の口径分布のヒストグラムを掲げる。これによるとA類とB類は口径180mm

付近で分別することが可能である。さらに各類型の平均値はA類が22.43cm、B類が13.74cmと口径

に対するばらつきが多く、法量的にまとまりがみられない傾向がある。

（3） 各種調整技法の差

各類型におけるロクロ使用・不使用の割合を第129図に示す。これによるとA類、B類ともに1

類型を呈するものにはロクロ非使用のものはなく、逆に2類型を呈するものにはロクロ非使用のも

のが認められる。全体的にはロクロ使用のものが84.9％を占める。

次に内外面の調整技法について各類型においてどのような差異が能じるか検討してみた。第130

～133図に各類型及び各部位ごとの調整技法の割合を示す。これによるとA1類は口頸部ではロク

ロナデ及び横ナデで80%以上を占めるが、体部上半になるとロクロナデのみの調整は減少し、ケズ
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第127図甕類における各種端面形の出現頻度 第129図甕類におけるロクロ使用頻度
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第133図B2類における部位別の各種調整技法の割合
0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

繍霊霊露口頚部 口頚部

鯵体部上半 体部上半

鰯 体部下半体部下半

犀ｸﾛﾅデのみ■横ﾅﾃ園ｹズﾘﾛﾅﾃ画ｹズﾘ+ﾅテ ロロクロナデのみ■横ナデ国ケズリロナデ図ケズリ+ナテ
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第6章調査の成果

リ及びナデ調整が80%以上を占め、体部下半に至っては、ケズリ調整が全体を占めるようになる。

A2類は口頸部で若干ロクロナデ調整が施されているものが認められるが、今体として外面調整は

ケズリ調整が主体を占め、20％程にナデ調整が施されている。Bl類は口頸部、体部上半で、 ロク

ロナデ調整が主体を占め、体部下半ではナデ調整が主体を占めている｡B2類はA類と同様の調整

が施され、口頸部ではロクロナデ、横ナデ調整が主体を占め、体部ではケズリ調整が主体を占めて

いる。

以上のように、甕類における成形時の調整手法は、ロクロ使用の有無、器高の違いにより同一の口

縁部端面形を有するものでも差異が生じる結果となった。これは成形の容易さ、成形時間の速さに原

因があると考えられる。つまり、ロクロ使用時には、全体をロクロで成形するか、ケズリ調整を行う

かで、器高の高低さにより使い分けがみられる。

b坏類

復元可能な個体は全部で24個体であった。ここでは法量にどのような違いが生じるか、口径、器高、

底径及び色調に基づいて検討することにした。

（1） 口径・器高・底径による法量の差

口径・器高・底径による法量の差をみるために、第134図に口径と器高、第135図に口径と底径の

分布図を示す。これによると口径は113～160mmと各個体間で開きがあるものの、口径と器高の比、

口径と底径の比がともに0.4前後に収束する。この結果について以下のことが考えられる。①坏に

おける製作手法は法量の同一化よりも、むしろ器形を優先していた。②各制作者ごとに器形の統一

は図られていたが、法量の統一は図られていなかった。

（2） 色調による法量の差

隠川(4)。(1》遺跡において、色調と法量に関係がみられる(木村・三林1998,pp､228-229)ことが述

べられてあったので、隣接する当遺跡でも同様の結果が生じれば、法量分化の際の有効手段である

と考え、同一某準に某づいて検証してみることにする(第136図)｡

赤褐色系の個体は口径127～160mm、平均142.2mm、標準偏差10.62である。当遺跡で出土した土師

器の中で口径が150mmを越えるものは赤褐色系の個体のみであり、かつ全体の平均口径が135mm前後

であるのに比較すると、大型の土師器が多い傾向が見いだせるが、隠川(4) 。 (13遺跡とは異なり、

各個体にばらつきがみられること、 130mm前後の個体も見受けられることから、一概には大型の個

体＝赤褐色系とはいえないと考えられる。

褐色系の個体は口径118～147mm、平均135.1mm、標準偏差8.19である。隠川(4)。 (13遺跡ではばら

つきが生じたのに対し、当遺跡では各色調別にみると一番のまとまりをみせている。 しかし最も集

中する口径は130～140mmと一致している。

灰白色系の個体は口径113～148mm、平均134.8mm、標準偏差10.31である。隠川(4) 。 (13遺跡はあ

る程度収束されるのだが、当遺跡では最もばらつきが生じる結果となった。

以上のように各色調と口径の関係をみてきたが、赤褐色系で大型の個体が目立つという事以外は

殆ど傾向が窺えない結果となった。やはりその焼成状況により、同一の法量をもつ個体でも変化が

生じると考えた方が妥当であり、色調から法量の分化をみるのは難しいと考えられる。 しかしなが
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第134図土師器坏の口径･器高分布図 第137図須恵器坏の口径･器高分布図
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ら赤褐色系の土師器は両遺跡で、同様の結果が生じたので、これからの資料数の増加を待たねばな

らないが、当時期の法量の分化を考える上で、有効な手段であると考えられる。

2 須恵器

須恵器の各類型ごとの特徴は前章で述べたので、ここでは出土量の多い坏に限って土師器の坏と同

様に法量の違いを口径、器高、底径及び色調に基づいて検討することにした。

（1） 口径・器高・底径による法量の差

口径・器高・底径による法量の差をみるために、第137図に口径と器高、第138図に口径と底径の

分布図を示す。これによると、①基本的に土師器・須恵器における法量の分化は認められない。②

土師器の坏程口径にはばらつきがみられずほぼ122～140mmの範囲に収まる。③口径と器高の比及び

口径と底径の比をみるといずれも平均0.40前後であるが、土師器と比較すると口径と底径の比率に

おいて若干のばらつきがみられた。④士師器のように150mmを越える大型の須恵器は出士しなかっ

た。

以上の結果から須恵器の坏は窯という限られた空間内で焼成が行われるため、五所川原須恵器窯

では、通常重ね焼きされている。そのためには同一の規格をもった坏を唯産したほうが、重ね焼き

は容易である。また口径も大きくない方が一度に大量の坏を焼成するのに適しているためと考えら

れる。

（2）色調による法量の差

土師器の坏と同様に須恵器の坏においても、隠川(4)。 (13遺跡と同一の基準を設定して口径との

関係を検討することにした(第139図)｡

青灰色系の個体は口径120～140mmの範囲に収束する。灰色系の個体は口径126～145mmの範囲に多

くみられるが、 110mm程の小型の個体も出土している。褐灰色系の個体は口径120～140mmの範囲に

収束する。明褐灰色系の個体は口径114mmの個体も出土しているが、全体として120～130mmの範囲

に収束している。

以_このように須恵器に関しては、色調による分類は当遺跡では可能であると考えられず、むしろ

須恵器全体で口径120～140mmの範囲に収束する傾向があるため、須恵器全体を通して法量の一定化

が図られていると考えられる。

3 ヘラ書記号について（第117図）

五所川原産須恵器の一つの特徴にへう書記号があるが、これは須恵器の各器種及び土師器の坏に記

されている。記号の種類は図示したとおりである。へラ書記号の付される部位は、以下の通りである。

須恵器甕：頸部、須恵器壺：頸部及び肩部、須恵器鉢：頸部及び肩部、須恵器及び土師器坏：体部

下半及び底部。

坏の底部に描かれているものを除いて一般的に目に付く部位に記されているのが特徴であり、一般

的な窯印であるとは考えにくい。

またへラ耆記号の記される割合がどのくらいか器種ごとにみていくことにする。ここで全体の復元
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ができたもの及びへラ書記号が確認されたものだけで集計したところ、須恵器甕は67％(2/3)、須恵

器壺は100%(6/6)、須恵器鉢は100%(3/3)、須恵器坏は100%(21/21)、土師器坏は43%(7/16)である。

全体が復元できない個体が多いため、限られた資料数であるが、須恵器に関しては全ての遺物に関

してへラ書記号が記され、須恵器製作の際にへう言記号を記すのが慣例となっていた可能性が高いと

考えられる。またその須恵器に対して記されるへラ書記号が、士師器の坏にも適用されていることが、

当地域の一つの特徴であると考えられる。

4火擢痕について

五所川原須恵器の特徴として、火檸痕の残る坏が多いことがあげられる。ここでは当遺跡で出士し

た須恵器坏に残る火檸痕の割合をみていくことにする。当遺跡出土須恵器は前述したように完全に復

元できたものは少ないが、ここでは資料化した44個体の内火檸痕が確認されたものは48％の21個体で

ある。完形が少ない為、実際はもう少し割合は高くなると考えられるが、非常に高い割合であるとい

える。このことは窯内での須恵器の坏焼成における重ね焼きが一般的であることを裏付ける結果であ

る。

5 器種組成

各住居跡出土土器の器種組成を表7に示す。遺物の出士数が少ないために、各住居ごとの変遷時期

は不明であるが、器種ごとにみていくと、長胴甕A類に関しては、体部上半がロクロ成形で、下半に

ケズリ調整が施されるA1類が主体であり、A2類は単独で出土することはなく、A1類に付帯する

状況で出土している。以上のようにロクロ成形の有無で各住居の時期差はみられず、混在する形態で

の出土である。このことは小形甕B類に関しても同様のことがいえる。

坏ではすべてロクロ成形であり、内面黒色処理が施された坏が出士しており、底面は回転糸切痕が

主体をしめ、静止糸切痕もみられる。また各住居においてカマドの支脚として一番多く使用されてい

た器種である。

鉢はすべてロクロ成形であり、ロクロナデのみの調整のものが大半を占める。端面形は口唇部に面

取りが施され平坦な形態のものが多い。

壺では、ロクロ成形後体部下半に丁寧なケズリ調整が施されている。口唇部の形態は持子沢系の形

態を呈し、底面の調整も、菊花文といわれるケズリ出しによる高台状に作り出したものと、ケズリ調

整のものである。

甕では肩部及び底部付近に格子夕タキ目、体部に平行タタキ目が施され、犬走須恵器窯と同様の当

て具痕が使用されている。

以上のことから、須恵器からみた住居跡の使用及び廃絶時期は、 9世紀後半から10世紀前半に位置

付けられ、五所川原須恵器窯の創業開始時期と当集落の開始時期にはズレは生じないものと考えられ

る。
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第7章自然科学的分析

第1節隠川(2)外遺跡出土須恵器･土師器の蛍光X線分析

辻利一奈良教育大学
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窯跡から出土する須恵器を大量に分析すると、K-Ca、Rb-Srの両分布図_上で集中して分布する。

つまり、K、Ca、Rb、Srの4因子からみて窯跡出土須恵器は一定の化学特性をもつこと、さらに、

他の地域の窯跡出土須恵器の化学特性と比較すると地域差があることが立証されて、須恵器の産地推

定法の開発研究が開始された。

須恵器の窯跡は全国各地にあり、その数は数千基を超えるといわれる。このままでは産地推定の作

業を進めるのは困難である。何らかの形で整備することが必要である。ところがうまい具合に須恵器

窯跡は全国各地に均等に分布しているのではなく、良質の粘土の産出地域には数十基以_上の窯跡が集

中する。これらの窯跡から出士する須恵器の化学特性は類似することが実験的に証明されている。か

くして、化学特性からみて窯跡群としてまとめることができることがわかった。

窯跡群は数基程度の小規模窯群から、数十基以上、場合によっては数百某以上の窯が集中する大規

模窯群まである。この中で外部地域に製品を供給することができるのは大規模窯群であると考えられ

ている。大規模窯群こそ、須恵器生産工場ともいえる存在なのである。このような大規模窯群は全国

各地に40ケ所ほどあり、その多くは9世紀代に集中する。

五所川原窯群は10世紀代の、数少ない大規模窯群の一つである。その地理的な位置からみて、東北

地方北部地域や北海道へ伝播していたことは容易に考えられるが、実際にその供給範囲を実験的に証

明しない限り、五所川原窯群の須恵器の伝播・流通論を本格的に展開することはできない。

隠川(2)遺跡は五所川原窯群の至近距離にある遺跡である。五所川原窯群が操業に入っていれば、

五所川原窯群の製品が多数検出されるはずである。このような予想をもとに、隠川(2)外遺跡から出

土した須恵器、および土師器の蛍光X線分析の結果について報告する。

須恵器の分析値は表8に示してある。数値のままではデータは理解し難い。両分布図におとしてみ

ると理解し易い。第140図には須恵器の両分布図を示す。比較対照のために五所川原領域を示してあ

る。予想通り、多くの資料が五所川原領域に対応することがわかる。

これらの資料が分析値からみて五所川原窯群産といえるかどうかをみるため、五所川原群と瀬谷子

群との間で2群間判別分析を試みた｡D2(五所川原群)、D2(瀬谷子群)の計算値を表8に示してある。

各母集団への帰属条件は通常D2(X)≦10である｡ (X)は母集団名である。この条件を入れて判定した

結果も表8に示してある。大部分の資料は五所川原群への帰属条件を満足していることがわかる。

五所川原窯群の須恵器の素材粘土は八甲田山の火山灰に由来するのか、Fe量が多く、通常Fe>3.0

と考えられている。これも五所川原窯群への帰属条件の一つである。この2つの帰属条件を満足した

ものが五所川原群産と判定された。
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五所川原群産と判定された須恵器はNQ2、

3，4，5，7，8，9， 10， 11， 15， 21， 22，

23，25，28，29，30，33、34，36，38，39，

43，44，45，47、48の27点である。また、D2

(五所川原群)≦10を満足せず、不明と判断さ

れたものはNQ1、6， 14， 16， 17， 19， 20，

24，31，32，35，40，41，42，46，49，50の

17点である。第140図をみると、 これらはい

ずれも五所川原領域の下にはずれて分布して

おり、同一産地の製品と推定される。 しかし

Fe量を表8から点検すると、 No.32， 40， 42

にはいずれもFe量が少なく、かつ、第140図

のRb-Sr分布図でもまとまって分布すること

から、不明品の中でもこれら3点は別産地の

製品と推定される。もしかしたら特定されて

いない小規模窯群の製品かもしれない。残り

のNQ12、 13などはD2(五所川原群)≦10の帰

属条件を満足したものの、Fe>3.0を満足し

なかったので未定とした。

土師器の分析データは表9にまとめられて

いる。この結果を両分布図におとしたのが第

141図である。大部分の資料はK-Ca分布図

l.O

K

Q5

０
０１

Q5 l.O○

Rb

Q5

○
Q5 l.O

Sr

第140図須恵器の両分布図

0

では須恵器の五所川原領域に、Rb-Sr分布図では五所川原領域の下の領域に分布するが、一部に両分

布図で五所川原領域の右側に散在するものがあり、胎土は一色ではないことがわかる。そこでK、Ca

､Rb、Srの4因子を使ってクラスター分析をしてみることにした。その結果は第142図に示されてい

る｡NQ21～NQ50をA群、NO31～No.7をB群、No.10～NO4をC群に分けてみた｡No.28のみは孤立し、類

似した胎士は他にないことがわかる。このクラスター分析の結果を第141図の両分布図と比較すると、

分類結果はよく理解できる。A群はRb-Sr分布図でSr量の少ないものと、Sr量の多いものに分類で

きそうにみえるが、K-Ca分布図では区切り難いので、NQ21～No.50をA群としてまとめた。そうする

と、A群の士師器の両分布図における分布と、須恵器で産地不明となったN01，6， 16， 17， 24， 31，

41，50の分布位置が似ており、 しかも、Fe量も類似しているところから、同じ胎＋である可能性が

でてきた。つまり、NQ1、6などの須恵器は土師器と同じ素材粘土で作られたものである可能性がで

てきたのである。勿論、この胎＋は須恵器の主成分胎士ではない。もしかしたら、出来の良くない須

恵器であるかもしれない。そのために外部へは出さずに、生産地で使用されただけなのかもしれない。

そうなると、これはまた面白い実例となる｡B群、C群はA群とは別の胎士である。外部地域からの

搬入品である可能性をもつ。目下のところそれ以上のことは何ともいえない。
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(K,Ca,Rb,Srの4因子を使用）
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第7章自然科学的分析

表8 須恵器の分析データ

試料番号 分析No. 器種 部位 遺構名 層位 K Ca Fe Rb Sr Na
D2

(五所川原群）

D2

(瀬谷子群）
判定

11－1700 1
坏 口縁 1H 床直 0．257 0．314 3．19 0．282 0．364 0．149 14．4 56．0 不明

11－1701 2
坏 底部 2H 床直 0．310 0．279 4．06 0．343 0．327 0．155 9．1 54．6 五所川原

11－1702 3 甕 口縁 2H 床直 0．404 0．257 4．10 0．475 0．326 0．214 5.4 47．3 五所川原

11－1703 4 甕 口縁 2H 床直 0．311 0．343 3．54 0．360 0．385 0．216 4．7 58．7 五所川原

11－1704 5
甕 胴部 2H 床直 0．329 0．335 3．07 0．410 0．418 0．255 2．7 42．9 五所川原

11－1705 6
坏 底部 2H 床直 0．254 0．327 3．60 0．237 0．384 0．261 32．4 51．9 不明

11－1706 7
壷？ 底部 2H 覆土2層 0．374 0．241 3．17 0．487 0．362 0．213 1.9 30．5 五所川原

11‐1707 8 甕 胴部 2Hカマド 覆土3層 0．371 0．277 3．19 0．404 0．356 0．151 9．0 38．0 五所川原

11－1708 9 甕 胴部 2Hカマド 覆土1層 0．273 0．327 3．56 0．321 0．374 0．164 7．9 57．0 五所川原

11－1709 10 甕 口縁 6H 覆土1層 0．299 0．330 3．57 0．363 0．373 0．214 3．4 60．0 五所川原

11－1710 11
短頸壺？ 口縁 6H 覆土2層？ 0．420 0．300 3．11 0．534 0．421 0．262 0．6 37．7 五所川原

11－1711 12
坏 底部 6H 覆土1層 0．421 0．254 2．68 0．551 0．436 0．262 4．2 2．7 未定

11－1712 13 甕 胴部 SKO4 覆土1層 0．363 0．353 2．29 0．460 0．489 0．361 7．3 31．0 未定

11－1713 14
短頸壷？ 口縁 SKO5 覆土6層 0．417 0．271 2．68 0．551 0．436 0．262 4．2 21．7 不明

11‐1714 15
甕 胴部 SK16 覆土1層 0．300 0．308 3．25 0．362 0．368 0．235 4．5 50．2 五所川原

11－1715 16 鉢 口縁 SK19 覆土1層 0．316 0．235 3．71 0．260 0．341 0．145 59．9 37．2 不明

11－1716 17
壷 口縁 SK20，21 22 覆土1層 0．212 0．383 3．32 0．245 0．367 0．148 13．2 100．0 不明

11－1717 18
壷 口縁 SK20 覆土1層

11－1718 19
壷 口縁 SK20 覆土4層 0．342 0．344 2．67 0.424 0．475 0．272 9．6 27．0 不明

11－1719 20
壷 口縁 SK17 覆土2層 0.322 0．207 3．45 0．377 0．307 0．206 12．2 33．9 不明

11－1720 21
短頸壺？ 底部 SK20,21,22 覆土1層 0．421 0．286 3．13 0．537 0．416 0．235 0．8 34．0 五所川原

11－1721 22 甕 口縁 SK10 覆土3層 0.406 0．294 4．07 0．473 0．341 0．260 5.2 58．9 五所川原

11－1722 23 甕 口縁 2H 床直 0．302 0．300 3．18 0．394 0．372 0．207 2.4 48．5 五所川原

11－1723 24
坏 口縁 SDO2 覆土1層 0．273 0．177 4．33 0．284 0．278 0．136 34．2 43．0 不明

11－1724 25
坏 底部 2H 覆土1層 0．250 0．344 3．89 0．293 0．353 0．154 8.2 81．0 五所川原

11－1725 26
壷 胴部 SDO2 覆土1層 0．411 0．214 2．12 0．555 0．412 0．240 6.7 18．5 未定

11－1726 27
壷 胴部 SDO2 覆土1層 0．423 0．221 2．14 0．546 0.410 0．256 5.9 16．6 未定

11－1727 28 甕 胴部 SDO7 覆土1層 0．293 0．297 3．46 0．340 0．350 0．243 7.0 52．9 五所川原

11－1728 29
甕 胴部 SDO4 覆土3層 0．297 0．297 3．25 0．382 0．361 0．212 2.7 51．5 五所川原

11－1729 30 甕 口縁 SDO4 覆土2層 0．310 0．330 3．28 0．379 0．382 0．233 2.6 55．6 五所川原

11－1730 31 甕 胴部 SDO4 覆土3層 0．225 0．310 5．17 0．207 0．264 0．115 23．3 126．0 不明

11－1731 32
壷 胴部 SDO4 覆土2層 0．288 0．323 1 ．94 0．349 0．502 0．272 38．2 10．6 不明

11－1732 33 甕 口縁 SDO4 覆土4層 0．355 0．278 3．11 0．451 0．379 0．229 1.1 35．5 五所川原

11－1733 34
壷 口縁 SDO4 覆土2層 0．340 0．317 3．04 0．435 0．396 0．258 0.6 46．4 五所川原

11－1734 35
坏 口縁 SDO4 覆土3層 0．331 0．317 2．64 0．406 0.448 0．260 10．0 23．0 不明

11－1735 36
坏 口縁 SDO4 床直 0．354 0．322 3．27 0．424 0．408 0．237 2．4 39．5 五所川原

11－1736 37
坏 口縁 SDO4 覆土3層

11－1737 38
壷 口縁 SDO4 覆土2層 0．340 0．286 2．92 0．453 0．384 0．220 1.0 40．2 五所川原

11－1738 39
短頸壺？ 口縁 SDO4 覆土3層 0．273 0．358 2．89 0．359 0．403 0．237 4．8 64．6 五所川原

11－1739 40
坏 口縁 SDO4 覆土2層 0．280 0．316 2．03 0．319 0．482 0．287 41．8 11．1 不明

11－1740 41
坏 底部 SDO7 覆土2層 0．250 0．184 4．39 0．231 0．263 0．152 45．6 59．3 不明

11－1741 42
壷 口縁 SDO7 覆土4層 0．320 0．304 2．72 0．348 0．468 0．194 35．7 1.0 不明

11－1742 43
壷 胴部 SDO7 覆土4層 0．340 0．305 3．04 0．443 0．391 0．239 0．6 44．2 五所川原

11－1743 44 甕 口縁 SDO7,08 覆土1層 0．337 0．285 4．00 0．420 0．340 0．228 1.8 55．0 五所川原

11－1744 45
坏 口縁 SDO7,08 覆土3層 0．375 0．248 3．68 0．459 0．371 0．164 3.7 25．1 五所川原

11－1745 46
壷 口縁 SDO8 覆土3層 0．394 0．174 3．47 0．398 0．302 0．159 32．4 25．2 不明

11－1746 47
坏 口縁 SDO8 覆土3層 0．409 0．214 3．65 0．503 0．339 0．240 5.0 27．1 五所川原

11－1747 48 坏 口縁 SDO8 覆土4層 0．284 0．305 3．76 0．359 0．331 0．207 3.6 72．1 五所川原

11－1748 49
坏 胴部 SDO8 覆土3層 0．298 0．281 3．05 0．333 0．379 0．168 15．9 30．9 不明

11－1749 50 坏 底部 SDO8 床直 0．279 0．205 4．17 0．324 0．285 0．134 16．3 46．8 不明
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試料番号 分析No. 器種 部位 遺構名 層位 K Ca Fe Rb Sr Na
D2

(五所川原群）

D2

(瀬谷子群）
判定

11－1650 1 甕 口縁 SKO4 覆土1層 0．266 0．357 3．34 0．221 0．415 0．255

11－1651 2 甕 口縁 SKO4 覆土2層 0．411 0．246 1．76 0．495 0．505 0．313

11－1652 3 甕 口縁 SKO4 覆土1層 0．291 0．310 3．36 0．224 0．411 0．236

11－1653 4 甕 口縁 SKO4 覆土1層 0．693 0．452 2．22 0．699 0．652 0．364

11－1654 5 甕 胴部 SKO4 覆土1層 0．281 0．364 3．37 0．222 0．411 0．247

11－1655 6 甕 胴部 SKO4 覆土1層 0．321 0．193 3．56 0．197 0．301 0．185

11－1656 7 甕 胴部 SKO4 覆土1層 0．399 0．662 1．89 0．282 0．809 0．436

11－1657 8 甕 胴部 SKO4 覆土2層 0．279 0．352 3．26 0．248 0．407 0．250

11－1658 9 甕 胴部 SKO4 覆土1層 0．336 0．319 2．38 0．305 0．548 0．312

11－1659 10 甕 胴部 SKO4 覆土1層 0．534 0．403 2．30 0．603 0．662 0．399

11－1660 11 甕 胴部 SKO4 覆土1層 0．314 0．424 2．35 0．253 0．554 0．336

11－1661 12 甕 胴部 SKO4 覆土2層 0．300 0．140 4．10 0．280 0．237 0．198

11－1662 13 甕 胴部 SKO4 覆土1層 0．337 0．213 2．11 0．297 0．431 0．267

11－1663 14 甕 口縁 SKO5 覆土3層 0．398 0．291 2．42 0．272 0.480 0．251

11－1664 15 甕 口縁 SKO5 覆土2層 0．286 0．251 3．63 0．195 0．327 0．219

11－1665 16 甕 口縁 SKO5 覆土6層 0．267 0．269 3．48 0．229 0．308 0．161

11－1666 17 甕 口縁 SKO5 覆土4層 0．330 0．363 3．31 0．265 0．429 0．257

11－1667 18 甕 底部 SKO5 覆土3層 0．431 0．254 3．04 0．339 0.444 0．270

11－1668 19 甕 胴部 SKO5 覆土3層 0．424 0．298 2．53 0．437 0．519 0．288

11－1669 20 甕 胴部 SKO5 覆土6層 0．407 0．332 2．92 0．413 0．566 0．317

11－1670 21 甕 胴部 SKO5 覆土2層 0．249 0．126 4．29 0．297 0．247 0．161

11－1671 22 甕 胴部 SKO5 覆土6層 0．636 0．382 2．98 0．500 0．536 0．318

11－1672 23 甕 胴部 SKO5 覆土6層 0．361 0．313 3．47 0．294 0．321 0．155

11－1673 24 甕 胴部 遺構外 1V層 0．316 0．219 2．37 0．309 0.400 0．232

11－1674 25 甕 胴部 SKO5 覆土3層 0．499 0．321 2．68 0．346 0．585 0．284

11－1675 26 甕 胴部 SKO5 覆土3層 0．365 0．233 4．07 0．224 0．370 0．235

11－1676 27 甕 胴部 SKO5 覆土2層 0．518 0．348 3．10 0．459 0．529 0．326

11－1677 28 甕 胴部 SKO5 覆土3層 0．950 0．338 2．94 0．638 0．503 0．238

11‐1678 29 甕 胴部 SKO5 覆土3層 0．338 0．185 3．69 0．218 0．297 0．200

11－1679 30 甕 胴部 SKO5 覆土3層 0．474 0．335 2．61 0．429 0．558 0．305

11－1680 31 甕 胴部 SKO5 覆土3層 0．499 0．492 1．87 0．346 0．788 0．327

11－1681 32 甕 胴部 SKO5 覆土6層 0．338 0.420 3．24 0．290 0．541 0．305

11－1682 33 甕 胴部 SKO5 覆土4層 0．344 0．308 3．45 0．254 0.409 0．261

11－1683 34 甕 胴部 SKO5 覆土3層 0．523 0．270 2．56 0．417 0．507 0．232

11‐1684 35 甕 胴部 SKO5 覆土6層 0．269 0．336 3．36 0．260 0．354 0．156

11－1685 36 甕 胴部 SKO5 覆土2層 0．251 0．388 3．19 0．275 0．393 0．207

11－1686 37 甕 胴部 SKO5 覆土4層 0．324 0．331 3．41 0．268 0．447 0．258

11－1687 38 坏 口縁 SKO5 覆士3層 0．406 0．232 4．40 0．339 0．296 0．168

11－1688 39 坏 底部 SKO5 覆土6層 0．611 0．291 2．63 0．696 0．572 0．298

11－1689 40 甕 底部 SDO2 覆土1層 0．353 0．356 2．49 0．327 0．521 0．293

11－1690 41 甕 胴部 SDO2 覆土1層 0．463 0．315 2．30 0．383 0．529 0．265

11－1691 42 甕 胴部 SDO2 覆土1層 0．317 0．305 2．75 0．298 0．474 0．254

11－1692 43 甕 胴部 SDO2 覆土2層 0．433 0．307 2．59 0．659 0．577 0．330

11－1693 44 甕 口縁 SDO2 覆土1層 0．388 0．167 1．85 0．467 0．389 0．223

11‐1694 45 甕 口縁 SDO2 覆土1層 0．420 0．435 2．51 0．468 0．679 0．404

11－1695 46 甕 口縁 SDO2 覆土1層 0．475 0．317 3．38 0．292 0．396 0．238

11－1696 47 甕 底部 SDO2 覆土1層 0．250 0．138 4．19 0．302 0．245 0．155

11－1697 48 甕 胴部 SDO2 覆土1層 0．237 0．223 2．39 0．272 0．433 0．266

11‐1698 49 甕 胴部 SDO2 覆土2層 0．454 0．312 3．29 0．278 0．407 0．251

11－1699 50 甕 胴部 SDO2 覆土1層 0．401 0．291 2．63 0．376 0．467 0．262
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第2節隠川(2)外遺跡出土の土器の偏光顕微鏡分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

1 ．試料

試料は、土器片6点(試料NQ1～6)と比較対照試料である持子沢B遺跡から出fした土器片2点

(試料NQ7、8)、砂田D遺跡2号窯から出士した土器片2点(試料NQ9、 10)の合計10点である。各試

料の出士した遺構名、器種、部位などは、観察結果を示した表10に併記する。

2．分析方法

本分析では薄片を製作して、胎士中に含まれる鉱物片や岩石片の種類とその量比を把握する、薄片

観察を行う。薄片観察では、十器に使用された粘士や砂の採取地の地質学的背景の推定が可能であり、

既存の地質調査結果などと比較することにより、採取地の具体的な推定も可能となる。以下に、処理

手順を述べる。

試料をダイアモンドカッターで切断、正確に0.03mmの厚さに研磨し、薄片を製作する。薄片は、偏

光顕微鏡下で観察を行う。試料の胎士中には、砕屑片として鉱物片・岩片が含まれている。素地の主

要構成物となる粘＋鉱物・砕屑片は高温で焼成され、一部の試料では加熱変化を生じていることが認

められるoここでは、胎士の砕屑片の種類・量比を明らかにして、鉱物の加熱変化から焼成温度を推

定した。

3．結果

（1）鉱物片・岩片・素地の状況

a)鉱物片

試料には鉱物片として、石英･斜長石が全点に含まれ、次いで角閃石･不透明鉱物が各々4点に

認められる。この他には、カリ長石．黒雲母・単斜輝石・斜方輝石があり、各1～3試料に微量～

きわめて微量含まれる。

石英：鉱物片としての石英は、少量ないし微量で含まれる。石英粒は、破片状または他形粒状を呈

し、 11150℃以上の焼成温度と推定される試料中の石英片には、高温焼成を受けて生成したクラッ

ク(記載表中では高温クラックと略記した)の生成や、部分溶融などの加熱変化が生じている。後述

する高温型に区分される試料以外にも、類似するクラックが認められることがあるoこれらは、流

紋岩や石英斑岩などの火成岩の斑晶となる石英にみられる天然現象で、しばしば区別できないこと

がある。

各資料に含まれる石英片の最大粒径を比較すると、0.10～1.30mmでその差は大きく、量比も一定

していないo最大粒径の平均値は0.78mmで、粗粒である。

カリ長石: 10点のうち、 1点にきわめて微量に存在するにすぎない(試料No.2)｡カリ長石は、一般

には他形粒状を示す正長石として含まれる。陶磁器中のカリ長石は、約1,150｡Cの加熱で溶化し、
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溶化ガラスを生成する。このため、高温で焼成された試料中には残晶が認められず、溶化した仮像

で、その存在が推定される場合がある。試料NQ2では、カリ長石は完全に溶化した状態、および一

部に正長石の残晶が認められる状態で存在している。カリ長石片は、花崗岩に起源することが多い。

斜長石：斜長石は10試料に少量～微量の範囲で存在し、破片状～板状を呈する。最大粒径0. 15～

1.30mm、最大粒径の平均値は0.75mmを示す。斜長石は、曹長石～灰長石を総称した鉱物名である。

一般に陶磁器類に含まれる斜長石は多くの場合曹長石であるが、観察試料中の斜長石には、火山岩

源と思われる中性長石～曹灰長石も含まれる。このような斜長石には、累帯組織が発達しているこ

とが多く、一部には火山岩の斑晶にしばしば見られる溶融組織が伴われる。

斜長石のうち、曹長石は1,118･Cで溶化する。曹長石の加熱変化は単純ではなく、縁辺部非晶質

化→褐色変化→針状ムライト晶出(疎～密)→中心部にムライトの二段晶出→全面的な針状ムライト

の生成の順で、途中段階では中心部に曹長石の残晶が認められることがある。ただし、曹長石より

もCaに富む中性長石または曹灰長石などは、曹長石より溶融温度が高くなるため、上の加熱変化

による加熱温度推定は適用できない。

観察試料中の斜長石に針状のムライトを生成し、部分溶融している現象は試料NO10に認められる。

試料NO10では、一部の斜長石は完全にムライトで交代され、他の大部分は斜長石の縁辺部に沿って

リム状にムライトが晶出し、中心部は斜長石の残晶を残存している。また試料NQ1では、斜長石縁

辺部の非晶質化と褐色化が観察される反面、集片双晶して加熱変化していない斜長石も認められる。

曹長石質斜長石と灰長石成分に富む斜長石の混在による現象であろう。

黒雲母：試料NO9に、きわめて微量で含まれる。原十中での風化と思われるが、淡色化し加水黒雲

母に変質しているため、本来の黒雲母の性質は失われている。黒雲母も、花崗岩類に起源すること

が多い鉱物の一つである。

角閃石： 4試料に微量～きわめて微量存在し、他形の破片粒状を呈する。焼成物中の角閃石は、約

800℃の加熱で酸化角閃石化が始まり、 950℃で強酸化の状態に、 さらに加熱温度が_上昇して

1,000･Cを越えると、次第に黒色鉄鉱物に変質していく現象を実験的に確かめている。観察した試

料NQ3、4，7、 10の角閃石は、いずれも弱酸性の状態と判断される。

輝石類：単斜輝石は鉱物片としては、微量～きわめて微量の範囲で2点(試料NQ7，9)に、斜方輝

石はきわめて微量で1点(試料NQ9)にみとめられる。粘土中の輝石類は、安山岩に起源しているこ

とが多い。

不透明鉱物： 4点検出されたが、試料NQlと試料NQ3に特に多く含まれる。通常は黒色鉄鉱物であ

ることが多く、試料NO3の不透明鉱物の大部分は黒色鉄鉱物であるが、試料NQ1の不透明鉱物につ

いては、一部を除いてカーボンである疑いが残る。不透明鉱物については、岩石顕微鏡では鉱物種

を同定することはできないので、反射顕微鏡での観察が必要である。

b)岩片

岩片として最も多く検出される岩種は凝灰岩で、全点に認められ、次いで泥岩が5点に、珪質岩

が4点に、安山岩が3点に含有され、頁岩・砂岩・スコリア・火山ガラスが各1～2点に認められ

る。
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凝灰岩：全点に少量～微量の範囲で認められ、岩片としてはもっとも出現頻度が高い。試料中の凝

灰岩の最大粒径は0.32～1.40mm、平均最大粒径は0.66mmを示し、比較的大型である。亜円礫状～亜

角礫状を呈し、非晶質であるものが大部分である。凝灰岩は、新第三紀地層に起源していると考え

られる。

泥岩： 5点に微量～きわめて微量の範囲で認められる。試料中の泥岩の最大粒径は0.10～0．20mm、

平均最大粒径は0.14mmを示す。亜円礫状を呈し、非晶質の粘土岩が多い。新第三紀以降の若い地層

に起源していると考えられる。

珪化岩： 4点に認められ、細粒～中粒の石英の集合体で構成されている。凝灰岩などの珪化岩と考

えられるが、原岩の組織は残留していない。珪化岩の最大粒径は0.23～0.90mm、平均最大粒径は

0.53mmを示し、亜円礫状を呈する。

安山岩： 3点に微量～きわめて微量検出される。ガラス基流晶質組織を示す、安山岩の岩片である。

原士の上流域の地質が火山活動(新第三紀以降)と関連することは、安山岩・火山ガラス・スコリア・

軽石などの岩片の存在と、これに起源する鉱物片として単斜輝石・斜方輝石・角閃石・斜長石が含

まれる点で明らかである。

砂岩： 2点に亜円礫状を呈して、きわめて微量含まれる。

軽石： 2点で検出され、試料NO7には少量～微量含まれるが、試料NO9ではきわめて微量存在する。

試料NQ7では、最大粒径が1.40mmで大型である。

火山ガラス：試料No.1，9に検出される。

スコリア：試料NQ10に微量に存在する。黒色ガラス岩で、泡状の孔隙を伴う。おそらく、火山灰の

一部として降下した火山拠出物が混入していると考えられる。

c)素地

基質(粘土部)はセリサイト質粘土鉱物を主要粘土鉱物とし、少量～微量の石英細片(0.02mm以下）

を伴い、少量～微量の酸化鉄(赤鉄鉱）・酸化鉄結核を含有する試料が多い。

粘土鉱物：セリサイト質粘土鉱物が比較的多く認められる試料は、試料NO3～9の7点で、多量の

鱗片状または長柱状のセリサイトが認められる。セリサイトは、鉱物学的には白雲母と同質の鉱物

であるが、陶磁器等の素地を構成する鱗片状粘土鉱物に対して用いられている。セリサイトは可塑

性が高く、陶磁器等では素地を構成する重要な粘土鉱物の一つであるが、高温焼成で加熱変化を受

け、約900℃以上では非晶質化することが知られている。一般的に、セリサイトが中量以上残存す

る試料は、900･C以下の温度で焼成されたと推定される。なお、観察試料でセリサイト質粘土鉱物

が多量に残留している試料は、含鉄質である特徴が見られる。

酸化鉄・酸化鉄結核：酸化鉄は、試料断面が赤味を帯びる8点(試料NQ2～9)に多く含まれ、素地

を膠結～着色しているほか、酸化鉄が凝結した酸化鉄結核としても存在する。粘土中の含水酸化鉄

(褐鉄鉱)は、実験的には320～350･Cの加熱で脱水し、赤鉄鉱に移転するため、焼成物中では結核状

および鉱染状を呈する赤鉄鉱として存在する。原料粘土としての観点から、鉄分は比較的低温で素

地を膠着し、焼成温度を低下させる効果が高い物質の一つとされている。
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第7章自然科学的分析

状ムライト晶出(疎～密)→中心部にムライトの二段晶出→今面的な針状ムライトの成長の順で

途中段階では中心部に曹長石の残晶が認められる。この加熱変化の非晶質化～褐色変化の段階

は、 1,120～1,150℃と推定する。ただし、今回の観察試料中の斜長石は、曹長石よりもCaに

富む中性長石または曹灰長石に相当し、曹長石より溶融温度が高くなるので、本項は適用でき

ない場合もある。

⑤石英に高温クラックおよび部分的な溶融組織がみられ、カリ長石に軽微な溶融組織が認めら

れるが、ムライトは唯成していない。試料の焼成温度は、カリ長石の溶化状況により、 1，150

℃±または1,150･C+と推定する。

⑥カリ長石が完全に近く溶化し、曹長石が非晶質化して周辺が褐色に変化している状態はムラ

イト化の初期段階とみなされ、 1,200～1,500℃と推定する。

⑦ムライトの堆成が確認される資料の焼成温度は、 1,200℃士と推定する。この状態では、カリ

長石は完全融解していることが多い。

⑧針状ムライトが密に堆成されている試料は、 1,250｡C+と推定される。⑦と⑧の中間は、

1,200～1,250℃とする。

以上の判定基準に基づけば、今回の観察試料は、低温焼成グループ°と高温焼成グループ°の2群に

分類される。

。低温焼成グループ°

900℃－と判定される試料:No.3～9

．高温焼成グループ

1,150～1,200℃と判定される試料:No.1，2

1,200～1,250･Cと判定される試料:No.10

4．考察

隠川(2)外遺跡の6点の試料に共通する胎士の特徴として、凝灰岩岩片を含むことがあげられる。

また、そのうちの4点に、泥岩または珪化岩を含んでいる。これらのことから、今回の隠川(2)外遺

跡の試料は、同じ地質学的背景を有する地域内で製作されたことが示唆される。五所川原市は津軽平

野の中部に位置するが、津軽平野を構成する堆積物中には、岩木川やその他の河川などにより、弘前

市南方の山地や岩木山などから砕屑物が供給されている。弘前市南方の山地は、新第三紀に堆積した

凝灰岩(いわゆるグリーンタフ)や泥岩・チャートからなる中生代の堆積岩層が分布している（日本の

地質「東北地方」編集委員会， 1989)から、隠川(2)外遺跡の土器試料中に認められた岩片組成は、五所

川原市周辺域で製作された可能性がある。ただし、現時点では五所川原市から半径何kmというような、

具体的な特定はできない。

一方、窯跡の試料であるNo.7～10の4点は、いずれも凝灰岩を含むことで隠川(2)外遺跡の試料と

共通する特徴を有するが、それらのうち持子沢B遺跡の試料No.7には単斜輝石と軽石が含まれ、砂田

D遺跡の試料NO9にも単斜輝石や斜方輝石、軽石、火山ガラス、安山岩などが含まれている。これら

の火山砕屑物に由来する鉱物片や岩石片の供給源は、五所川原市近傍ではおそらく岩木山であると考
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隠川(2)外遺跡

えられる。今回の結果からみる限り、一つの窯跡でも複数種の胎士の製品が混在している可能性があ

る。隠川(2)外遺跡の試料とこれら窯跡試料との関係を考える場合、少なくとも岩木山由来の砕屑物

が混入していない窯跡の製品は、隠川(2)外遺跡に供給されている可能性がある。

いずれにしても、現時点では限られた試料数での検討結果であり、検討すべき課題は少なくない。

今後、分析例を蓄積することができれば、五所川原市周辺の古代の＋器の製作．流通の実態について、

より確かな考察が可能になるものと期待される。

【引用文献】

日本の地質「東北地方」編集委員会（1989）日本の地質2 東北地方． 338. ,共立出版
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第7章自然科学的分析

2．試料No. 1

(隠川(2)外遺跡DNO5 3号溝埋土2層甕体部）
1 ．試料No. 1

(隠川(2)外遺跡DNO5 3号溝埋土2層甕体部）
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4．試料No.2

(隠川(2)外遺跡EO16SK17埋土2層甕体部）

3．試料No.2

(隠川(2)外遺跡EO16SK17埋土2層甕体部）

Qz:石英Pl:斜長石Op:不透明鉱物Tf:凝灰石Si:珪化岩Md:泥岩Gm基質P:孔隙
写真左側は下方ポーラーのみ、右側は直交ポーラー下

0.2mm

図版1 胎土薄片 （1）
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隠川(2)外遺跡

5．試料No.3

(隠川(2)外遺跡EO17 4号溝埋土4層坏体部）
6．試料No.3

(隠川(2)外遺跡EQ17 4号溝埋土4層坏体部）
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7．試料No.4

(隠川(2)外遺跡ER17 4号溝埋土1層壺？体部）

8．試料No.4

(隠川(2)外遺跡ER17 4号溝埋土1層壺？体部）

Pl:斜長石Op:不透明鉱物Se:セリサイト Gm:基質
写真左側は下方ポーラーのみ、右側は直交ポーラー下

0.2mm

図版2 胎土薄片（2）
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